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本報告書 は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益 の一部で ある機械工業振興資金の補助

を受 けて作成 した もので ある。



序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要 な役割 を果たす もの と期待 されている。

今後、データベースの普及により、わが国において健全 な高度情報化社会の形成が期待 され

る。 さらに海外 に対 して提供可能 なデータベースの整備は、国際的 な情報化への貢献お よび

自由な情報流通の確保 の観点からも必要で ある。 しか しながら、現在わが国で流通 して いる

データベースの中で わが国独自の ものは1/3に すぎないのが現状であ り、わが国データベー

スサー ビスひいてはバ ランスある情報産業の健全な発展 を図 るためには、わが国独 自のデー

タベースの構築お よびデータベース関連技術の研究開発 を強力 に促進 し、データベースの拡

充 を図る必要があ る。

この ような要請 に応 えるため、(財)デ ータベース振興センターで は日本 自転車振興会から

機械工業振興資金の交付 を受 けて、 デー タベースの構築お よび技術開発について民間企業、

団体等 に対 して委託事業 を実施 して いる。委託事業の内容 は、社会的、経済的、国際的に重

要で、 また地域および産業の発展の促進 に寄与す ると考え られて いるデー タベースの構築 と

データベース作成の効率化、流通 の促進、利用の円滑化 ・容易化な どに関係 したソフ トウェ

ア技術 ・ノ・一 ドウェア技術であ る。

本事業の推進 に当 って、当財団に学識経験者の方々で構成されるデー タベース構築 ・技術

開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「大学 にお けるデータベース利用教育 システムに関す る調査研究」 は平成3年 度の

データベースの構築促進 および技術開発促進事業 として、当財団が 日外 アソシエー ツ株式

会社に対 して委託実施 した課題の一つである。この成果が、データベースに興味 をお持 ちの

方 々や諸分野 の皆様方 のお役に立て ば幸 いで ある。

なお、平成3年 度デ ータベースの構築促進お よび技術開発促進事業で実施 した課題 は次表

の とお りである。

平成4年3月

財 団法 人 デ ー タベー ス振興 セ ンター



平成3年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 ,課 題 名 委 託 先

1形 態 学 的 コメ ン トを 含 む 病 理 デ ー タベ ー スの プ 『 ト (株)エ ス ・ピ ー ・オ ー

タイプ作成

2交 通 事 故 調 査 デ ー タ ベー ス の プ ロ トタ イ プの 作 成 (財)日 本自動車研究所

3シ ルパーエイジの医療と福祉情報の実際的な活用を 美崎高齢者福祉互助会美崎生活

目 的 と した デ ー タ ベ ー ス構 築 館

4気 候 情 報 デー タ ベ ー ス の構 築 (株)エ ム テー エ ス雪 氷 研究 所

社 会 5地 下 水 情 報 デ ー タ ベ ー ス シ ステ ムの 構 築 の た めの 調 (株)パ ス コ

査研究
㎡

6フ ァ ジ ィに関 す る文 献 デ ー タベ ー ス シ ス テム の開 発 (財)日 本情報処理開発協会

7大 学 に お け るデ ー タ ベ ー ス利用 教 育 シ ス テム に関 す 口外 ア ソ シ土 一 ッ(株)

る調査研究

8マ ル チ メ デ ィ ア型 社 会 科 用 デー タベ ー スの 開発 (株)新 学社

一

9異 分 野 研 究 の ため の 知 的 オ リエ ンテー シ ョン ・デ ー (株)け い は ん な

タベ ー ス シ ステ ムの 構 築 可 能 性 調 査

10瀬 戸 内 圏 公共 図書 館 の郷 土 資料 デー タ ベ ー スの 構 築: (株)中 国新聞社

11記 事 デ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス用 パ イ ロ ッ ト シ ス テ ム 構 (株)河 北新報社

中小企業振興
'築

地域活性化 12商 業 調 整 支援 デ ー タ ベ ー スの構 築 (株)日 本 統 計 セ ン ター

13地 域流通最適化に必要なデータベースの構築に関す (社)日 本 ボ ラ ン タ リー 〔チ ェ

る研究
一

:ン協 会1

14情 報 源 検 索 デ ー タベ ー スの プ ロ トタ イ プ 作成 セ ン トラル開 発(株)

情報図書館RUKIT

、

15有 価証券報告書のMTデ ータ変換ソフ トと英訳辞書 コ ム ラ イ ン イ ン タ ニ ナ シ ョ ナ ル

作成 (株)

16海 外 の 主 要国 際;国 家 規 格 デ ー タ ベ ー ス の整 備 日本電子計算(株)

海 外 17ア ジ ア太 平洋 交 流 デ ー タ ベ ー スの研 究 ニ プ ロ・トタ イ. (株)西 日本新聞社

プ 作 成 一

18先 端産業分野における専門用語の電子辞書デ一夕ベ'

9
科学技術情報研究所(株)

一ス化の調査研究
,9

19書 誌 デ ー タ ベ ー ス 用 ダ イ ナ ミ ッ ク シ ソ ー ラ ス ・エ ン (株)紀 伊國屋書店

ジンの構築と自然言語検索 システムへの応用

技 術 20知 的 ハ イパ ー メ デ ィア を活 用 した デ ー タ ベ ー ス構 築 (株)新 世 代 シ ステ ムセ ンタ ー『

に関する調査研究

21CD-ROMに よ る光 学 材 料 デ ー タ ベ ー スの構 築 (株)リ ア ライ ズ社
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1. 調査研究の概要

1,1調 査研究の目的

昭和40年 代 中頃 に始 ま った我 が国 の デー タベー スサー ビスは 、今 や オ ンライ ンサ ー ビス

の みな らず 、CD-ROMや 電子 ブ ック等多 様 な情報 伝達 メデ ィアで の提 供 が な され るよ うにな

り、 またそ の利 用者 層 も企 業 や教 育 ・研究 機関 、法 人 ・団体 だ けで な く、 パ ソ コ ン通 信 を

通 じ広 く個 人 にまで拡 大 の一 途 を辿 って いる。 情報化 社会 を生 き抜 くに は、 これ らの知 識 、

利用 技術 の習得が不 可欠 の もの とな りっ っ あ る。

こ う した 社会 的要求 に対 し、 これか らの社会 生活 を担 う、特 に大 学生 を中心 に コ ン ピュー

タ ・リテ ラ シー と並 び デー タ ベー スの利 用 を中心 とす る情報 活用 能 力 、す な わ ち情報 リテ

ラシーの育 成 の必 要性 が認識 され だ して きた。既 に全学生 に ブ ック型 パ ソコ ンを携帯 させ

る と ころや、学 内LANの 構 築 ・運 営 に着手 す る ところな ど積 極 的 に取 り組 んで い る大 学

もあ るが 、そ の方 法 や フ ァシ リテ ィ整備 、経 費問題 等 、依然 試行 錯 誤 の部分 もあ り、全 国

的な規 模 で の実態 は明 らか に され て いな い。

そ こで 、大学教 育 にお け るデ ー タベー ス利 用教育 の実 態 を調 査 し、そ の在 り方 につ い て

検 討 、将 来 のあ るべ きモ デ ルを提 案す る ことを目的 に、調査 研 究委 員 会 を組織 し、平成3

年7月 ～12月 にか けて 調査 を実 施 した。

1,2実 施体制

本調査研究の目的を達成す るため学識経験者を中心 に以下の通 り委員会を組織 し、調査、

を実施 した。

1



・

氏 名 所 属

委員長 石川 徹也 図書館情報大学教授

委員 牛島 悦子 白百合女子大学教授

委員 田中 功 産能短期大学助教授

委員 津田 義臣 富士通株式会社技術情報セ ンター主事

委員 戸田 光昭 姫路掲協大学教授

委員 堀込 静香 鶴見大学講師

(50音 順)

1,3調 勘 法

以下 の3種 類 の調 査 を中心 と し、① を平成3年7月 ～10月 、② を同年11月 に、③ は① ・.

② に併行 して随時進 めた。

① 全 国 の大学 、短 期 大学1,092校 に対 す る一斉 ア ンケー ト調 査

② ア ンケー ト回答 校 の中か ら特 にデー タベー ス利用 教育 に積 極 的 な大 学 に対 す る、委 員

の訪 問 によ る ヒア リング調査

③ 米 国 を中心 に海 外 にお け る同 問題 にっ いての事 例 を中心 と した文 献調 査

これ らの調査 を元 に、以下2章 に おいて 、 ア ンケー ト調査 を通 して得 られ た 「デー タベー

ス利用 教 育」 の回答 分析 を、3章 におい て、 ヒア リング調査 か ら見 た 「デ ー タベー ス利用

教育 」 の現場 の実態 にっ いて 、4章 で は、文献調 査 か ら読 み取 れ る 「デー タ ベー ス利 用教

育 」の 課 題 を、5章 に おいて大 学 生 が社会 人 とな った時 、新入 社員 教育 ・研 修 を担 当す る

企業 の側 か ら、大 学 に お け る 「デ ー タベー ス利用 教育 」 に望 む具 体 的な教育 内容 を示 し、

6章 に 「デー タベ ー ス利 用教 育 」 の在 り方 につ いて の提 言 を ま とめた。
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2. ア ン ケ ー ト調 査 に つ い て

2,1ア ンケー ト調査方法

2,1,1調 査対象

全 国 の国 ・公 ・私 立 大学 、短 期大学1,092校(内 訳 は下 表 の通 り)

表2-1ア ンケ ー ト発送 校 内訳

四年制 短 大 合 計

国 立 96 41 137

公 立 39 54 93

私 立 372 490 862

合 計 507 585 1092

2,1,2調 査内容(詳 細は付録1を 参照)

(1)調 査票① 大学全般向け設問(主 な設問項 目)

①利用教育の実施 と場所

②科 目の新設 の予定

③利用教育検討のための委員会設置
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④ データベー ス利用教育 についての意見

(2)調 査票② データベース利用教育担当者向け設問(主 な設問項 目)

①科 目内容 、授業時間、使用テキス ト

②演習実施の状況、年間経費

③利用 しているデータベー ス、CD-ROMの 種類な ど

④学生の反応、授業上 の問題点 や意見

(3)調 査票③ 図書館向けの設問(主 な設問項 目)

①利用教育の対象者や実施状況、反応

②利用 しているデータベース、CD-ROMの 種類な ど

③利用者 への周知

④図書館での利用教育 にっいての意見

2,1,3ア ンケー ト実施 ・回収状況(以 下付録2ア ンヶ_ト 集計結果一覧参照)

平 成3年7月25日 、全 国 の国 ・公 ・私 立大 学 、短期 大 学1,092校 に対 し、下 記 の3種 類

の ア ンケ ー ト調査 票 を、各 大学 学 長 あて に同 時 に一 括送 付。 回答 にっい て も各大 学 で取 り

ま とめて一 括返 送 して も らうよ う依頼 した。

当初 、 回答 の〆 切 を8月31日 と したが 、夏 季休 暇 中の大 学 が多 く、回 収率 が低 か った た

め、 ア ンケ ー ト未 回答 校 への督 促状 を送 付。 最終 〆切 を10月20日 と し、以下 の回答 を得 た。
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表2-2ア ンケー ト回答校 一 覧

回答 校種 別 一覧(学 校 単位)

四年制 短 大 合 計

国 立

回答率

67

69.8%

31

75.6%

98

71.5%

公 立

回答率

24

61.5%

34

63.0%

58

62.4%

私 立

回答率

220

59.1%

245

50.0%

465

53.9%

合 計

回答率

311

61.3%

310

53.0%

621

56.9%

回答校種別一覧(調 査票単位)

四年制 短 大 合 計

国 立 155 31 186

公 立 24 34 58

私 立 223 246 469

合 計 402 311 713

(注)回 答校 よ りも調査票枚数 が多いの

は、学部単位 で回答 して来た大学

があったためである。

2,2ア ンケー ト調査結果

調 査票 ① 、② 、③ 毎 に、 デー タの単純 集計 を中心 に一 部 ク ロ ス集 計 も混 じえ ま とめ た。
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2,2,1ア ンケート調査集計結果(調査票① 大学全般向け設問)

〈回答状況 〉

表2-3調 査表① 大学全般向け設問回答校一覧

調査表① 回答校種別一覧(学 校単位)調 査表①回答校種別一覧(調 査票単位)

四年制 短 大 合 計

国 立

回答率

65

67.7%

24

58.5%

89

65.0%

公 立

回答率

23

59.0%

33

61.1%

56

60.2%

私 立

回答率

204

54.8%

233

47.6%

437

50.7%

合 計

回答率

292

57.6%

290

49.6%

582

53.3%

四年制 短 大 合 計

国 立 153 24 177

公 立 23 33 56

私 立 207 233 440

合 計 383 290 673

(注)回 答校 よりも調査票枚数が多いの

は、学部単位で回答 して来た大学

があ ったためであ る。

〈1-1.現 在 デー タベー ス利用 教育 を行 ってい ます か。 〉有 効 回答数673

`ま し、:182(27.0%)

い い え:491(73.0%)

合 計:673(100.0%)

日団 はい

匿誓い いえ

図2-1デ ー タベー ス利 用 教育 の有 無
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この回答 で判 断 す れ ば、実施 してい る大学 は、全体 の4分 の1に す ぎな い。 い ろい ろ な

レベル の教 育 が あ る と思 われ るが 、 まだ、 日本 の大学 で は利 用教 育 は始 ま った ばか りで あ

るとい え よ う。

〈1-2.デ ー タベー ス利 用 教育 を どの よ うな場 で行 ってい ます か 。 〉複 数 回答

有 効 回答 数248

授 業 で

情 報 セ ンター

(コンヒ.仁タセンター)で

図書 館 で

そ の他

合計

:126(50.8%)2

:27(10.9%)

:78(31.5%)

:17(6.8%)

:248(100.0%)

麗麗授業

圏 情報 センター

吻 図書館

■ その他

図2-2利 用教 育 の場

大 半 が授 業 で行 われ て い るが 、図書 館 もか な り多 い。 図書館 と授 業 との関連 はは っき り

しな いが 、一般 的 に は、両方 で行 って い る所 も多 い よ うだ。

<1-3. データベー ス利用教育 に関す る科 目の新設予定がありますか。 〉

有効回答数673

具 体 的 に あ る:24(3.6%)

構 想 と し て あ る:77(11.4%)

な い:536(79.6%)

無i記 入:36(5.4%)

合 計.:673(100、0%)

1皿具体的にある

目 構想 としてある

吻 ない

眉 無記入

図2-3新 設 予定 科 目の有 無

科 目新 設 構想 の あ る所 が11%以 上(77)あ るが、 この うち の大半(59)は 、現 在

は全 く行 って いな い所 で ある。す なわ ち、利用教 育 が今後増加 す る ことが 予想 され る。
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〈1-4.学 内で デー タ ベー ス利 用教育 に関 して検 討 され て い る委員会 があ ります か 。 〉

有 効 回答数673

あ る:39(5.8%)

な い:263(39.1%)

無記 入:371(55.1%)

合計:673(100.0%)

ある と回 答 した所 はか な り少 な い。 そ の一 覧表 は表2-4の 通 りで あ る。 コ ン ピュー タ

利用教 育 と密着 した ものが 多 い。無 回答 が多 か ったが 後述 〈1-6.〉 の内容 か ら見 て 、

何 らか の可能性 また は今後 の検討 の必 要性 を感 じて い る とい う解釈 が 出来 る。

表2-4デ ー タベー ス利用教 育 に関 して検 討 されて い る委 員会 ・検 討 事項

委員会名 検討事項

情報文書処理委員会

電子計算機委員会

情報処理教育小委員会

CCC委 員会

コンピュータ委員会/図 書館

委員会

委員会名な し

情報処理委員会

情報処理委員会

パソコン研究委員会

コ ン ピュー タ教 育検 討 委員会

検討事項記入な し

システム全体の整備 に関す る事項

情報処理教育のカ リキュラム構成/デ ータベースの利

用法の取 り入れ方法

コンピュータ教育 の充実について/ハ ー ド面の整備及

び情報関連科 目の教育内容 にっいて検討

導入及 びアクセ スについて

情報教育セ ンターの運用全般 などを諮問す る機関

情報処理(ま たはコンピュータ)教 育

情報処理(コ ンピュータ)教 育

国内DB利 用の可能性、海外DBを 英語科実習に利 用

す る可能性 について

コンピュータ情報教育全般 について各学科専攻代表が

集まって講義内容 、機種導入、使用 ソフ ト等 について

検討 している

(次 項へ続 く)
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医学情報専門委員会

情報処理教育センター運営委

員会

情報処理教育研究委員会

学術情報委員会

情報処理センター運営委員会

情報化推進委員会/情 報セン

ター企画委員会

情報教育委員会

情報処理教育関連専門委員会

委員会名な し

情報処理委員会

情報処理教育専門委員会

コンピュータ室運営委員会

情報処理委員会

情報処理 システム検討委員会

情報機器委員会

医学情報委員会

総合情報処理センター研究開

発委員会/総 合情報処理セ

ンター情報処理教育委員会

教育 ・研究 ・医療等 に関す る トー タルシステムの大綱

を検討するための将来計画委員会の下部組織 なので具

体的なDB利 用教育 は別途検討 になる

学外の文献情報、商用DBの 利用 とCD-ROMの 利

用について

情報化社会 に即応 した情報処理教育の実践

教育研究に利用可能なDBに 関す る情報収集 と検討

BIOSIS、CAS等 のDB検 索 の講習会

検討事項記入な し

NACSIS利 用法/DATABASEの 構築方法/図 書資料のオン

ライ ン利用

情報処理教育関連 の整備 に関す る問題

学科内でWSを 用いてDBを 利用することを検討 して

いる

ネ ットワー クを通 じての学外DBの 利用

DB関 連 も含めて大学における情報教育 の在 り方 につ

いて

検討事項記入な し

ネッ トワークを通 じての学外DBの 利用

教職課程での要求等に対応 して本年度内にパ ソコン教

育 と研究活動に対応 した小規模なネ ットワークを導入

する計画を進めている。DB利 用 や科 目新設 について

も検討す ることになろ う

どのようなDBを 作成 してい くか検討中

データベース利用教育 の方法等 にっいて

検討事項記入な し

(次 項へ続 く)
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情 報科 学概論 ワー キ ンググル

ー フ。

情報処理セ ンター教育研究小

委員会

教務委員会

情報 センター運営委員会

教務委員会/情 報教育 セ ンタ

ー運営委員会

情報 ネッ トワーク検討委員会

情報教育委員会

学務計画委員会

教務委員会

コ ン ピュー タ委員 会

薬 剤学 教室

教 育 ・研 究用 コ ンピュー タ シ

ステ ム導入 ・運営 委員 会

情報科学教育の中でデータベースを含む、コンピュー

タの利用 に関す る教育内容 を検討

DBの 整備 と利用 の促進及 び講習会について

検討事項記入な し

汎用 コンピュータ設置 に向けての利用法 を検討中。学

内DBを 構築す るか学外 のDBを 利用す るか も併せて

検討中

商用DBの アクセスを予定 し課金処理 について検討中

DB利 用教育 のみで はないがLANで のコンピュータ

利用方法を研究教育両面で検討 してい る

情報に関する教育 にっいて研究及び推進 をする中でD

Bに ついて も検討 して行 きたい

これか らのカ リキュラムについて

今年度か ら来年度の短大設置基準改訂 を機 に情報基礎

教育 の拡充を図 るため検討 中。その一部 と してDBそ

のものに関す る基本概念 を扱 う科 目の導入を検討中。

必ず しも単 なる利用教育で はない

学内の コンピュー タ利用全般 について

検討事項記入 なし

N-1ネ ッ ト経由で各大学大型計算機 セ ンター(共 同

利用)の オ ンラインDB、NACSIS-IRの 利用指導/J-

BISC(CD-ROM)の 利用指導/体 育 ・スポーツ関連の 自

作DBの 作成指導(DBMSはUNIFYを 使用)/商 用DB

の利用は現在考えていない

〈1-5.新 設 予定 の科 目につ い て お答 え下 さい。 〉有効 回答 数67・3

あ り:'48(7。1%)
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(1科 目:36、2科 目:8、3科 目:1、5科 目:1)

無記 入:625(92.9%)

合計:673(100.0%)

新 設予 定 科 目 の一 覧 表 は別表2-5の 通 りで あ る。情報 処理 関係 が圧 倒 的 に多 い。

表2-5新 設予 定科 目一 覧

(一)は 一般教 育 ・教養 科 目、(専)は 専 門科 目を示す

コ ン ピュー タ概論(一)/コ ンピュー タ演 習(専)

デー タベー ス演 習(専)

情 報科 学 概論(一)

一 般教 育総 合 演 習(一)

デー タベー ス論(専)

デー タベー ス(専)

デー タベー ス(専)

情 報解 析学(専)/医 療情 報学(専)

情 報科 学 概論(一)

情 報検 索論(専)

デー タ ベー ス論(専)

デー タ ベー ス システ ム論(専)

情報 管 理(専)

デー タ ベー ス論(専)

デー タ ベー ス演習(専)

教育 工 学1(専)

デ 一 夕 ベ～ ス論(専)

デ ー タ ベー ス論(専)

情報 処理 概 論(専)

情報 処理(専)/情 報検 索(専)

特殊 講義(専)/上 級講 読(専)

情 報処 理概 論(一)

デー タ ベー ス論(専)

コン ピュー タ実習(専)

デー タ ベー ス論(専)

情 報検 索演 習(専)

デー タベ ー ス(専)

情報 管理 演 習(専)

デー タベ ー ス システ ム(専)

電子 計算 機 演習III((専)

地域 科学(専)

システ ム設 計演 習(専)

コン ピュー タ概 論(一)

情報 処理 演 習II(専)

OA実 習(専)

情報 処理(専)

情報 処理 概 論 ・演習(専)

情報 検索 概 論(専)

情報 特殊 講義II(専)

情報 処理 演 習(専)

生態 系情 報 シス テム学(専)

演習1・II(専)
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〈1-6.デ ー タベ ー ス利用 教育 にっ いて ご意見 を お聞 かせ下 さい。 〉

(有 効 回答 数673中 、記 入 回答247)

記入 回答247の 内 、特 に必 要 を感 じて い ない とい う消極 的意見 は6で あ り、現 在実 施

して い る ところ、 して いな い と ころを含 め、全 体 的 には今後 積極 的 に進 め るべ きとい う意

見が圧 倒 的多数 で あ った。

意 見 は 自由 に記 入 して も らった ので 、主 な意見 を グルー ピング して以下 に あげ る。

(1)商 用 デー タベー スの使用 料金 が高 くて教育 用 と して使 え ない。 その た め教育 用 の料

金 を設 け るか、 あ るい は トレー ニ ング用 の小 規模 なデー タベ ー スを低 廉 な料 金 で の

提供 を希 望(延 べ31件)

(2)端 末機 、検索 室 、学 内情 報 セ ンター や学 内LANの 環境 整備 ・充実 を求 め る意見

(延 べ18件)

(3)科 目の設 置 につ いて は延 べ14件 の意 見 があ った が 、内容 は次 の通 り。

① 司書課 程 内で な く、一般 教養 と して広 く行 うべ きだ。

② 情報処 理 教育 の一 環 と して行 うべ きだ。

③ デー タベ ー ス利 用教 育 を一般教 育 科 目と専 門科 目に分 け る。後 者 で は専攻 あ るい

は卒論 の テーマ等 に即 し、実 際 の研 究 に役 立 っ よ うな利用方 法 を教 え る。

④ カ リキ ュラム設置 の ため の時間 的 な余裕 が な い。

(4)教 材 と して使 い易 い デー タベー ス、 あ るい は システムを望 む意見 は延 べ16件 あ った。

① 多種多 様 な デー タベー スをサ ンプ ル と して集 め た教 育 用 ソ フ トの開 発 ・提供

②JOISは 技 術 系 のため学生 に馴 染 み に くい。新 聞記 事 や法律 ・経 済 ・経官 等 社会 科

学 系列 の デー タベー スの充 実 を望 む。

③DIALOGの よ うにデ ー タベー スを統 合 ・グルー プ化 し、 引 き易 い シス テムを望 む。

④ コマ ン ドの違 いをユ ーザ イ ンター フ ェー スで統一 す るほか、 ダ ウ ン ロー ドの機 能

を付加 して欲 しい。

⑤CD-ROM等 新 しい メデ ィアの充実

(5)デ ー タベー ス利 用教育 のた めの適 当 な スタ ッフや 人員 が不足 。 また 、教 員 の認 識 が

低 い(延 べ8件)。
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2,2,2ア ンケート調査集計結果(調査票② テ『vタヘニス利用教育担当者向け設問)

〈回答状況 〉

表2-6調 査票② データベース利用教育担当者向け設問回答校 一覧

調査表②回答校種別一 覧(学 校単位)調 査表②回答校種別一 覧(調 査票単位)

四年制 短 大 合 計

国 立

回答率

37

38.5%

5

12.2%

42

30.7%

公 立

回答率

5

12.8%

2

3.7%

7

7.5%

私 立

回答率

56

15.1%

60

12.2%

116

13.5%

合 計

回答率

98

19.3%

67

11.5%

165

15.1%

四年制 短 大 合 計

国 立 109 9 118

公 立 11 5 16

私 立 105 84 189

合 計 225 98 323

(注)調 査票 は、1科 目1枚 記 入 と した。

〈2-1.現 在 、教 えて い ら っ しゃる科 目につい てお答 え下 さい。 〉

[専 攻種 類 コ複 数 回答 有 効 回答数329

一般教育:

専門

その他

無記入

合計

50(15.2%)

:236(71.7%)

:26(7.9%)

:17(5.2%)

:329(100.0%)

脛翻一般教育

長貢専門

吻 その他

■■無記入

図2-4専 攻種類 の内訳
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専門の科 目として教えている場合が圧倒的 に多 い。一般教育 に対 して専門 として

教 えてい るケースが約5倍 である。

[選択/必 修]複 数回答 有効回答数342

選択:169(49.4%)

必 修:149(43.6%)

無 記 入:24(7.0%)

合 計=342(100.0%)

題頸選択

目 必修

吻 無記入

図2-5選 択/必 修の内訳

科 目は、選択/必 修 ともにその数の差があまりない。

[単位数]

表2-7科 目数別の単位数

単位数 1 2 3 4 5以 上

科目数 30 135 4 58 4

上 の表 か ら分 るよ うに2単 位 が多 い。次 いで4単 位 、1単 位 の順 に な って い る。

・一 般教育

単位数 1 2 3 4 5以 上

必修科目数

選択科目数

0

4

8

18

0

0

3

11

0

0

・専門教育

単位数 1 2 3 4 5以 上

必修科目数

選択科目数

17

9

57

52

1

3

15

29

1

3
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[所属学部]

学部 経営学部 文学部 経済学部 医学部 農学部 薬学部

人数21201918158

データベー ス利用教育科 目の所属学部は、経営学部、文学部、経済学部、医学部

等多岐 に及んでいる。

[対 象学年]

表2-8科 目数別対象学年

単 年 で は、第2学 年 で履 修 す る科 目が一番 多 く、次 いで1年 、3年 の順 で あ る。

また 、学年 が またが る場 合 は、1・2年 及 び3・4年 の組 み合 わせ が 多 く、 さ らに

1・2・3年 、2・3・4年 の様 な ケー ス もあ る。

〔受講 者 数]有 効 回答数242

受講者数 50人 以下 51-100 101-200 201以 上

科目数 110

〕

56 51 25
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50人 以 下:110(45.5%)2

51-100:56(23.1%)

101-200:51(21.1%)1

201以 上:25(10.3%)

合 計:242(100.0%)

eg{[Egso人以 下

目51人 ～100人

囲101人 ～200人

■201人 以 上

図2-6受 講者数の内訳

受講者数 は、約45%が50人 以下であ り、比較的少人数 のクラス編成 がな され

て いるようである。 これ は、演習が ともな うことが多い科 目の性格 によると思われ

る。

〈2-2.授 業 内容 につ いて お答 え下 さい。 〉有 効 回答数323

講 義 の み:46(14.2%)

講 義 と 演 習:258(79.9%)

無 記 入:19(5.9%)

合 計:3 .23(100.0%)

睡圏講義のみ

藍講 義と演習

吻 無記入

図2-7授 業内容 の内訳

講義のみの授業は少な く、ほとん どが講義 と演習の組み合わせで授業が行われて

いる。講義だけでな くコンピュータを使用 して演習を行 うことがデータベー ス利用

教育にとって効果があると思われ る。

〈2-3.授 業 の時 間数 を お答 え下 さい。 〉

[時 間数]有 効 回答数262

90分:179(68.3%)

そ の他:83(31.7%)

合計:262(100.0%)

全 体 の約70%が 標 準 的 な90分 授業 で 行 われ てい る。 そ の他 の 中で は、100

分 が約40%を 占め る。
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[回 数]有 効 回答 数243

約15回(10～20回):104(42.8%)

約30回(25～35回):86(35.4%)

そ の他:53(21.8%)

合 計:243(100。O%)

授業 の回 数 は 、年 間約15回(10～20回)の 半期 が約43%で あ る。 その他

に は少 な い方 で1回 、多 い場合 は60回 が あ り、 回数 の ば らっ きが あ る。 これ は、

科 目の一 部 と して デー タベー ス利 用教 育 の授業 を行 って い る場合 が含 まれ て い るた

め と思 われ る。

〈2-4.講 義 のみの場合、演習を行わない理由をお答え下 さい。 〉

(有効回答数46中 、記入回答38)

設備(端 末数 など)が 不十分 とい う回答が一番多 く、これは履修学生数が多 く端

末数が足 りないとい う理 由が大部分であ った。その他 には現在準備中である、方針

で行わない、予算的に難 しい、希望者のみに行 う、な どの理由が挙 げ られて いる。

方針で行わない とい う回答 には、主に一般教養の科 目でデータベー ス利用教育を行

っている場合に見 られる。

〈2-5.テ キ ス トと して何 を お使 いです か。 〉複数 回答 有 効回 答数467

市 販 図書

プ リ ン ト

ビデオ

OHP

ス ライ ド

その他

合計

一般教育科 目

23

32

12

18

2

4

91

専 門 科 目

85

114

29

49

9

40

326

そ の 他

10

21

3

4

2

10

50

合 計

118(25.2%)

167(35.8%)

44(9.4%)

71(15.2%)

13(2.8%)

54(11.6%)

467(100.0%)

一 般 教育 、専 門 と もに一番多 いの はプ リン トで次 いで市 販 図書 、OHPの 順 とな

って い る。 プ リン トが多 い のは デー タベー ス利用教 育 の科 目に適切 な図書 が あ ま り

出 されて い な い こ とと、科 目の性格 が 日進 月 歩 であ るた め補 う必要 が あ るか らで あ
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ろ う。

市 販 図書 には、 「情 報管 理 」(樹 村 房)、 「最 新 デー タベ ー ス」(共 立 出版)

「コ ン ピュー タ入門 」(日 本DEC)を は じめ、情報 学 や情 報科学 分 野 の図書 が使

われ て い る。

〈2-6.演 習 を行 って いる場 合 、演 習 の受 講対 象 者 は 〉有効 回答数323

一 般教 育 専 門 そ の他 合計

全受 講生3216026218(67.5%)

一 部希望 者626638(11.8%)

無 記入(一 般 教育/専 門 等 の区 別 な し)67(20.7%)

合計3818632323(100・0%)

田圃全受 講生

塵ヨー 部 希 望者

図2-8演 習 の受 講対 象者 内訳

演 習 を行 う場合 は、一般 教育 、専 門 共 に一部 希望 者 に限 定 せず に全受 講生 に課 す

場 合 が多 い。

〈、-7.演 習の扁 経費 は(・91鞭)〉 有媚 答数1・3

1～9万 円:14(13.6%)

10～19万 円:21(20.4%)

20～29万 円:22(21.4%)

30～39万 円:3(2.9%)

40～49万 円:6(5.8%)

50～99万 円:16(15.5%)

100万 円 以 上:21(20.4%)
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32

置目1
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一般教育 専門 その他



合計:103(100.O%)

演 習 の年 間経 費 は表 の通 りか な りのば らっ きが 見 られ 、最小 は1万 円か ら最 大 は

220万 円 に な って い る。 ただ全 体 の傾 向 と して は20万 円台 までが55%を 占め

て い る。

〈2-8.演 習場所 は〉複数回答 有効回答数358

普通教室

研究室

コンピュータ教室

演習教室

図書館

情報 セ ンター

その他

合計

:30(8.4%)

:40(11.2%)2

:153(42.7%)

:46(12.8%)

:26(7.3%)

:37(10.3%)

:26〈7.3%)

:358(100.0%)

㎜ 普通教室

匡冒研究室

吻 コンヒ'ユ一夕教室

固 演習教室

医ヨ図書館

囲 情報センター

§遥その他

図2-9演 習場所の内訳

演習場所 は、 コンピュータ教室、演習教室など設備の完備 された所が多いのは当

然であろう。

〈2-9.デ ー タベー ス利用 教 育 にあた って利用 して い るデー タベ ー スにっ いて お答 え下

さい。 〉複 数回答 有効 回答 数323中 、記入 回答 は下表 の通 り。

(1)外 部 デ ー タベー スを オ ン ライ ンで利用す る場 合、 多 く使 われ るデー タベ ー スサ ー ビ

ス システ ムは、 次 の よ うな もの が挙 げ られ る。

表2-9主 な オ ンライ ンデー タベー ス ・サ ー ビス システ ム(複 数 回 答)

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 名 利用枚数

NACSIS(-IR,-CAT)

日 経 テ レ コ ン

DIALOG

29

27

26

(次 項へ続 く)
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JOIS

NIFTY-Serve

口外ASSIST

日 経 ニ ュ ー ス テ レ コ ン

C&CVAN

DIALINE

G-Serch

NEEDS-IR

STN

COMPUSERVE

国 立 大 学N-1ネ ッ ト

UTOPIA

そ の 他

25

10

8

(2)外 部 デー タ ベー スや オ リジナ ルデ ー タベー スを学 内LANな どで オ ンライ ンで利 用

す る場 合 は、 日経NEEDSや 大 学 図書 館 蔵書 な どの システムが対 象 と され て い る。

表2-10主 な学 内利用 デー タベー ス

日経NEEDS

大学図書館蔵書

その他

利用校数

(3)電 子 出版 物 の場合 に は、J-BISC、 広辞 苑 、CD-HIASK、CD-BOO

Kや 、MEDLINEな どが比較 的 よ く使用 され るよ うであ る。
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表2-11主 な電子出版物

J-BISC

CD-HIASK

広辞 苑

CD-BOOK

MEDLINE

ULP

現 代用 語 の基礎 知識

CurrentContents

N-BISC

ERIC

有 価証 券報 告書 総 覧

そ の他

23

8

8

〈2-10.学 生 の反 応 を お聞 かせ下 さい。 〉

有効 回 答数323の 内、記 入 回答207

<2-11.デ ー タ ベー ス利 用教 育科 目に関連 し必 要 と考 え られ る科 目名 また は内容 お よ

び スタ ッフ等 につ いて ご意見 をお聞 か せ下 さい。 〉

有効 回答数323の 内 、記 入 回答166

〈2-12.デ ー タ ベー ス利 用 につい て ご意見 をお聞 かせ下 さい。 〉

有効 回答 数323の 内 、記 入 回答179

上 記 の設 問 に関す る意見 は自 由に記 入 して もらったの で、主 な意 見 を グル ー ピング して

次 に あげ る。

(1)学 生 の反 応 に つ いて

「普 通 の授業 よ りも面 白 い」 「関心 を持 つ」 「好 評 」 とい う意見 が 延 べ68件 にの ぼ

り、 その中 で卒 論 、 リポー トで も利用 して い るとい う実 際 的 な活用 例 もあ る。 この
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回答 は主 と して 、司書 課程 をは じめ文科 系 の科 目に多 い。 一方少 数 で はあ るが、農

学 系 、生 物系 、 医学 系 の科 目で は 「ソ フ トの操 作法 が難 しく、理解 で きな い」 とい

う回答 もあ る。

(2)利 用 教育 科 目、 スタ ッフ等

① 回答 の圧 倒 的多数 が 、専 門科 目で 教 えて い るた めか、 「一 般教 育 と して必 修 にす

べ き」 とい意 見 は少 数 であ り、 「関 連科 目」 の 中や 「情 報処 理論 」 の一 環 と して

教 える とい う現 状 を肯定 した意見 に と どま って い る。

② 必 要 と考 え られ る科 目名 と して は、 「デ ー タベー ス概 論 」 「情 報処 理 論 」 「情 報

検索 」 「コ ンピュー タ概論 」 が 目立 ち、他 に 「情報 ネ ッ トワー ク」 「主題 分 析 」

「デー タ構 造論 」 「情報管 理 論」 「情 報倫 理 」等 があ げ られて い る。 いず れ に し

て もデー タ ベー ス利 用教 育 の科 目の演習 が コ ンピュー タ を使 うた め 、情 報 科学 の

分野 の科 目に集中 してい る。

③ 演 習補助 の スタ ッフや助手 、専 任 の イ ンス トラクター等支 援 スタ ッフを望 む回答

は、学部 を問 わず延 べ33件 にの ぼ って お り、 いか に人材 が不 足 して い るか を示 し

て い る。 中 に は教授 陣 へ の理 解 と認識 を深 め る必要 が あ る、 とい う声 もあ った。

(3)デ ー タベ ー ス利 用上 の 問題 点

教育 を進 めて い く上 で の問題 点 は、 デ ータ ベー スの経費 と環 境整 備 に絞 られて い る。

① 使 用料金 が高 く、十 分利 用で きな い とい う現状 を反 映 し、教育 用 の低 コス トでの

デー タベー ス提 供 を望 む声 が延 べ31件 にの ぼ って い る。

② 教 育用 、研 修 用 のデ ー タベー スの構 築 にっ いて は延べ24件 の回答 が あ り'、その 内

容 は以下 の通 りであ る。

・他 大学 で開 発 した デ ー タベー スの共 同利 用

と くに人文 系の デー タ ベー ス構 築 の必要 性 を あげた 回答 もあ る。

・画像 、映 像検 索 システ ムの構 築

・各分 野 の代 表的 な デー タベ ー スのサ ンプル を統 合 した研 修用CDLROMの 廉

価 な提 供 と、 それ に伴 うCD-ROMの 検索 ソフ トの標準 化

・非 公 開 デー タベ ー スの公開

③ 端 末機 や通 信 回線等 教育 環境 の整 備 、経費 の予算化 等 を望 む 回答 が延 べ24件 あ る。

④ デ ー タベー ス構 築 か ら商用 デ ー タベ ー ス利用 までの教 育 システ ムの モ デ ル整 備 や

相互 の情 報交 換 を求 め る回答 も少 数 だが 、切実 な声 と して寄 せ られて い る。

一22一



2,2,3ア ンケート調査集計結果(調査票③ 図書館向け設問)

〈回答状況 〉

表2-12調 査票③ 図書館向 け設問回答校一覧

調査表③ 回答校種別一覧(学 校単位)調 査表③回答校種別一覧(調 査票単位)

四年制 短 大 合 計

国 立

回答率

63

65.6%

16

39.0%

79

57.7%

公 立

回答率

24

61.5%

33

61.1%

57

61.3%

私 立

回答率

208

55.9%

210

42.9%

418

48.5%

合 計

回答率

295

58.2%

259

44.3%

554

50.7%

四年制 短 大 合 計

国 立 114 18 132

公 立 26 33 59

私 立 234 210 444

合 計 374 261 635

(注)回 答校 よりも調査票枚数が多いの

は、分館単位で回答 して来た大学

があったためである。

〈3-1.デ ー タ ベー ス利用 教育 を行 ってい ます か 。 〉有効 回答 数635

はい:208(32.8%)

いい え:427(67.2%)

合計:635(100.0%)

デ ー タ ベー スを利用(サ ー ビス)し て い る270館 の うち約50%、134館 で 何 らか の 「デー

タベ ー ス利用 教育 」 を行 って いる。

この 「利用教 育 」 の 内容 はデ ー タベー スの利用 を 「紹 介」 程度 の ものか ら、 デー タベー

スを使 用 して 「検 索 実 習」 を行 うもの まで 、相 当差 があ る と思 われ る。
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〈3-2.対 象者 は 〉有効 回答 数357

教 職員:173(48.5%)

学生:184(51.5%)

合計:357(100.0%)

教職 員 、学生 に対 して行 って お り、 いずれ も希望 者 に対 して実 施 して い る大 学 が殆 どで

ある。教職 員 に対 して は173館 、学 生 に対 して は184館 、 その他29館 で あ った。僅少 なが ら

学生 全員 に教育 を行 って い る例 も見 られ る。 大学 院生 に対 して の み教育 して い る例 もあ る。

〈3-3.利 用 して い るデー タ ベー スにっ いて お答 え下 さい。 〉

(1)デ ー タベー スの利 用

図書 館 でデ ー タベー スを使 用 して い るの は、約50%の270図 書館 で あ る。 この 中 には業務

用 にの み使 用 して い る例 も相 当数 含 まれ て い る。 この よ うに業務 で も直接 デー タベ ー スを

利用 して い る現 状 で あ る ことを認 識 して お くこ とが重 要 と思 われ る。

(2)使 用 して い るデ ータベ ー スの形態(複 数回 答)

ここで は どの様 なデ ー タベー スを利用 して い るかを質 問 した。

「オ ンライ ン」 は商 用デ ー タベー ス等 を オ ンライ ンの形態 で利 用 して い る こ とで、 オ ン

ライ ンサ ー ビス システ ム名 と利用 デー タベ ー ス名等 を質 問 した。

「電 子 出版物 」 はCD-ROMに 収 録 されて い る書誌 デ ー タベー スや電 子 ブ ックの ことで 、そ

の名称 、形態 等 を質 問 した。

「オ リジナ ル」 は図書館 蔵書 目録 や独 自 に作成 した デー タベー スの こ とで 、 その作成 に

際 して既 存 の外 部 デー タベ ー スを利 用 した か と、 デー タ件数 を併 せ て質 問 した。

〈利用 して い るデー タベー スの形 態 〉有 効 回答 数270

オ ン ライ ン:31(11.5%)
匿!オンライン

電 子 出 版 物:24(8.9%)

オ リ ジ ナ ル:22(8.1%)

オンライン・電 子 出 版 物:4g(18.1%)

電 子 出 版 物 ・オリジ ナル:11(4.1%)

オンライン ・オリシ♂ナル:24(8.9%)

オンライン・電 子 出 版 物 ・オリジ ナル:109(40.4%)

合 計:270(100.0%)

口 電 子 出 版 物

⊂==]才リシ'ナル

㎜ 粒 ライン・電 子 出 版 物

四 電 子 出 版 物 ・オリジ ナル

E≡≡1オンライン・オリシ'ナル

EZZオ ンライン・電 子 出 版 物
・オリシ'ナル

図2-10利 用 デー タベー スの形 態
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① オ ン ラ イ ン

オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス シ ス テ ム はJOIS,DIALOG,NACSISな ど 外 部 デ ー タ ベ ー ス(商 用 デ ー タ

ベ ー ス)を 検 索 で き る デ ー タ ベ ー ス 検 索 シ ス テ ム の 利 用 が 圧 倒 的 に 多 い(256館 中213館83

%)利 用 シ ス テ ム の 内 訳 は 以 下 に 掲 げ る 。

表2-13主 な オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス シ ス テ ム

NACSIS(-IR,CAT)

DIALOG

JOIS

日経 テ レコン

STN

口外ASSIST

国 文学研 究 資料館

FAIRS(京 大)

国 立教 育研 究所

UTOPIA(筑 波 大)

TOOL-IR(東 大)

G-Serch

WINET(早 稲 田大)

DIALINE

UTLAS

BRS

そ の他

200

148

147

49

36

14

13

13

11

11

11
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〈端末 台数 〉有 効 回答数313

'1台
:219館(70.0%)

2～'5台:

6～9台:

10～19台:

20～29台:

30～39台:

40～49台:

合 計

68食 官(21.7%)

12館(3.8%)

5食 官(1.6%)

6貧 官(1.9%)

1館(0.4%)

2館(0.6%)

鋤

200

100

0

219

P村

.68、

125 6 1 2

田翻1台

Ei2～ 』5台

M6～9台

團10～19台

睡120～29台

卿咀30～39台

〆40～49台

:313重 富(100.0%)

図2-11端 末 台 数(オ ンライ ン)

利 用 して い る システ ムによ って それ ぞれ別 の端末 を設置 して い る図書 館 もみ られ るが 、

おおむね1台 か ら数 台 で あ る。

〈利 用 料金 〉

オ ンライ ン検索 の場 合 、公費 によ るサー ビスと利 用者 か ら実費 を徴 収 してサ ー ビスす る

ことが 行 われて い る。 公費 に よる こ とが多 い(140館50%)が 、利 用 者 負担 の ケー ス(70

館25%)、 公費 ・利 用者 負担 の両 用(65館23%)も み られ る。授 業 と して検 索実 習 を行 っ

て い る大 学 では、学 生 一人 当 り年 間10000円 徴 収 して い る例 が あ る(1例)。

〈マ ニ ュアル 〉有効 回答数635

市 販 の マ ニュア ルを使用:521(82.0%)0100200ammoswam
翻田市 販

オ リジナ ルに作 成:46(7.3%)521

目 オリジナル作成
市販 ・オ リジナ ル併用:9(1.4%)

無記 入 ・59(9・ ・%)吻 幣;、 併用

合 計:635(100.0%)闘 魚 記 入

図2-12使 用 マ ニ ュ ア ル(オ ン ラ イ ン)

② 電子 出版 物

使用 して い るデー タ ベー スは書 誌 デ ー タベー スが多 く、多様 な種 類 が利 用 されて い る。

その ほか フ ァク トデ ー タベー スや フル テ キ ス トデー タベー スも利 用 され て い る。
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cD-RoM利 用 が86%(213館 中193館)を 占め、次 いで フ ロ ッ ピー ディ ス クの利 用(20例)、 電

子 ブ ックの利 用(6例)が あ り、 その他 が数例見 られ る。

CD-ROMを 学 内LAN上 で サ ー ビスす る とい う新 しい形態 が3例 見 られ る。

その内訳 は下表 に掲 げ る。

表2-14主 な電子 出版 物

デ ー タ ベ ー ス 名

J-BISC

ULP

MEDLINE

CD-HIASK

広 辞 苑

CURRENTCONTENTS

CD-BOOK

AURORA

N-BISC

CD-WORD

EXCEPTAMEDICA

OED

有 価 証 券 報 告 書 総 覧

模 範 六 法

CD-NOCS

Bibliofile

リ ー ガ ル ベ ー ス

現 代 用 語 の 基 礎 知 識

Ulich

ERIC

そ の 他

利用館数

1

6

6

3

9

5

8

7

5

4

2

2

1

0

9

8

8

8

6

6

7

1

5

5

4

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

8

1
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〈端末台数 〉有効回答数232

数台か ら数十台設置 している図書館が多い。

<電 子出版物用の端末台数>

1台:161館(69.4%)

2～

6～

10～

20～

30～

40～

60～

80～

5台:

9台:

19台:

29台:

39台:

49台:

69台:

89台:

90～100台:

合 計

42食 官(18.1%)

12食 官(5.2%)

6館(2.6%)

5食 官(2.2%)

1食 官(0.4%)

2食 官(0.9%)

1食 官(0.4%)

1食 官(0.4%)

1食 官(0.4%)

:232食 官(100。0%)

図2-13

〈利 用料 金 〉

サー ビスはほ とん どの図書館 で無 料 で行 わ れて い る。

〈 マニ ュア ル 〉有 効 回答 数570

0100200300

市 販 の マ ニ ュ ア ル を 使 用:461(80.9%)

オ リ ジ ナ ル に 作 成:57(10.0%)

市 販 ・オ リ ジ ナ ル 併 用:42(7.4%)

無 記 入:10(1.7%)

合計 ・57・(100・0%)「

台
台
落

露

溶

暗

に
ひ

　

ユ

ワ
ロ
ヨ

　

　

　

ユ

㌍
㌫
㌫
㌫
㌫

圏
晶
晶
園
田
醐
〆
踵
魎
冒

端末台数(電 子出版物)

姻

‖捌㈱細川川1翻細
細‖川馴 澗1川猟摺酬1圃:i:1:il{1灘1灘‖瑞ll

571

謬
10

「

　

田皿 市 販

P題tリ シ'ナル作 成

吻 市販 ・

オリジナル併用

田 無記入

図2-14使 用 マニ ュアル(電 子 出版 物)

③ オ リ ジナ ルデー タ ベー ス

蔵書 目録 が圧 倒 的 に多 い(197館 中165館91%)が 、 そ のほか にユ ニー クなデ ー タベー スを

作成 して い る例(17館)も 少 なか らず見 られ た。 ユ ニー クな デー タベ ー スに は雑 誌特 集 記事 、

紀要論 文 名 、教 員業績 ・発 表論 文 、卒業 生 就職先 、医薬 品添付 文書(全 文)、 カ トリック

28



文庫 、核 研 プ レプ リン ト、岡 山藩 人物情 報 な どの デ ー タベー スが あ る。

蔵書 目録 デ ー タベ ー スの デー タ数 には、蔵 書規 模 ・作成 開始 時期 な どの理 由 に よ りバ ラ

ツキが あ るが 、5万 件 ～20万 件 が 多 い。 なか には100万 件 を超 え る図 書館 もあ る。

作 成 に当 た って は外 部 デ ー タベー ス(JAPANMARCな ど)を 利用 してい る例 が 多 くみ られ(1

97館 中94館48%)、 従 来 に比 べ蔵 書 目録 デー タベー スを作成 し易 くな った状況 が読 み取 れ

る。

～件1

～

～

～

～

〈蔵 書 デ ー タ ベー スの件 数 〉

～100万 件:

100万 件以上

く端末台数 〉有効回答数209

1万 件:10館

5万 件:19館

10万 件:29館

20万 件:30館

30万 件:11館

50万 件:7館

7館

:2館

e

1件 ～1万 件
～5万 件

～10万 件

～20万 件

～30万 件

～50万 件

～100万 件

100万 件以上

le 田 田

10

≡ヨ19

1

ヨ2

一一

司

・・… … 一… … 司11

⊆=一 碧7

巳㌔一

碧2

=7

30

図2-15蔵 書 デー タベ ー スの件数

<オ リジナル デー タベー ス検 索 用端末 台 数>

1台:55館(26.3%)

2～

6～

10～

20～

30～

40～

70～

90～

5台:100館(47.8%)

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

9

9

9

9

9

9

9

1

2

3

4

7

9

100～199台:

200台 以 上:

合 計

17館(8.1%)

17館(8.1%)1

8食 官(3.8%)

46官(1.9%)

2館(LO%)

1θ 官(0.5%)

1食 官(0.5%)

2食 官(1.0%)

2館(1.0%)

:209食 官(100。0%)

100

睡田1台

9ヨ2～5台
M6～9台

圏10～19台
匡ヨ20～29台

園圃30～39台

隠40～49台
躍70～79台

皿890～99台
匿ヨ100～199台

M200台 以 上

図2-16端 末台数(オ リジナル デー タベー ス)
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〈 利 用 料 金 〉

サ_ビ ス は ほ と ん ど の 図 書 館 で 無 料 で 行 わ れ て い る 。

〈 マ ニ ュ ア ル 〉 有 効 回 答 数197

マ ニ ュ ア ル が あ る:153(77.7%)マ ニュアルが あ る

マ ニ ュ ア ル が な い:42(21.3%)

マニュアルが な い

無 記 入:2(1.0%)

合 計:197(100・0%)無 記 入

01002eo

る

い

入

叢 叢i嚢i叢i糞i≧ヨ153

誓i覇42

2

図2-17使 用 マ ニ ュ ア ル(オ リ ジ ナ ル デ ー タ ベ ー ス)

〈3-4.利 用 者 への 周知 は 〉有 効 回答 数635

…:205(　 ■ 撫i

lii
して いな い:15(2.4%)

無記 入:415(65.3%)

合計:635(100.0%)

デー タベー ス利用 サ ー ビスについ て、利 用 者 へ どの よ うに周知 して い るか を質 問 した と

ころ、上記 の結 果 を得 た。利 用者 へ 周知 させ てい る図書 館 は205館 で 、 して いな い例(15)

もあ る。 その方 法 と して は図書 館報(67館)、 図書館 利 用案内(126館)に 掲 載 す る こ とが多

い。 ほか に、図書 館等 に掲 示 す る、大 学報 ・大学 広報 へ の掲 載 、図 書委 員 を通 じて 知 らせ

る、教 員 個 人当 て に通知 す る、 な どの方 法 が とられ て い る。

〈3二5.デ ー タベ ー ス利 用教 育 は どの様 な方 法 で な さ って います か。 〉

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン:

定期講習会

随時

資料配布のみ

その他

合計

77(24.0%)

:40(12.5%)

:120(37.4%〉

:32(10.0%)

:52(16'1%)資 料 配 布 の み

:321(100.0%)

複数回答 有効回答数321
o 100 禦

利 エンテーション

定期 講 習 会

随時

料配 布 の み

そ の他

利用教育の方法

・一一… 一… 一一一… … 一一一177

._一 一_.司40

一 一 ≡ ≡ ≡ ≡ ≡=.一 一 ≡iヨ120

華華⊇32

≡≡=≡ 三葉 ≡碧52

図2-18
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利 用教 育 の方 法 で は、学生 の 「入学 時 の オ リエ ンテー シ ョ ン」 と希望 に応 じて 「随時 」

行 って い る こ とが多 く見 られ た。

〈 オ リエ ンテ ー シ ョ ンの時 間 〉

3～

10～

20～

40～

5分:8館

15分:20館

25分:10館

30分:20館

45分:

50分:

60分:

90分:

120分:

4館

1館

5館

3館

1館

3～5分

10～15分

20～25分

30分

40～45分

50分

60分

120分

o 10 四

分

4
分

4
分
分

分

一 ー 一,一 　 一 一,一 一8

一 … 一一一一.…'ヨ20

ヨ10

ヨ20

ヨ4

国1

15

≡≡ ≡ ヨ3

≡ヨ1

図2-19オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 時 間 数

オ リエ ンテー シ ョンの実施 時 間 は3分 か ら120分 まで あ り、幅 が大 きい。 ただ し図書館 利

用 のた めの オ リエ ンテ ー シ ョン全 体 の時間 な のか、 デー タベ ー ス利 用教育 にあ てて い る時

間 なの かが不 明 で あ り、正確 性 を欠 いて い る結果 とな った 。

〈定期 講 習会 の回数>

1回:16館

～

～

～

2

4

01

3回:

6回:

15回:

25回:

36回:

60回:

69回:

100回:

5館

5館

3館

1館

1館

1館

1館

1館

1回

2～3回

4～6回

10～15回

25回 一1

36回'1

60回 ・1

6gzaE]1

100回=1

田

図2-20定 期講習会 の回数
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〈定期講習会一回 あた りの実施時間〉

30分:

40分:

45分:

50分:

60分:

60～120分:

80分:

90分:

100分:

4館

2館

2館

1館

6館

1館

1館

1館

1館

120分:12館

180分:2館

200分:1館

主

・
-

剖

51

剖

31

分

分

分

分

分

分

分

分

分

分

分

分

0

0

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

4

4

5

6

2

8

9

0

2

8

0

ユ

エ

ユ

ユ

　

～60

田

図2-21定 期講習会実施時間

定期講習会を実施 している大学 でも、回数、時間とも差がみられた。回数では1年1回 か

ら10α回まであ り'、また一回あた りの時 間は30分 か ら200分 まであ る。実施時間が60分 か ら

一120'hほ どであれば検索実習を含 めて十分指導 ・教育で きているもの と思 われる。学生向

き と教 員対象とで実施時間を変 えている例(1)も あった。

ぐ随時 に行 う利用 教育の所要時間>

5分:12館

10分:12館

15分:11館

20分:16館

30分:26館

40～45分:5館

60分:11館

90分:7館

120分:5館

180分:2館

不 定:1館

40～45分

60分

120分

180分

不 定

分
810a〕30

112

分
分
分
分
分
分
分
分
分

定

___一 … 一・… 一=12

111

116

___.__._.__一_一.… 一 一一一… … 一・26

・=… … ヨ5

.=二==二=二 一=」r11
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ヨ1

図2-22随 時 に行 う利用教育の所要時間

32一



希 望 に応 じて 「随時 」利 用教 育 を実 施 して い る図書 館 は多 くみ られ た。 「オ リエ ンテー

シ ョン」 や 「定期 講 習会 」 と重複 して行 って い る例 も多 い(43館)。

また特 別 な利用 教 育 のた め の時 間を設 けず 、マ ニ ュアル、 リー フ レ ッ ト、 図書館 利用 案

内 に記 載 す るな どの印刷 資料 を配布 してい る図書館 が あ る(31館)。

〈3-6.受 講者 の反応にっいてお聞かせ下 さい。〉

有効 回答数635の 内、記入回答135

〈3-7.図 書館におけるデータベー ス利用教育にっいてご意見をお聞かせ下 さい。〉

有効 回答数635の 内、記入回答315

学生 の反応及 び利用教育 に関す る意見を 自由に記入 して もらったので、グルー ピング し

て次 にあげる。(同 じ内容の意見が多 くでていることもあ り、また一例 のみの こともある)。

(1)オ ンライ ン検索 は利用者の依頼を受けて図書館員が 「代行検索」す ることが多かっ

たので利用者教育をあまり考えなか った。CD-ROMデ ータベースやOPACに

よ って利用者が直接データベー スを検索す るチャンスが増 えた現在、データベース

利用教育の必要性が高 まってきた。

(2)デ ー タベー ス利用教育 を行える図書館員になるため、図書館員の レベルの向上が必

須 の要件 とな って きている。

(3)広 範囲に利用者、特 に学生にデータベース利用指導 ・教育を行 う場や時間が図書館

ではな く、PRし て も集 まらないことが多い。従 って希 望者 にだけ利用教育を行 う

に留 まって しま う。

(4)図 書館で教育す るだけではな く、正規 の授業の中に図書館利用技術 ・文献探索報 ・

情報管理等を設 け、大学 と してデー タベース利用教育に取 り組むべ きであろう。

(5)授 業 を行 う時期 としては二つの意見がみられた。

①大学新入生 のなるべ くはやい時期

②専門分野への興味 ・関心が出て くる専門課程への進級 の時期

(6)教 育 を行 うには次の整備が必要である。

① マニュアル:操 作法解説書的な簡便なもの

OPACの 場合 は図書館で作 るべきであろ う。

② テキス ト:デ ータベースの構造、検索の仕組み、検索語 ・キー ワー ドの選び方な

ど基本的な事柄が理解で きる程度の初心者向けの もの。図書館員 の トレーニ ング
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に も必 要1'

③ 機 器:利 用 教 育 が実 習 を通 して行 うことが出 来 る端 末 台数 が欲 しい。

④ 教 育用 ビデ オ ・教 育用 ソ フ ト

⑤ その他:デ ご タベー ス毎 に異 な る操作方 法 や呼称 で は混 乱 す るの で、統一 的 な手

順 ・ソ フ トで あ る ことが望 ま しい。

(7)図 書館 で利 用教 育 を行 う場 合 は、受 講 す る者 が コ ンピュー タの操 作方 法 な どの ご く

基 本 的 な技 術 を修 得 して い ない と効 果的で な い。

(8)実 際 に情 報要 求 を持 って い る もの に対 して利 用教 育 を行 うと非 常 に効 果 的で あ るの

で 、実施 す る時 期 を選 ぶべ きで あ る。

(9)キ ー ワー ドの選 定 の仕方 、 シソー ラスの使 い方 、検索 式 の組 立 かた にっ いて は図 書

館 で教 育 した方 が よい。

(10)図 書 館で 利用 教育 を行 うよ り利 用者 が 自身 で うま く利用 で きて い るか を観察 し、適

宜 ア ドバ イ スを与 え る、い わば ア フタ ーケ ア方式 が よい。

(11)図 書館 サ ー ビスは個 々の情報 要求 が生 じた とき に援助 す る"レ フ ァ レ ンス方 式"が

本 来 の方 法 で あ って個別 対 応、個 別 指導 が正 しいので はな いだ ろ うか。組 織 的 な利

用教育 は不 要 と思 う。

(12)CD-ROMデ ー タベー スは特 別 な教 育 を受 け な くて も利用 で きる よ うにで きて い

る。 またOPACも 簡易 な操作 で誰 にで も検索 で きる システ ムで あ るべ きで あ る。

従 って利 用教 育 は必 要 な い。

(13)デ ー タベ ー スの検索 は図書館 員 かサ ー チ ャーが 行 った ほ うが効率 的経 済 的で あ る。

従 って利用 教育 は必 要 な い。(オ ン ライ ン検 索 の みを行 って い る図 書館 か らの意 見)

2,3ア ンケー ト調査のまとめ

大学全般向けの有効 回答713の 内、約4分 の1が データベー ス利用教育 を実施 してお

り、その緒 にっいた とい う状況であるが、現在実施 していない大学 も含め、今後積極的に

実施すべ きであるとい う意見が圧倒的であ った。

特に教育担当者向けの調査 回答 の中で、学生の反応を問 うた結果、演習をともな う検索

実習は好評 で実際卒論 ・リポー ト作成 に も利用 しているとい う学生 の積極的評価があ る以
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上、学校当局 として も益々教育環境整備の具体化に前向きで取 り組まねばならぬ状況 にあ

ると思われ る。その結果データベース利用教育は拡大 ・促進 されるであろ う。但 し、促進

のためには種々の問題 を解決 していかねばな らないが、アンケー ト調査全体を通 して指摘

されている主な問題や意見は次の通 りである。

(1)商 用 デー タベー スの使用料金は高 いため、利用が難 しい。教育用の低廉 な料金体系

での提供を望む。

(2)教 材用 と しての オンライ ン用サ ンプル ・ソフ トやCD-ROMの 開発 と提供

(3)大 学 での教育用データベースの構築 と共同利用 、

(4)端 末機の増設、検索室 の設置、学内LANの 確立等の環境整備。使用料金の予算化

(5)演 習等を担 当す るスタッフの確保 と養成

(6)各 データベースの検索方法にっいて は、学生の新入時、あるいは利用者 の求 めに応

じ随時図書館で実施す ることが望ま しい。

以上であるが、 これ らを包括 し、少数で はあるが 「データベー ス利用教育 の標準的な シ

ステムを示 して欲 しい」また 「担当者間の情報交換の必要性」 を望む意見 があ り、担 当者

個々人が手探 りで教育 に取 り組んでいる実態が表われているといえる。

なお、大学教育の中でデー タベース利用教育を一般教育 として必須科 目化す るか、あ る

いは関連科 目の一環 で良いかにっいては、意見がまとまっていない。 これは、デ三夕ベー

スの利用が まだ企業中心であり、広 く社会 に行 き渡 っていないため、大学全体 と しての問

題意識が醸成 されていない ことによるのではないか。

いずれに して も、大学におけるデータベー ス利用教育 は試行錯誤 の中で始 め られたばか

りのため、教育環境 が整備 された後 にカ リキュラム等の本格的な議論へ至 るものと思われ

る。
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3. ヒヤ リ ン グ調 査 に っ い て

3,1ヒ ヤリング調査方法

3,1,1調 査対象

アンケー ト回答校の内、デー タベース利用教育 に関 して積極的な取 り組 みを行 っている

ところ(委 員会 、機関の存在)、 また担当教官の意見や図書館 におけるデータベース利用

教育実施状況等を鑑み、委員全員の検討 によって国 ・公 ・私立、四年制 ・短期 を問わず

対象校及び対象者を選定、原則 として学校当局(教 務、学務部門)、 担 当教員 、図書館 の

3個 所 を訪問す ることを原則 と した。

実施 スケジュールは平成3年11月1日 ～11月 末 日とし、委員が各4～5校 を担当、延べ

25校 に渡 り、全国規模で実施 した。

主 な訪 問先は、別表 の通 りである。

表3-1主 な ヒヤ リング先(注)大 学名50音 順

愛知女子短期大学

京都大学

慶応義塾大学

神戸大学

千葉商科大学

東海大学

東京慈恵会医科大学

東北大学

掲揚大学

富山大学

(次 項 へ続 く)
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南山大学

一橋大学

早稲田大学

3,1,2質 問内容

(1)学 校当局 に対 して

①方法 と学生への期待値

②設備費、運用経費

③利用教育 の実施計画

④担当者の採用方法

(2)担 当者に対 して

①必要 とす る関連知識(関 連科 目)

② 内容 と方法

③専門科 目か共通科 目か

(3)図 書館に対 して

①授業 との関連等
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3,2ヒ ヤリング調査結果

3,2,1デ 一夕ベ・一ス利用教育担当者

A大 学A教 授(有 線電子工学;情 報処理専攻)

[現状]

(1)授 業で利用教育を行 う場合 は、教養部における基礎的な科 目でよい。 しか も、選択

でよい。ただ し、行 う場合 には、実習を、2～3時 間組み入れ ることが必要である。

(2)実 務的な教育であるとすれば、端末操作の基本的なことは必要であるが、それ以上

はあまり重要でない。む しろ、デー タベースの内容を中心 に した方 よい。

(3)デ ータベース利用教育 を行 うためには、情報処理の基礎科 目として利用教育 を含め

るが、データベース構築 は教科書 レベルで説明す るにとどめる程度でよいので はな

いか。

(4)図 書館利用教育 としてデータベー ス利用教育 を行 うとすれば、それは授業の補足的

な教育 として、あるいは授業の発展型 として位置づけるのが望 ましい。

(5)学 生が実際にデータベースを利用す るのは、卒業論文や修士論文を書 くときである

か ら、その時点で指導すればよい とい う考 えもあるか もしれないが、卒論指導時で

は、テーマ も範囲 も限定 されているので、教育 としては不十分である。

[ま とめ]

(1)教 育担当者 の育成方法

①情報処理教育セ ンターが、一般教育用 ソフ トを提供 しているが、 この中に利用教育

のソフ トを入れた らどうか。,

②大型計算機セ ンターの技官に講師を してもらう、なども一 つの方法であろう。

③ 図書館情報大学な どで養成する。

④ 図書館司書の役割を、学生 に対す る講義 の補佐をす ることができるように広げ る。

⑤図書館の変貌 ・展開 に合わせた システムが必要である。

(2)情 報教育環境の基盤 づ くり

①学内ネ ットワー ク基盤整備
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② 計 算 セ ンター と図書館 とは、情 報基盤 の根本 で あ るか ら、一 体化 して、一 つ の もの

に な るか 、 あ るい は、最 も近 い もの になる こ とが望 ま しい。

B大 学B教 授(政 治学 専攻)

[現 状 コ

(1)法 学 部 のなか に、法政 情報 委員 会 が設置 され て い る。教授 会 決定 で組 織 された 。学

部 の機械 化 や情報 処理 に関係す る事 項 を審 議 す る。 これ まで に、研 究室 に導 入 す る

パ ソコ ンの検 討 、共 同利用 の機 種 、導入 デー タベ ー スの種 類 の検 討 な どを行 い 、現

在 は来年度 に予定 して い る光 フ ァイルを検 討 して い る。委 員 は9名 で構成 され て い

る。 年4回 開 催 。

(2)研 究 室 と して、 法学情 報室 が あ り、専任 の職員 が1名 い る。 教員 およ び院生 は、 こ

こで デー タベー スを利 用 す る ことが出来 る。

(3)教 育 用 に は情 報処 理教 室 が あ り、計 算 セ ンター と接続 して い る。 こ こを使 って 、法

学 部 で は、法 学 デー タ分析 および政 治 デー タ分析 の授 業 が行 わ れて い る。法 学 デ ー

タ分 析 で はデー タ分析 入門 、政 治 デー タ分 析 で は選挙 デー タや時 事通 信 の デー タな

どを使 った デー タ検索 と解 析 を行 って い る。

(4)研 究 用 に利用 して い るデー タベー スは、 ジュ ピター(大 阪 、東洋 情 報 システ ム)、

法 律 情報 デ ー タベー ス(東 京 、TKC)、 日経 テ レコ ン、LEXISな どで あ る。CD-R

OMは リー ガルベ ー スを使 って い る。 なお、現在 、検討 中 の デー タ ベー ス と して 、WE

STLAWが あ る。

(5)学 生 用 の デー タ ベー ス利用 場所 と して は、法学 部 資料室 を考 えて お り、CD-ROMの 導

入 を検討 中 で あ る。

[ま とめ]

教 育環 境 と して は、 か な り整 ってい る と言 え る。学 部 資料 室 にCD-ROMが 導入 されれ ば、

学 生 全 て が デー タベー スに触 れ る ことが 出来 るので 、環境 は 申 し分 ない状 態 にまで進 む 。

法学 情報 処 理 の授業 もあ り、 こち らで は法 学 デー タ分析 と政治 デ ー タ分 析 が行 われ て お り

デー タ利 用 の教 育 は実 施 されて いるわ けで あ る。

しか し、B教 授 に よれ ば、政治 デー タ分 析 は利用 すべ きデ ー タや情報 源 が豊 富 な の に比

べ 、法学 デー タ分析 で は、利 用 出来 る ものが 、多 くはない とい うこ とで あ った。適 当 なデ

ー タベ ー スが不 足 して い る とい う ことで あ ろ う。
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なお、B大 学 で は図書 館 は全 くデー タベー ス利用 教育 にっ いて は考 え てい な い、 とい う

こ とで あ った。 それ ぞれ の学 部 に任 されて い るよ うで あ る。

C大 学C教 授(情 報工 学系)

[現 状]

METDEX、 画像 情報 デー タベ ー スな どの作 成 とそ の検索 システ ムの開発 を大 型計 算

機 セ ンター在任 時代 にお こな って きた。前者 は大 学教 員 のみで 、後者 はメー カー との共 同

で開発 した もので あ る。

大学 に は研究 者 に サー ビスす る大 型計算 機 セ ンターの ほか に、情 報処理 教育 セ ン ター を

もって い る。現 在 、教 養部 に在 籍 し情報 処理 教育 セ ンターで 「情報 処理 概論 」 を1年 生全

員 に教 えて い る。 プ ロ グラ ミング実 習 が全体 の7割 を 占めて い る。(以 前 は同 じ講 義名 で

アプ リケー ショ ンソ フ トの使 い方 を教 えてい たが それ は情報処 理 教育 で はな い と思 うので

全面 的 に内容 を変更 した)こ れ とは別 に 「情報 検索 」 「デー タベ ー ス利用 」 を主 と した科

目を ご く近 い将 来 に開 講 した い と思 ってい る。

[問 題点 と提 案]

デー タベー ス利 用教 育 につ いて は い くっ かの 問題 が あろ う。 更 に次 の よ うな事 柄 が望 ま

れ る。

(1)教 育 用 の ソフ ト、 システムが ない

現在 の情報 検 索 システ ムや デー タベー スシ ステム は研 究者(プ ロ)向 きで 、学 生 が

使 え るよ うな簡易 な もの が ない。

現在 の情 報検 索 シス テムや デー タベー ス システ ムは研 究者(プ ロ)向 きで、学 生 が

使 える よ うな簡 易 な ものが ない。

(2)デ ー タが な い

(現 在 あ る もの は大 別 して特許 ・新 聞情報 を含 む学 術 文献 デ ー タベー ス と ビジネ ス

デー タベ ー スで あ る)

学部 、学 科 向 きにそれぞ れ の興 味 や講義 に関 連 の深 い、 バ ラエテ ィに とんだ モ デ ル

的な デー タベ ー スが ぜ ひ欲 しい。件 数 は少 な くて もよいが 、 オ ンライ ンで頻繁 に更

新 してい る ものが よい。 現在 で も教育 用MTがCASやMEDLINEで は教育 用

システ ムが あ るが それ だ けで は不 足 で、人 文 社会 系 に も もっ と広 く用 意 されて い な

い と利 用教 育 は難 しい。
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(3)そ の上で 、理 系 の学生 に対 す る教 育 で は情 報検索 システ ムを、文 系 に はDBMSを

使 って教 育す るのが よいで あろ う。

(4)機 種 を意 識 しな い ソ フ トが欲 しい。 例 えばUNIXの よ うな 、IBMで もPCで も

使 え る ことが望 ま しい。 また例 えば そのよ うな教育 ソ フ トを学 術情 報 セ ンター あ た

りで開発 し、使 わ せて欲 しい もので あ る。

[そ の他 の意見]

CD-ROMは 辞 書 事典 のよ うな もので 、厳 密 に はデー タ ベー ス とはい えな い。 図書 デ

ー タCD 、新 聞記事CDは デー タベー ス的 で、モ デル と して は使 え るが 「あ る一定 期 間 の

デー タ」 とい うことで、 デ ー タベー ス とい うには疑 問が あ る。

目下 プ レゼ ミとい うのを教養 部 で開講 して いる。 ゼ ミは専 門課 程 の もの だが教養 部 の 時

か らそ の準備 ・前段 階 と して行 って い る。 その一つ 「コ ンピュー タサ イ エ ンス」 を担 当 し

て い る。 そのな かで デー タ ベー ス構 築 を行 ってい る。現 在UNIFAYと い うRDBを イ

ンス トー ル中で あ る。 今後 学生 各 自の関心 あ るテー マのデ ー タを入力 す る予定 であ る。

今後 の デー タベー ス利用 教育 を考 え るにあた って は、情報 を検 索 す る技 術(デ ー タ ベー

ス構造 の理解 、 シソー ラスの活用 な ども含 む)の ほか に、 自分 自身 で情 報 を収集 す る、 ま

とめ る(蓄 積 す る)、 さらに コ ン ピュー タ上で システ ムやデ ー タベー ス と して構築 で きる

こ とまで を内容 に取 り込 む ことを言 いた い。 デー タ ベー スの使 い方 、 システ ムの操 作 法 に

と どま って はいけ ない。 サ ー チ ャー教育 で は ないので あ る。 誰 もが同 じよ うにデー タ ベー

スを使 って情 報 を検索 す るので は全 ての者 が同一 レベル に揃 って しま う。 自分必 要 な情 報

を見分 け 、 それ を分析 し、整 理 し、上 手 に利用す る ことがで きるよ うに な る ところ まで を

教育 内容 に含 め るべ きであ ろ う。

D大 学D教 授(電 子情報工学専攻)

[現状]

データベースの利用教育 は経済学部の授業で一部行われているにす ぎないが、来年度か

らは情報教育の一環の科 目の中でデータベー スの授業を数時間予定 している。なお、 この

科 目は1年 前期の必修科 目として予定 している。

(1)内 容
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デ ー タベー ス利 用教 育 は現在 、経営学 科 の 「プ ロ グラ ミン グ演習 」(2-4年 の選択 科

目)と 経済学 科 の 「資 源政 策演 習 」(3-4年 の選択 科 目)で 行 わ れて い る。 利用 す るデ

_タ ベー スは日経NEEDSの 日経 金 融 と総 合 経済 で あ り、6-40人 単 位 で1ク ラスを編成

し演 習が行 わ れ る。

(2)方 法

50人 定員 の コン ピュー タ教 室 を使用 し、デー タ ベー スは 日経 よ り磁 気 テー プを購入 し

て い る。85年 よ り実 施。

[今 後 の計 画]

D大 学 で は1992年 よ り情 報教 育(情 報 処理 また は計 算機 科学)の 科 目 と して 、演習 を中

心 と した共通科 目を設 け る予 定 で あ り この科 目は全 学部 と も必修 科 目と したい 。 目的 と し

て は、 「コン ピュー タが学術 研究 や教 育 の みな らず 、 あ らゆ る分 野 で 、な ぜ有 用 な道具 な

のか とい う認識 を もたせ る こ と」 に あ る。主 と して 、1)コ ン ピュータ によ る文書 作成 、

2)コ ンピュー タ システム を ツール と して利 用す る、3)コ ン ピュー タを使 用 して い る主

要 な分 野 な どを中心 と した授業 であ るが 、そ の中で 「各分 野 の提 供 デー タベー スの認 識 と

情報 検索 ・活用 の方 法 」の授 業 を2回 予定 してお り、 ここで情 報 検索 、 文献検 索 とい った

デー タベ ー ス利 用 教育 を実施 して い く予定 で あ る。

E大 学E教 授(経 営情 報学 専攻)

[現 状]

この学 部 では これ まで にな い新 しい構想 の カ リキ ュ ラムで教 育 を行 って い る。 ここ には

コン ピュー タサ イ エ ンス、デ ー タベー ス、 ネ ッ トワー ク、UNIX、 人 口知 能 、 コ ン ピュ

ー タ ミュー ジ ック、 画像情 報 な どを専門 とす る教員 な どがい る。

カ リキ ュラムに は大 きな二本 の柱 が あ る。 情報処 理 と語学 で あ る。 これ は1年 か ら4年

まで通 して行わ れ る。情報 処理 の1年 目で は、 コ ン ピュー タ リテ ラ シ イ、 プ ログ ラ ミング、

電 子 メー ル、文 書作 成 、デ ー タベー ス検索 、図書 検索 な どが行 わ れ る(1週 に講 義1時 限

演 習4時 限)。2年 生 以降 、各専 門分 野 に進 んで もよ く、また プ ログ ラ ミン グの中級 ・上

級 に進 んで もよい。(現 在2年 生 まで しか在籍 して いな い)大 学 に は多 くの学 生用 コ ン ピュ

ー タがあ るが、学 生 は 自宅 にモ デ ム接続 が容 易 な ノー ト型 パ ソ コ ン(Dynabook)を 持 ち、

大 学 ・自宅 どち らで も同 じよ うに学 習 で きる環境 にあ る。1年 次 か ら論文 形 式 の課題 が1

5本 ほ ど提 出 を求 め られ、文 献調 査す る こと も多 くデ ー タフ ァイ ル ない しワー プ ロ作成 で

一42一



提 出 して い る。語学 教 育 で は コ ン ピュー タ、 ビデオな ど多 くの メ デ ィアを用 いて、 これ も

1年 か ら4年 まで通 して行 わ れ る。

専 門分 野 で は各 領域 に共 通 的 な3つ の技 法 を中心 に教 育が行 わ れ る。1年 の時か ら始 め

られ る。 従 って教 養課 程 、専 門課 程 とい った区別 はないので あ る。3技 法 とは、 モデ ル シ

ュ ミレー シ ョン、社 会 調査 、 デ ー タ解 析 であ る。 これ らは情報 処 理 技術 を 用 いて行 われ 、

デ ー タベー スの利 用 も随時 取 り込 まれ る。

さ らに これ らを支 え るイ ンフ ラス トラ クチ ャー と して メデ ィア セ ンター が あ る。 メデ ィ

アセ ンター の役割 は次 のよ うで あ るが 、 まだ進行 中 の こと も多 い。

① 従 来 の図 書館 と して の機 能

図書 な どの文献 の収 集 と提 供 な ど

② ネ ッ トワー ク システ ムの提供

例 えば キ ャ ンパ スに300台 ほ どの ワー クステー シ ョンが あ り、 それ が ネ ッ トワー

クにの って い る。他 のキ ャ ンパ ス と もっなが って い る、 シス テム を管理 運営 して い

る。

③ デー タベー スの提供

デ ー タベー スに は いろ い ろあ り、 まだ作成 中 の ものや未 公開 の もの もあ る。

デ ー タベー スには、1.文 献 デ ー タベー ス、2.フ ァク トデー タベ ー ス、3.統 計 デー タベ ー

ス、4.サ ー ベイ デー タベー ス、5.小 地 域(メ ッシュ)デ ー タベー ス、6.語 学 デ ータ ベー ス

が あ る。文 献 デー タベ ー スに は全 塾 の図書 、雑 誌 のほか に、教 員業 績 、雑 誌 記事 の デー タ

ベー スが あ る。 教員 業績 デー タベ ー スに は講義 内容 の シラバ スと必 読 ・参 考 文献 を入 れ て

図書 デー タ ベー ス と連動 させ る予定 で あ る。 雑誌記事 デ ー タベー ス は経済 経 営関係 を中心

と して作成 中 で、雑 誌 デー タベー スと関 連 づ けた い。 フ ァク トデ ー タベ ー スの中 に教 材

デー タベ ー スが含 まれ て い る。教 材 デ ー タベー ス とは、各教 員 の講義 用 メモや配布 資料 を

デー タ フ ァイル と して収 めて あ る もので 、学生 に開放 してい る。学 生 は表 示 させた り、 印

字 した り、 コ ピー を取 る(ダ ウン ロー ド)が 自由 に選択 で き る。必 要 に迫 られ て この教材

デー タベ ー スを利用 して い る ことにな る。

この よ うにデー タベ ー スを作成 した り、利 用指導 した り、教 育 の 中 に直接 と りいれ て い

る。

[意 見]

デ ー タベ ー ス利用 教育 につ いて は、単 にデー タベー ス利 用す る とい うこ とで はな く、講
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義や演習を通 じて問題発見がで きるよ うな内容でなければな らないと考える。また学生 が

自身で問題解決 がで きるよ うに指導す ることが大切であろう。そのためには例えば教材の

中に必読文献を示 し、文献調査を しなければ解決で きない、 とい う方法 を採 るのが よいで

あろう。

一般的に現在ではまだ教員側 にコンピュータ リテラシー、データベー スに対す る認識 ・

技術が不足 してい るのではないだろ うか。教員側の意識 、利用技術の向上 も学生への教育

以上に重大な課題 と思われ る。

F大 学F教 授(情 報工 学専 攻)

[現状]

司書 養成 課程 で前 期 に 「図書 館機 械化論 」 、後期 に 「資料 整 理特 論」 を担 当 して い る。

この中 でデ ータ ベー スや コ ンピュー タの利 用 にっ いて の リテ ラ シーか らRDBに よ る文献

探索 を教 え てい る。 また 図書館 の蔵書 の一部 が情報 処 理研 究施 設(セ ンター)で 検索 で き

るデー タベー ス とな って い る。

[問 題 点]

(1)デ ー タベー ス利 用 の た めの予算 が な い

回線 料 、 デー タ ベー ス使 用料 、 ヒ ッ トチ ャー ジ、 な ど教育 用 に支払 え る予算 が組 ま

れて いな い。

(2)教 育 用 に利 用 で きるデー タ ベー スが ない

何 を アクセ ス させれ ばい いか 、学部学 生 が興 味 を もて るデー タベ ー スが ない。現 在

あ る商用 デ ー タベー スは内容 が実務 的 ない し研究 レベ ルで学生 向 きに は使 い に くい。

従 って本 格 的 に デー タベー スの利用 教育 を行 うこ とが難 しく、実際 に はまだ行 って

いな い と言 うのが現 状 で あ る。後期 の 「資料 整理 特 論」 で デ ー タベー ス とその利 用

に付 いて触 れ る程度 とな る。

[デ ー タベー ス利 用教 育 の ため の基盤 ・必要 な要 件]

(1)教 育 用 デー タベ ー スの提供

現在 サ ー ビスされて い るデ ー タベー スは内容 面 、 コス トの点 で学生 用 には使 い に く

い。教育 用 の ミニチ ュアが是 非必 要 であ る。 デー タベ ー ス毎 にそ の構 造 や検索 方 法

が異 な るので それ が訓練 で きるよ うな デー タベ ー スモ デ ルが欲 しし＼。古 いデー タ の

一部 を抽 出 した もの で はな く、小 さい デー タ フ ァイルで よ いか ら常 に更 新 され て い
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くもので な ければ な らない。

また高度 な技術 ・研 究 レベルの 内容 で な く、学部学 生 の興 味 を呼 ぶ よ うな内容 の文

献 デ ー タベ ー スが よ い。

(2)検 索 ソフ トあ るいはサ ー チ ングCAIの 用 意

デー タベ ー ス利 用教 育 はサ ー チ ャー養 成教 育 ・操 作法 の教 育 で は ない ので 、学生 自

身 が練 習 で き るよ うな ソフ トウ エアが用意 されて い るこ とが 必要 で あ る。

また使 用す る コ ン ピュー タの機種 や デ ー タベー ス毎 に検索 システ ムが異 な る とい う

ば らっ きは な るべ く抑 えて 欲 しい と思 う。(RDBで 統一 で きる ので は ないだ ろ う

か)

(3)簡 便 に利用 で き る統 制語 辞典 の提 供

デー タベー スの利用 に当 た って はキー ワー ド・シソー ラ スの学 習 が不 可 欠 で あ る。

現 在 の商用 デー タベ ー スに はその統制 語辞 典 が入 手 しに くい もの もあ る よ うだ。 そ

の点 の解決 が望 まれ る。

(4)テ キ ス ト(教 科 書)の 準 備

デー タベー ス利 用教 育 の ため の テキ ス トが必要 で ある。操 作法 の解 説(マ ニ ュアル)

で はな く、 デー タベ ー スの利 用 に関 す る基 礎 的な事柄 が も りこまれ た内容 で あ るべ

きで あ ろ う。

[CD-ROM書 誌 にっい ての意見]

辞書 的 な ものが多 い。 デ ー タベー スは更新 され るのが生命 で あ り、 それ が デー タ ベー ス

た る とこ ろ と思 わ れ る。更 新 され るとい って も大 学 で は一枚 だ け購入 して済 ませ る こ とが

多 い。

CD-ROMは それ だけ で簡便 に利用 で き るよ うにな る。 従 って最 初 に操 作 法 を案 内す

るだ けで よい。 これで は教 育 とは いえな い。

デ ー タ量 が適切 でな い。50万 件 も収録 され てい た り、数千 件 だ った り、収 録 期 間が 限定

され て いた りす る。

"探 し出 す本"に 興味 を持
って しまい、 デ ータ ベー ス とは何 か 、デー タベ ー ス利 用 とは

ど うい うこ とか 、 にっ いて の理 解 が お ろそか にな って しま うお それ が あ る。
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G大 学G教 授(情 報セ ンター所長)

[現状]

(1)大 学全体の委員会 と して情報化推進委員会、および情報セ ンターのための情報セ ン

ター運営委員会 ・情報 センター企画委員会がある。

(2)情 報化推進委員会は、5年 前に組織 され、各学部代表教員8名 、事務局 と図書館代

表職員5名 で組織 され、これまで に3回 ほど開かれた。定期的ではない。

(3)情 報 センターの二つの委員会 は教員 と職員 とで組織 され、定期的 に開催 されている。

(4)利 用教育 の成果 として学生 に期待す るのは、情報 リテ ラシーである。

(5)教 養部開設科 目の情報処理1の なかで、データベー ス利用教育を行 っている。また

経済学部専門科 目ではデータベース構築 も取 り入 れている。

(6)利 用教育 はオ リエンテーションとして も実施 したいと思 っている。

(7)経 済学部 では、1年 次にコンピュータ概論、2年 次 に情報処理論1、3年 次に情報

処理論II、 とい うよ うに、体系的に履修出来 る。

[ま とめ]

大学全体 として情報教育に取 り組み、教育環境 の整備 に努力 している。図書館のコンピ

ュータ化 も情報環境整備 の一環 として行われてい る。 また、情報処理教育の設備 も充実 に

も力を注いでいる。情報 リテラシーを身につけさせるという大 きな目標があるので、教育

全体に も筋が通 っていると思われる。そのなかで、一つの特色 は、全学的には教養部科 目

で情報教育を行 うこと、および専門科 目を除 けば、情報教育は選択科目として位置づけて

いることであろう。

H大 学H教 授(図 書館情報学専攻)

[現状]

(1)デ ータベース利用教育で必要な関連知識

①情報 の生産 、流通 に関す る知識

②データの種類 と性格についての知識

③情報 の活用 にっいての知識

(2)関 連科目

①データベースの作成法(経 済学部演習科 目にあ り)

②情報検索論(文 献調査法の一部)
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(3)教 育 の内容 と方法

① 書誌 デ ータベ ー スの検 索 プ ロセス:デ モ ンス トレー シ ョン方 式

② レフ ァ レンス ツール と して の デー タベー ス利 用:事 例紹 介

(4)利 用 教育 は基 礎教 育科 目 と して の位 置 づけが望 ま しい。

(5)科 目は独 立 で も、科 目の中 の一 部 で もよい。 い ろい ろな ス タイル が あ って もよ い と

思 う。

[ま とめ]

図書 館情 報学 のな かで デー タ ベー ス利用 教育 を行 って はい るが 、 それ は 、授業 の一 部 と

して の内容 であ る。利 用教育 の必要性 は主 張 して い るが 、図書 館情 報学 の一 つ と して行 う

ので は な く、基礎教 育 科 目 と して実施 す るのが望 ま しい と して い る。 そ の ため に は、単 な

る情報 処理 教 育 で はな く、図書 館情報 学 で取 り扱 って い るよ うな、情報 全 般 に関 す る内容

も必要 で あ ろ う。

1大 学1教 授(経 営 学 専攻)

[現 状]

(1)学 内組織

全学 的 には、情 報 システ ム協議 会 と学術計 算委 員会 が あ り、科 目開 設 、教育 内容 、

機器 整 備 、導入 システム な どにっいて協 議 して い るが 、 デー タベ ー ス利用教 育 につ

いて は、特 に話 題 にな って いな い。

委員会の構成 情報 システム協議会 学術計算課長

情報システム課長

情報管理学科長

学術計算機委員会

学術計算機委員会 各学部代表教員

情報管理学科代表

・ 学術計算機課長

(2)部 分 的にデータベース利用教育 を行 う科 目

情報管理学科 の3年 次対象の専門科 目(選 択)と して、デー タベース論を、 システ
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ム論 と隔年 で設 けて い る。1教 授担 当 。

① デー タベー ス1(デ ータ ベー ス概 論 とSQL)前 期2単 位

デー タベー ス概 論(デ ー タベ ー スアー キテ クチ ャとデー タベー スモデ ル)に 続 いて、

関係 デ ー タベー スの国際標 準 であ るSQL(StructuredQueryLanguage)に よ るデ ー

タ検 索 、 な らびに その他 の デー タ操 作 を端 末機 に よる実 習 を交 えて学 習す る。

② デー タベ ー スII(デ ー タ ベー ス システ ムの設 計 ・開 発 と維 持)後 期2単 位

デー タ ベー スの設計 理論 な らびにデ ー タベー ス定 義 と変更 、情 報 資源管 理 とデー タデ

ィク シ ョナ リ/デ ィ レク トリについ て学 習 す る。

③ 経営 情報 論3・4年 次 通年4単 位

経営 にお け る情報 化 の現 状 と問題点 、 そ して これ か らの動 向を い くっ か の視点 か ら考

察 す る。

a.経 営 管理 と情 報 システ ム(高 度情 報化 社会 と新 しい経 営 管理)

b.経 営情報 システ ムの発 展段 階

c.オ フ ィスオー トメー ショ ンと知 性 の増幅

d.デ ー タベー ス と情報 資 源管理

e.戦 略 情報 システム(SIS)

f.人 工 知能 とエ キ スパ ー トシステ ム

g.情 報 システ ムの高 度化 と システ ムセキ ュ リテ ィ

J大 学J教 授(英 文 学 専攻)

[現 状]

J大 学 英文 科 は、 コ ンピュー タに よる英 作文 教育 のパ イオ ニア を 自認 して お り、英 文科

独 自にIBMPC40台 の教室 を他 学科 に先 駆 けて設 置 し、DaedalusInstructionalSystem

によ る英作 文(thinkingandwriting)教 育 を実 施 して い る。

[科 目名]FreshmenEnglish(一 年 次 必修)

英語表 現法1,II(三 、四年次 必 修)

デー タベー ス利 用教 育 は、組 織 的 には実施 してい ない が、三 、 四年次 の卒 業論 文 の ため の

ゼ ミク ラスで、図 書館 資料 デ ー タベー スと、外 部 デー タベー スの オ ンラ イ ン検 索 を、個 人
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指導 によ って教育 して い る。経費 は、教官 の研究費 を当 てて い る。

K大 学K助 教授(商 経学 部)

[現 状]

デー タベー ス利用 教育 は情 報処 理 関係 の科 目の中 で実 施 して い る。 日経 のデ ー タベー ス

の財務 デ ー タを中心 に磁 気 テー プを購入 しSASで 行 って い るが、 来年度 は文 献 デ ー タベ

ー スまで広 げNACSISも 利 用 した い。利 用教育 に関 して 問題 にな るの は スタ ッフの不

足が あげ られ る。

(1)内 容

授 業 は 「情報 処理 」(1年 の一般 教育 で通 年)と プ ログ ラ ミング(2-4年 の専 門 科 目

で通 年)で デー タベ ー スの利用 教育 を行 って いる。2科 目 と も選 択科 目で あ るが、希 望者

が多 い。 デー タベー スは 日経 の財務 デー タな どの経 済情 報 を一式 磁気 テー プで購入 し、 大

学 の汎 用 コ ン ピュー タ にお と して い る。 この磁気 テー プ は毎 年更 新 され 、年 間約300万

円の予 算 が かか る。

学生 の反応 は良好 で あ るが 、統計 関係 の デー タベー スの授 業 に な ると、学生 によ って は

統 計 の知 識 が充 分 で な いた めにっ いて い けず3分 の1ぐ らいに な って しま うこ ともあ る。

来年 度 は文献 デー タ ベー ス も授業 で と りあげた いが 、人数 と して は20名 ほ どで行 いた

い。 デー タベー ス はNACSISを 使 お うと思 って い る。

(2)方 法

コ ン ピュー タ教 室 を使用 し、80名 の学生 を1度 に教 え る関係 で ア シスタ ン ト3名 づ け

て もら って い る。 ア シ スタ ン トは コ ン ピュー タセ ンター の職 員 が担 当 して い る。 また ゼ ミ

単 位 で は、 デー タ ベー スに関 心 のあ る教 員 がNIFTY-Serveを 使用 し日経 の新 聞

記 事 デー タベー ス にア クセ ス し3、4年 の学 生 の卒 論指 導 をす る こと もあ る。

[ま とめ]

情報 学 に関 す る学科 な らと もか く、デー タベー ス利用 を中心 とす る科 目は必要 ない と思

って い る。 それ ぞれ の科 目のな かで デー タベ ースを利用 す る必要 性 が生 じた場合 に、 それ

に関す るデ ー タベー スを と りあ げ、学生 に指 導 して い くべ きで あ ろ う。

授 業 の な かで デー タ ベー ス利 用教 育 をす る場合 、問題 とな るの は スタ ッフで あ り、 と く

に演 習 の ア シスタ ン トを確 保 す る ことが困難 で あ る。
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L大 学L教 授(医 学系)

[現状]

学部学生3年 生全員 に授業の一環 として、 「生理学」の時間を借用 して講義90分(医

学情報の入門)、 演習180分(文 献検索法)を 医学情報 センターの責任で行 って いる。

演習は4-5名 の少人数で行 うので(1学 年120名)、1学 生 にとって は年間に(た っ

た)1回 のチャンスである。専 門が まだ確定 していない時期であるので文献 内容に関 して

は関心が薄いが、データベースの検索 とい う面では非常 に関心が強い。ほかにはカ リキュ

ラムに余裕がない(時 間の取 り合いであるとい うのが現状)の で、正規の授業では何 もお

こなっていない。

デー タベース検索サー ビスはセンターの業務 として従来か ら行 っている。 これまではオ

ンライ ン検索 オン リーのため、研究者か らの依頼 のみに限 り、代行検索 あるいは依頼者 に

側 にいて もらいキーワー ドや条件 などの指示を受 けなが ら検索を行 っていた。 それが業務

として精一杯で、デー タベース利用教育の必要性は教育者側 もセ ンター も感 じてはいたの

だがほかに時間的労力的に余裕 はなか った。

医学分野は研究の進展が早 く、薬学 ・化学 ・コンピュータなど関連分野 が広い。 また最

近 は倫理問題 ・法律関係の文献 にも目を通す必要が生 じてきていて文献 を知 る、文献を入

手す ることは以前 に も増 して重要 にな ってきている。

MEDLINEがCD-ROMに な り利用者 自身が容易に検索で きるよ うになった。 さ

らに学 内LANで サー ビスで きるようにな ってますます利用が高 まった。 これは結 果的 に

は文献の遡及検索のほとん どの部分 は利用者 自身が行 うことにっなが った。従 ってセ ンタ

ーの業務 に余裕 がで き、逆 にCD-ROM化 したデータベー スの利用の仕方 を指導す る必

要性が出てきた ことになった。

大学院生 には医学情報の検索 と利用 の授業の一環 としてデータベース検索演習を行 って

いる。1人 あた り2日 間(8時 間×2日)で ある。

演習は図書館職員 の中堅者以上 が全員担当するが、教育指導す る立場 となることによっ

て図書館員の意識向上 にもっなが るもの とな っている。

[意見]

自己学習能力並 びに問題解決能力を学生時代 に養われることの必要が提唱 されている今

日にあ って、カ リキュラムの中に情報利用 に関す るコースが正規 に位置づけ られると良 い

と考え る。
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M短 期大 学M教 授(経 営学 情報 専攻),N教 授(経 営学秘 書専 攻)

[現 状]

全 学 的 な 、 コ ンピュー タ教 育検 討委 員会 が あ り、各 学科教 員 代表 によ り教 育科 目の検 討 、

コン ピュー タ機種 や、使 用 ソフ トの選 定 な どを行 う。

[デ ー タベ ー ス利用 教育 を行 う科 目]

①OA機 器 演習(2単 位 通 年1コ マ)

経 営 学科1年(280名)の 専門科 目(必 修)の なか で、90分2回 分 を っか って 、講

義 と演 習 を行 う。 外部 デー タベー ス、CD-ROMデ ー タベー スの概 要 、検索 の仕 組

み 、操作 方法 な ど一 般 的 な講 義 とデ モ ンス トレー ショ ンのみで終 わ って しま う。

実習 は端 末 が コ ンピュー タ教 室(パ ソ コン約50台)に 数 台 なの で不 可 能 。

導入 デー タベ ー スDIALOG,NACSIS-IR,日 経 テ レコ ムな ど。

②N教 授 ゼ ミ(4単 位 通 年1コ マ)

経営 学科 情報 専攻(約30名)の ゼ ミの ク ラスで、 パ ソ コ ン通 信 を利用 して の商用 デー

タベ ー ス(日 経 テ レ コム、JOIS,CompuServeな ど)の 利 用 にっい て の講

義 と実 習 を行 って い る。利 用予 算 は、通信 料 をふ くめ て、年 間30万 円 で あ る。

学生 の専 攻 に よ って は、5名 ほ どに、dBaseIIIを 利 用 して のデー タ ベー ス構築 と

検 索 につ いて指 導 した。

[ま とめ]

両教 授 と も、 デー タ ベー ス利用 教育 の必要 性 を感 じて い るが 、教育 環境 とコ ス トの面 で の

問題 点 を あ げ、 と くに多人 数教 育 で は実 現不 可能 な点 が 多 い。

と くに、N教 授 は、同 大学 紀要 の論 文 で、す べて の短 期 大学 の一 般教育 でデ ー タベー ス教

育 を取 り入 れ る必要 性 をのべ 、 その具体 的 な内容 と進 度 にっ いて、下 記 の よ うな試 案 を提

言 して い る。

デ ー タベー ス入 門(概 要 、紹 介、 デ モ)2コ マ

デー タベー ス基 礎(概 論 、情 報倫理 、基 本的検 索演 習)5コ マ

専 門 デ ー タベー ス(専 門 デ ー タベー ス検 索技術 と活 用)3コ マ

デ ー タベー ス構 築 と検 索15コ マ

来 年度 よ り、全 学科(経 営 、人文科 学 、生活 、服装)の 学生 を対 象 と して 、一般教 育 の科

目と して、 コン ピュー タ入 門 コー スを設 け る予定 で、 そ のなか で デー タベ ー ス利用 教 育 も

一 部実 施 され る との ことで あ る。
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3,2,2図 書館

0大 学O氏

[現 状]

利用 教 育 は学 生 を対象 と して 、希 望者 の み行 って い る。1990年11月 よ り1991年3月 まで

5か 月 間 に11名 の学 生 に指 導 を実施 した。

(1)内 容

CD-ROMを 中心 と した利 用教 育 で 、外 国のBooksinprintplus,PAISonCD-ROM,

Ulrich'splusな どよ く利 用 され る もの の指 導 が主 で ある。外 国 のCD-ROMは 一 般

的 に検 索 ス ピー ドや機 能 が優 れて い るので 、1度 利用 指導 を す る と、 そ の便利 さに ひか

れ以後 自主 的 に何 回 も利用 す るよ うにな り、利用 教 育 がCD-ROMの 利 用 の活性 化 に

っ なが り、 よい効 果 を もた ら して い る。

(2)方 法

利用 教育 は現在 、学 生 か ら聞か れ る都度 行 って い るが 、図書 館 と して は、希 望者 を集 め

あ る程度 ま とま った 人数 で定 期 的 に実施 す るのが望 ま しい と考 えてい る。 ただ大 学 院生

に は、参 考 図書 の使 い方 を4月 のガ イ ダ ンスで会 議室 を使 って指導 して い るが 、来 年度

はCD-ROMの 利 用法 を追加 した い。

[ま とめ]

1991年4月 よ りオ ン ライ ン用 端末 を図書館 に設 置 しNACSISを 導 入 したが学 生 に公 開 で き

るメニ ューが少 な いた め殆 ど使 われ てい ない。 した が って オ ン ライ ンの利 用教 育 につ い て

は殆 ど行 われ て いな いのが実 情 で あ る。

P大 学P氏

[現 状]

(1)図 書 館 でお こな う利 用教 育 の授業 との関連 は ほ とん どな い。

(2)利 用 教育 と して は、図書 館 の公 開端 末(OPACの システ ム)の 学 生利 用者 向 け講

習 会 を定 期 的 に行 って い る。1991年 は4月 以 降毎 月2～3回 、毎 回CRTを10台

使 い、30分 ～1時 間、15人 程 度 まで の定員 で あ る。

内容 は、公 開端 末 キー ボー ド操作 と端 末利 用 に よ る実習 で あ る。
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教 員対 象 の利 用 者教 育 を新 た に実 施 した い と思 って い る。

(3)外 部 デー タベー スにつ い て は、代 行検 索 を行 ってい るた め、 教育 は しな い。

(4)CD-ROMを90年9月 よ り試 験 的 に導入 し、公開 端末 と して91年4月 よ り正

式 導 入 したが 、新 聞記事 検 索(HIASK)以 外 はそれ ほ ど多 く利 用 されて い る と

は言 えな い。

(5)外 部 デー タベー スの依 頼 は、代 行検 索 申込 用紙 に よ り受 付 け てい る。

(6)OPAC利 用者 用 の資料 と して は、 「これ さえわか れ ばOPAC(固 有 の システ ム

名 あ り)が 使 え る」(B4判1枚 の2色 刷 り)お よ び 「OPAC利 用 の手 引 き」

(B5判27頁,パ ンフ レ ッ ト)が あ る。

(7)図 書館 の担 当者 用資料 と して は、 「公 開端 末講 習会 指導 要 領 」(3頁 の簡単 な メモ

ワー プロ打 ち)お よ び 「OPAC中 央 カウ ンター マ ニ ュア ル 第3版 」(A4判 、

65頁 、 フ ァイル綴 じ)が あ る。

[ま とめ]

図 書館 と して の利 用 者 向 け教 育 は、 かな り充実 して い る。講 習 会 の場 所 、回数 な ど、理

想 的 と言 え るほ どで あ る。 しか し、外部 デー タベ ー スの利 用教 育 にっ いて は、 まだ模 索 し

て い る段 階 で あ る。 当面 はCD-ROMを 使 った利 用教育 とな ろ う。教 員 対象 の利 用教 育 も計 画

してお り、今後 の活動 が 注 目 され る。 な お、授業 との関 係 は ほ とん どな い、 との話 で あ る

が 、関 係教 員 との情報 交換 、打 ち合 わせ 、協力活動 な どは頻 繁 に行 わ れ てい る よ うで あ る。

Q大 学Q氏

[現状]

(1)図 書館での利用者教育

図書館利用教育を図書館利用講習会(個 人単位で申込 む)と 、授業、ゼ ミのグルー

プ単位での研修 のためとを、下記の5種 類 にわけて組織的 に実施 している。

①館内資料 データベー ス講習会

90分 、 週一回定例

②文献探索講習会

60分 、 月2回 定例

③外部データベー ス講習会

45-60分 、 随時
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④ ライ ブラ リー ツアー(卒 業 論文 テーマ、 ま た はゼ ミ単位)

45分 、 随 時

⑤ 授業 、演 習 な どよ りの要 請 に よる講 習(随 時開 催)

(2)デ ー タベー ス利 用教育

上 記 の④ を除 くいず れ に も、 デー タベー スの概要 、操 作 、検 索手 法 につ いて の教 育

が行 われ る。講 師 は、参 考業 務担 当 の図書 館員 が行 う。

① は、1985年 以 降 に収 集 した図書 、雑 誌 の 目録 情報 のデ ー タベー スの操 作 、検

索手 法の教 育 で 、年 間950人 が参加 す る。

② は、研 究 あ るい は、 レポ ー ト、論 文作成 のた めの、 文献 資料 の収 集 につい て、検

索 か ら原 文献 入手 まで の うち、 オ ンライ ン情 報検 索 にっ い て も学 ぶ。

③ は、図書館 で利用 で きる外 部 デー タベー ス(オ ンライ ン、CD-ROM)の 概 要

説 明 とデ モ ンス トレー シ ョンを行 う。検 索実 習 は行 わ な い。

④ は、卒 業 研究 や、 ゼ ミのた め に、 図書館 内 の資料構 成 と資料配 置 を把 握す る3、

4年 生対象 の研 修 で あ る。

⑤ は、1か ら4ま で の 、いず れ につい て も、授 業 や、 ゼ ミ単位 で必 要 とす る場 合 に、

随 時 、申込 む ことが で きる。 専門主 題 の情 報 検索 に関 す る要 求が 多 い。

(3)外 部 デー タベ ー ス検 索 サー ビス

オ ンライ ン(DIALOG、LEX/DB、 日経 テ レコム、 口外 ア シス トな ど)、

CD-ROM(OED、LeROBERT、1987ECONOMIC-CENSUCES)な どのデ ー

タベ ー スの検 索 サー ビスを図書 館員 によ る代行 検索 で行 って い る。費用 は利用 者負

担 だ が、検索 者 の裁 量 で一部 公費負 担 にす る こ と もあ る。

デー タベ ー ス利 用費 と して 、通信費 も含ん で年 間300万 円(100万 円 はNAC

SIS-CATな ど事務 用 、200万 円 は外 部 デ ー タベー ス利用 のた め)が 計 上 さ

れ て いる。

[ま とめ]

利 用教 育 の昨年一 年 間 の受 講者 は、計1634名 、授 業 、 ゼ ミ単 位 での研 修実 施 は、本

年 度 、4、5、6月 の三 ヵ月 で、56回 におよぶ。 講 師は 、 レフ ァレ ンス担 当(三 名)

と情報 システ ム担 当(三 名)の 図書 館 員が 、 日常業 務 の かた わ ら講 師を っ とめて を り、 自

習用 、研修 用 の テキ ス トと して 、 「館 内 システム:キ ー ボー ド操 作 マ ニ ュア ル」 ・ 「館 内

システム:利 用 の手 引 き」 な どの詳細 な配 布資料 を作成 して い る。
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今後 も、予 算 と時 間 が許 せば 、各種 のCD-ROMデ ー タ ベー スを導 入 し、学生 に利 用

させ るた めの、 個別 の マ ニ ュアル の作成 、研修実 施 の検 討 を した い との ことで あ った。

R大 学R氏

[現状コ

(1)図 書館における利用者教育

1991年 度 の新館 オープ ンによる利用環境の大 きな変化(貴 重書 を除 く全蔵書 の

オープンアクセスの実施、利用者用 コンピュータ端末の増加 など)の もとでの試行

と して、下記 のような利用教育 を実施 した。

図書館利用教育を4段 階 にわけ、データベース利用教育 はその第3段 階、第4段 階

の一部分 と して実施 され る。

第1段 階 図書館紹介

第2段 階 図書館オ リエ ンテー ション

両段階を春期オ リエ ンテー ションとして635名 が参加 した。

第3段 階 一般的情報探索指導

情報探索 のうちの図書 目録利用技術 の習得 として、館内 目録 システム(19

91年 現在、50万 件収録のデータベースで、学内に利用者用の端末約60

台設置)の 利用講習会を、春秋2期(延 べ10日 間)に わた り実施 した。

第4段 階 主題別情報探索指導

(2)館 内 システム利用教育の概要

図書館内に設置 された10台 設置の研修室で、下記の通 り実施 した。

春期80分 ×4回/日5日 間

参加者 計144名(学 部学生115、 院生、教職員29)

秋期60分 ×3回/日5日 間

参加者 入門 コー ス40名(学 部32、 院生 ほか、8)

応用 コー ス20名(学 部11、 院生ほか、9)

目的 と内容 システムの基本的な検索方法 にっいて、実際 に端末を操作 しなが ら学

習 し図書館内 に設置 してある検索端末をより身近かな ものとして利用

で きるようにする。

講義 および、 ビデオ上映40分 、実習40分 。
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具体 的内容 にっ いて は、図書 館員 によ るR大 システ ム講 習会 実施委 員会 を組 織 し研

修 用 ビデ オの シナ リオ案 の作 成 、説 明 に用 い る検索 例 の選 定 、検索 課 題 の作成 ア ン

ケー トの準 備 を行 い、 委員 が研修 の講 師 をっ とめた。

参 加 者へ の ア ンケー トの 回答 によ る と、講 習 会 の内容 につ いては、

よ くわ か った37%だ いた い よ くわ か った62。2%、

時 間 につ いて は、39。4%(春 期 のみ)が 短 か った 、 と感 じて いた。

さ らに、 この よ うな講 習会 の機会 を多 くとの希望 が圧 倒 的で あ った 。

(3)外 部 デー タ ベー ス検 索 に ついて

図書館 レフ ァ レンス ・カ ウ ンター の近 くに情報 検索 室 と呼 ば れ る小部 屋 が あ り、端

末数 台 を備 えて 、DIALOG、NEEDS-IR、HINET、 日経 ニ ュー ステ

レコムな どの商 用 デー タベ ー スのオ ンライ ン ・システ ム と、J-BISCは じめ 、

数 種 のCD-ROMデ ー タベー スが利用 で き る。 ただ し、 オ ンライ ン検索 につ いて

は、実費 利 用者 負担 で あ る。 これ らの利用 教育 は、 と くに実施 して お らず 、利 用 も

現 在 はあ ま り多 くな い。

[ま とめ]

所 蔵 資料(図 書 本 館157万 冊 、分館7.4万 冊 、逐 次刊 行物 本 館1.1万 種 、分館0.1

万種)の 大規模 図書館 で あ り、新 館完成 直後 で あ るた め、 しば ら くは、図書 館 利用 オ リエ

ンテー シ ョ ンと、館 内 資料 デー タベ ー ス利用 教育 の システムの完 成 に力 を入 れて を り、外

部 デー タベ ー スの導 入 とその利用 教育 は積 極 的 には手掛 けて いな い。

今後 の展望 と して 、館 内資料 デー タベー ス利用講 習 会 の強化(定 期開催 、一 期3～5

日間 を年4回)、 デー・一ータベ ー ス概要(15分)と 検索 方法 紹介 ビデ オ(30分)の 開催

(一 期2週 間、年2回 、図書 館 内AVホ ー ル にて)を 実 施す る ことを 目指 して いる。
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4. 文献 調査 について

4,1文 献調査方法

大学 に お けるデー タベー ス利 用教 育 に関 す る内外 の文 献調査 を、JOIS(JICST

フ ァイル)、DIALOG(ERIC、LISAフ ァイルな ど)に よ って 、検 索 した。 数

十 件 の検 索結 果 を得 た が、 デ ータ ベー スの フ ァイル構成 、 オ ペ レー シ ョン シス テム、 デ ー

タベ ー ス管理 システ ムな どの技 術 的 問題 、同 じく教育用 計算 機 シ ステ ムの ソフ トウエア の

問題 な ど計 算機科 学分 野 の技術 報 告 や、研 究論文 が圧倒 的 に多 く、 デー タベ ー ス利用 のた

め の大学 での教 育 にっ いて 、そ の在 り方 、教育内 容 、演習 の方法 、設備 や経 費 な ど、実 施

上 の問題 点 を論 じた ものや事 例報 告 は、 あ ま り多 くで はなか った。

日本 で は、教 育 の事 例が まだ 多 くな いた め、関 連文献 は少 な く、 デー タベ ー ス利用 教 育

の よ うな具 体 的 な問題 よ り、む しろ、 それ らを含 め た コ ンピュー タ ・リテ ラ シーや、情 報

リテ ラ シー教育 につ いて 、大 学教 育 で の在 り方 や、 その 目指 す べ き方 向 を示唆 す る文献 が

多 く見 られ た。

こ こで は、本 研究 の 目的で あ る大学 教 育 の場 に お けるデー タベ ー ス利 用 教育 に関 す る具

体 的 な教 授 内容 、実施 上 の問題 点 、在 り方 な どに っいて 、次節4.2に 文 献 調査結 果 の ま

とめ を行 い、各 文献 の報知 的抄 録 を4.3で 紹介 す る。

これ らの文 献17点(う ち、文献 展望3、 調査 報 告2)は 、内容 に よ り下 記 の よ うに分

類 で き る。

(1)大 学 にお け るデー タベー ス検索 教育 につ いて

全 般(実 施 状況 の調 査結 果 、文献1、 教育 内容 につ いて 、文 献2、 文 献3)

事例紹介 図書館情報学専攻 を除 く。

(文献4

(文献5

(文献6

(文献7

(文献8

大学院対象、人文科学系)

学部、大学院対象、生物科学 、心理学)

大学院対象、社会科学)

学部、大学院対象、工学系 ・スウェーデ ン)

専門学校、短期大学対象 、 ビジネス系)
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(2)大 学 にお ける情 報専 門 職 に対す る情報 検索 の教 育 訓練 につ いて

全般(実 施 状況 調 査 、 カ リキ ュラム、教育 方 法 な ど、文献9、10〈11)

事例 紹介(文 献12学 部 、大 学院 対象 、法学)

(文 献13学 部対象 、科 学技術 ・フ ラ ンス)

(3)大 学 にお け る情 報 リテ ラシー教 育 の在 り方 にっ い て(文 献14、15)

(4)高 校 その他 にお け る情報 リテ ラ シー教育 にっ いて(文 献16)

(5)そ の他(文 献17)

4,2文 献調査のまとめ

1988年 秋 に実 施 され た 、デ ー タベー ス検 索 ・利用 の教育 に関す る調 査 に よ る と、 ア メ リ

カで は、 図書館 情 報学 、法 学 、医学 、経 営学 な ど専 門 職(プ ロ フ ェ ッシ ョナル)養 成 の大

学 院 で は、実務上 の必 要性 か らデー タベー ス利用教 育 に熱 心 に取 組 んで い るこ とが わか る。

回答校205の うち、 図書 館 情報 学 、法 学 分野 で は100%、 医学 の分野 で は約90%以 上 の

大学 が独 立 の正 科 目また は他 の科 目の一部 と して、 オ ン ライ ンも しくはCD-ROMに よ

るデー タ ベー ス利用 教育 ・訓 練 を実施 してい る。

特 に、情報専 門職 養 成 を 目指 す図書 館情 報学 の大 学 院 で は・90%以 上 が デー タ ベー ス

検 索 につ いて の独 立科 目を設 けて お り、学生 一人 当 りの オ ンライ ン接 続 時間 は4.8時 間 と

な って い る。 カナ ダ、 ア メ リカの図書館 情報 学 を対象 とす る大学 院60大 学 の調 査 で も、

100%が オ ンライ ン も しくはCD-ROMに よ るデー タ ベー ス にっ いて の何 らかの教 育 を

実施 、80%の 大 学 で学生 の75%以 上 が それ らの科 目を履 修 して い る。 ア メ リカで は34%、

カナ ダで は71%の 大 学 で、 必修科 目 とな って お り、学 生 全 員 が履 修 して い る。 また、 図書

館情 報学 で は、90%以 上 の大学 で 、デ ー タベー ス設 計 、構 築 、 さ らに、 シス テム設 計 、 個

人情報 システム、DBMSな どにっ いて の独 立科 目を設 けて い る。

法律 調査 や 、特 許調 査 が専 門職務 に大 きな比重 を 占 め る法 律家 の養成 には 、デ ー タベ ー

ス利用 の教 育訓練 は不 可 欠 で あ る。従 って、早 くか らほ とん どの大 学 で独 立科 目 と して あ

るい は"LEGALRESEARCH""LBGALWRITING"な どの科 目の一 部 と して 、 オ ン ライ ン検索

教育 が実 施 されて きた。 この分 野 で は教 育 目的 のた あ に、 デ ータ ベ ー ス利 用 に割 引料 金 や

月間 の固定 料金制 を設 定 し、 充分 な実 習訓練 を実施 して い る。
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医学 分野 で も、早 くか ら有 用 なデ ータ ベー スが実 用化 され利用 されて お り、 医学 研究 に

は欠 か せな い もの と して重視 されて きた。 しか し、検 索利用 にっ いて は授 業 のなか で とい

うよ り、個 々 のデ ー タ ベー スの利 用 のた め のマニ ュ アルに よ る自習 か、図 書館 によ る利用

教育 に よ って学 ん で い る。授 業 と して は、医学研 究 入門 、 コ ンピュー タ医 学 、生物 医学

情報 検 索 、医学 イ ンフ ォー マチ ックスな どの研 究手 法 や、 コ ン ピュ ータ情 報処 理 な ど、

重 要 な基礎 科 目の一 部 と して 、 デ ータベー スの検索 利用 教育 が含 まれて い る。

経営 学 で は、 デ ータ ベ ース利 用 の ニー ズが高 く、全 て の学 生 が オ ン ライ ン検索 を利 用 し

て い るが、正 式 の科 目が設 置 されて い るのは20%で ほ とん どが 図書 館主催 の研修 セ ッシ ョ

ンや 、 マ ニ ュアルや ヘ ル プ機 能 な どに よる 自習で あ る。理 由 は、経 営学分 野 の授 業数 は非

常 に多 く、 カ リキ ュ ラ ムに時 間 的余裕 が ない ことと、 この主 題 の デ ータベ ー スの利 用 料

金が 高価 で あ る点 に よ る もの と思 わ れ る。

ア メ リカで は、す で に1985年 前 後 か ら議 会 図書 館 を初 め と して 、大規 模 な公 共図 書館 、

大学 図書 館 で は カー ド目録 に代 わ り蔵 書 デ ータベ ー スのOnlinePublicAccessCatalogや 、

OndiscPublicAccessCatalogが 利用 されて お り、現 在 で は さ らに一般 化 して、多 くの大

学図 書館 で学 生 が 自由 に蔵書 デ ータベ ー スにア クセ ス して い る。 ま た、早 くか ら商 用 デ ー

タベー スを利用 して の オ ンライ ン情報 検索 サ ー ビス も図書 館員 によ る代 行検 索 で実 施 され

てお り、現 在 で は、 システ ム提 供側 か らの優待料 金 制度 な どを利用 して 、一部 のデ ー タベ

ー スな どは学生 によ る直接 検索 も可能 にな ってい る。同 時 に、書誌 デ ータ ベー スや新 聞 、

参考 図書類 の全 文 デ ー タベ ー スのCD-ROM版 の大学 図書館 で の利用 は、 す っか り定着

して い る よ うに見受 け られ る。 この よ うな事情 か ら、大学 図書 館 で は、利 用教 育 の一 環 と

して 、広 く全学 生 を対 象 に、 デー タベー ス検索 ・利 用 の教育 が積 極 的 に実 施 されて い る。

情 報 検索 教 育 の 目標 は、代行 検索 の場 合 で も学 生 が エ ン ドユ ーザ ー とな る場 合 で も、 次

に述 べ る二点 に集 約 で きる。第 一 はデ ータベ ースに よ る情報 検索 の概念 を明 らか に し、 検

索要 求 を システム に正 確 に知 らせ る ことによ り、 よ りよ い検 索結 果 が得 られ る ことを教 え

るこ と。 第二 は、利用 者 が 自分 で 有効 な検索 を実 行で きるよ うにす る ことであ る。 オ ンラ

イ ン検 索 の導 入 とその利用 教育 の実施 は、 図書館員 の専 門性 へ の認 識 を広 げ るよ い機 会 を

提供 した といわ れて い る。 また、 学生 は デ ータベー ス検 索体 験 に よ り、情 報 検索 の戦 略 、

フ ァイ ルの選 定 、検索 結 果 の検 討 、評価 をす るこ とによ り、学 習、 研究 の ため の文献 調 査

や レフ ァ レンス ツール に関心 を もち、学 習意 欲を増 進 させ る こ とにな る。

さ らに、 デ ータ ベー ス検 索 は高 等学校 の 図書館 メディ アセ ンタ ーに導入 され てお り、 ア
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メ リカで はす で に高 校 時代 に、 オ ンライ ン情報 検索 の概念 、語彙 、 システ ム概 要 、検索 式

の作 り方 、検索 実行 方 法 を学 ぶ機 会 を与 え られ、情 報 社会 で の生 涯 に渡 って 役立 っ情 報

利用 の スキ ルを身 に付 け させて い る。

この よ うな環 境 に在 りなが ら、 よ りユ ーザ ーフ レン ドリーな システムを 目指す各 種 の機

能 の向上 、 さらに新 しい電子 メディ アの誕生 、衛 星通 信 の本格 化 な ど、近年 の急 速 な技 術

展開 に よ り、 デ ータベ ー スの遡 及 化が進 み、新 しい分野 の デ ータベ ー スの増 加 や システ ム

の レベ ルア ップが計 られて い る。 さま ざま な新 しい可能 性 の増加 に対 応す るに は、各種 の

情 報 へ の効 果 的 なア クセ ス と活用 のた めに 、大学 に おいて デ ー タベ ースを は じめ とす る専

門主題 別 の情報 利用 のた めの教 育 が、学 部 お よび大 学 院 で実施 され る ことが 望 まれ てい る。

文 献調 査結 果 に基 づい て大 学 にお け るデ ー タベー ス利用 教育 の 内容 、在 り方 、効 果 な ど

にっ いて ま とめ ると、次 の よ うな ことが あげ られ る。

(1)ま ず 、 デ ータベ ー スの構 築 、 デ ータベ ー ス管理 の仕組 み を理 解 す るた め に、収 録 さ

れ て いる情報 内容 の特性 、 ディ ス ク リプ タ と語彙 統制 の概 念 、 フ ァイル構成 を把 握

し目的に適 した デ ー タベー スの選別 能 力を身 につ け るこ とが で き る。

(2)単 な る技 術 を学 ぶ のみで な く、情 報 の発生 か ら利用 までの一 連 の フ レーム ワ ーク、

す なわ ち、研究 成果 の記 録 、出版 物化 、 デ ータ ベ ース化 、 オ ンライ ンまた は オ ンデ

ィスクに よ る検 索 、 お よび全文入 手 の手法 の存在 を知 る こと とな り、今 後 の学生 生

活 、社会 生活 におい て役立 て る ことが で きる。 さ らに未 来 の情 報 ア クセ スの新 しい

手 法 に も習熟 能 力 を持 つ・こ とが で きる。

(3)常 に最 新 の システム、技 術 、 メデ ィア、機能 を反 映 した授業 内容 で あ るべ きで あ り、

進 展 し続 けて い る分 野な ので 、教 育者 サイ ドの絶 え ざる努 力 が必 要 で あ る。

(4)ベ ンダー によ る教育 訓練 と異 な り、多種類 の提 供 システム を利用 す るので 、各 種 の

提 供 システムや 、デ ー タベ ー スの比 較 、評価 の技 能 を学 ぶ ことが で きる。

(5)シ ステ ム改善 に と も.なう検 索 手段 の標 準化 、 ヒュ ーマ ン ・イ ンタ ー フェー スの進 歩

に よ り、技 術 的 な教 育 は軽減 され る傾 向 に あ るが 、 デー タベ ー ス利用 教育 は よ り広

い情 報 ア クセ ス全般 の教 育 に移 行 して ゆ くで あ ろ う。
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4,3文 献抄録(報知的抄録)

<文 献1>

Williams,M.E.andHu,C.:PreparingforOnlineSearchingThroughEducationand

Training.(教 育 訓 練 に よ る オ ン ラ イ ン 情 報 検 索 実 行 へ の 準 備),ProcNationalOnline

Meeting1989,pp.489-498(1989).

オ ンライ ン検索 教育 の実施 状況 を大 学院 レベル、学 部 レベ ル 、高 、中 、小 学 校 につ い て

調査 し、 その内容 を考 察 した。 学生 への オ ンライ ンデー タベ ー ス検 索 の教 育 訓練 を普 及

させ る こ とが、将 来 の オ ンライ ンデ ータベ ー ス利 用 の市場 開拓 の最良 の手 段 となる と して、

デー タベ ー ス作成 機 関 、提 供機 関 に、教育 目的での デ ー タベ ー ス利用 に対 す る便宜(低 価

格 で の ア クセス)を 積極 的 に計 る ことを提 言 した。

大 学 院 での実施 状 況 にっ いての質 問用紙 を、プ ロ(専 門 職)養 成機 関 と して、法 学部 、

医学 部 、経 営学 部 のサ ンプ ル校 と、図書館 情報学 部 の全校 を調 査 対象 と し、205校 か ら

回答 を得 た。

回答 校 の殆 どす べて が 、(1)独 立 の正科 目で(2)他 の正 科 目の一 部 と して(3)

セ ミナ ー、 ワー ク シ ョップ な どで(4)マ ニュア ル、 ヘル プ機 能 な どによ る自習 、そ の

他 の4種 のいず れか のタ イ プで オ ンライ ン検索 の教育 訓練 を実 施 してい た。

実施状況のタイプ 図書館情報学 法学 医学 経営学

1.独 立科 目 89(%) 11(%) 14(%) 0(%)

2.他 科 目 85(%) 79(%) 67(%) 19(%)

3.セ ミ ナ ー 他 43(%) 54(%) 67(%) 23(%)

4.自 習 、 他 13(%) 27(%) 78(%) 65(%)

(複 数 回答 も可 と した)

*図 書 館 情報学

独 立 の科 目、他 の科 目の一部 な ど、複 数 の科 目で す べて の大 学 で実施 されて を り、 オ ン ラ

イ ン実 習(平 均4.8時 間/人),CD-ROM利 用実習 な ど も100%実 施 されて い る。
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利 用 ベ ンダー システ ム 利 用CD-ROMシ ステ ム

DIALOG 100% WILSON89%

BRS 51% DIALOG61%

WILSON 36% OCLC26%

MEDLINE 12% SIL.PLAT.26%

ORBIT 12% EBSCO15%

その他8種 UMI他1各4%

図書館 情報 学科 を もっ大学 で は、図書 館 で のオ ンライ ン検索 サ ー ビスは100%実 施 され て

お り、図書 館が行 うオ ンライ ン利 用者 教育37%、 他学 科 に お け るオ ンライ ン検索 教 育

訓 練 も、法 学39%、 医学17%、 経 営学9%、 化学7%、 経済 、人 文科学 各

2%で あ り、図 書館情 報 学科 を もたぬ大学 よ り活発 に実 施 され て い る。

*法 律学

法律 家 の仕事 の大部 分 は法 律調 査 で あ り、多 くの機 械 可読 資料 が存 在 す る。 す べて の大 学

で、独 立科 目また は、他 の科 目の一部 と して オ ン ライ ンデー タ ベー ス検 索教 育 が行 わ れて

い る。 法学 部で は 、月間 の固定 料 金 で の無 限利用 や 、大 幅な割 引 き料 金 での デー タベ ー ス

利用提 供 が多 いの で、学 生 が十分 に オ ンライ ンの実 習経 験 を持 つ こ とが で きる。 近年 、

法律 デ ー タベー スの利用 が急 増 して い るの は、若 い法律 家 が よ く利用 す るか らで あ る。

*医 学

MEDLINEを は じめ、生命 科学 分野 には 、多 くの デー タベー スが あ り、医科 大学 、病

院、保 健施 設で 、早 くか らオ ンライ ン利 用 されて いた。 しか し、法 律分 野 にお ける よ うに

デ ー タベ ース検索 が 、実際 の医療 行為 に不 可欠 で はな いので法 学 部 ほ ど、 その教育 訓練 に

熱心 で はな い。 しか し、回答 校 の31%は 、必 修科 目 と してい る。

*経 営学

90%の 大学 で オ ン ライ ン検 索教 育 を実 施 して い るが、必修 と して い るの は4%で あ る。

法 律分野 の例の よ うに、 ベ ンダー が教 育用 に低料 金 で のデー タ ベー ス利 用 を提 供す れ ば 、

企 業体 で の利用増 加 にっ なが るで あ ろ う。

*大 学 学部 、小 、中 、高校 に おけ る教 育

現 在 で は、学生 、生 徒 は、家 庭 で 、 メデ ィア ・セ ンター な どで パ ソ コ ンに親 しんで い るの

で 、彼等 をデー タベ ー スの世 界 に導 くの は容 易 であ る。 ベ ンダーが将 来 の市場 開拓 と し
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て、 か れ らに も利用 教 育 がで きるよ うに、便宜 を計 るべ きで あ る。(EU)

〈文献2>

下村 陽子(東 京大学 社 会学 部):オ ンライ ン情報 検索 と大 学 図書 館 に おけ る利 用教 育,社

会教育 学 ・図書 館学 研 究,No.9,pp.23-32(1985).

大学 図書館 にお け る外部デ ー タベ ー スのオ ンライ ン検索 は、現 在 で は、 ほ とん どが ライ

ブ ラ リア ンを仲介者 と してサ ー ビスが行 わ れてい る。 デー タベ ー ス検索 システムが コマ ン

ド言 語 、主題 語彙 、個 々の システ ムの特 性 に通 じて いな けれ ば使 い こなす ことが難 しい状

況 にあ るが、近 い将来 、利 用者 が 自分 で検索 す る システ ムが 到 来す る と考 え られ る。

現在 で もすで に学 生 が直接 に、デ ー タベー スにア クセ ス して 、 自分 の必要 とす る情 報 を

検索 す るための教 育 の ニー ズは高 ま って い る。 オ ンライ ン検 索 の利 用教 育 は ど うあ るべ き

か にっ い て、先行 して い るア メ リカの大学 図書館 にお け る見解 を文 献 に よ って紹 介 して い

る。

(1)ラ イ ブラ リア ンによ る代 行 検索 の場 合の学 生 に対 す る教 育 。

① オ リエ ンテー シ ョン レベル

オ ン ライ ン検 索 サ ー ビスの説 明 と利用方 法、 オ ンライ ン検 索 と印刷 形態 の索 引 との差

異 と類 似点 な ど図書館 が提 供 して いるオ ンライ ン検索 サ ー ビスへ の認識 を高 め る。

② イ ンス トラク シ ョンレベル

サ ー ビス利 用 の た めの準備 と して、予備 調査 の仕方 、検索 プ ロセ ス、 サー ビスの限 界

な どにっ いて理解 させ る。

(2)学 生 が直接 利用 す る場 合 、す なわ ち、 エ ン ドユーザ の利用 教 育 と訓練

・初 期教 育で の到達 目標 とな る技術 レベル

① 機械 装置 の利用 法

② シ ステムの言語 の主 な取 り決 めの把握

③ 文献 レコー ドの検索 可能 な フ ィー ル ドの識 別 と自分 の ニー ズ に合 うデー タベ ー スの

識別

④ 論 理 演算子 を利 用 す る能 力

・熟達 レベル を 目指 す教 育訓 練

① 関心領域 のデ ー ス フ ァイ ル と認 めた特定 のデ ー タベー ス フ ァイルか ら、有用 な文献
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を検索 す るた め、 よ り包括 的な二 、三 の文 献 検索 システ ムを容 易 にか っ確実 に利 用

す る能 力。

② 研究分 野 にお いて 、 自分 に と って最 も有用 な デー タベ ー ス フ ァイ ルか ら、本 質 的 に

適合 す るすべ て の文 献 を効 率 よ く検索 で きる高 度 の技 術 を身 につ け、そ う した シス

テ ムのい くつ か を利 用 で きる こと。

デー タベ ースの オ ンライ ン検索 が大 学 図書館 に導入 された場 合 には、 図書 館 員 によ る利

用教育 が 積極的 に実施 され な ければ な らない。AthertonとChristianは 、"利 用者 が オ

ンライ ン検索 に際 して 、特定 のキー ワー ドや統制 語彙 の問題 を考 えな けれ ばな らな くな っ

た場 合 、利用者 と レフ ァ レンス ライ ブ ラ リア ンの間 の コ ミュニケ ー ションの必 要 が増大 す

る こ とか ら、 オ ンライ ン検索 サー ビスは積 極 的な利 用教 育 の必 要 を と もない、 さらに、 コ

ン ピュー タを利 用 した レフ ァ レ ンス システム 自体 と、 多様 な デー タ ベー スの特性 と内容 に

対す る、 多 くの利 用者 の好 奇心 に応 じるた め、 また、初 心者 の利用 者 の非現 実 的な期 待 か

ら生 ず る誤 解 を正 す た めに も利 用教 育 が必要 で あ る、"と 述 べて い る。(EU)

<文 献3>

石 川徹也(図 書 館情 報大 学):デ ータ ベー ス技術 者認 定 試験 と大 学 におけ るデー タ ベー ス

に関す る研 究 ・教育,情 報 の科学 と技 術,Vol.38,No.8,pp.420-422(1988).

開発 努 力 によ って 、現行 の システ ムが高機 能化 して 新規 の シス テムが出 現す る。 デ ー タ

ベー ス関連 技術 で は、構築 で は情 報 の発生 の時点 でDTP(机 上 自動編 集)お よび、電 子

出版 システム機能 に よ るダイ レク ト ・デー タベー ス化 、維 持 に関 して はCD-ROMの 出

現 に よ る高密度 、永 久密 度化 、検 索 に関 して は 自然言 語 処理技 術 、 お よび 、人工知 能技 術

に よ る情 報 内容 の 自動 解析 ・推 論 に よ る検索処理 、伝 達 に関 して は、ISDN(総 合 デ ジ

タル通 信)技 術 の出現 によ るマ ルチ メデ ィアデー タ ベー ス化 な ど、高度 デ ー タベー ス化 す

る とと もに、 それ らの利用 が 可能 にな って きて い る。

このよ うな状況 で の情報 利 用 のた め には、誰 で もが 自由 に、時 間 、距 離 な どの障 害 な し

にデ ー タベー スにア クセ スす る権 利 を保障 す る ことので きる検 索 システムを確 立 して お か

なけ れば な らな い。 したが って 、 デー タベー スに関 して 、大学 が行 うべ き教育 は、本 来 は 、

サ ーチ ャー(デ ー タベー ス技 術 者)と い う仲介 者 な しで も、 デー タ ベー スの活用 が で き る

よ うに 、その構築 、検 索 システ ム、 お よび、利 用 にっ い ての正 しい認識 と、活用 の た め の
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技術 的手 法 にっ いて 、実 施 され るべ きで あ る。

また 、 これ らの デー タベー ス構 築 、検索 におけ る根本 的な 問題解 決 と改 良 の ため の研究

・開 発 が 、大学 等研 究 機関 で行 わ れ るべ きで あ る。

現 状 にお け る実務 、 いいか えれ ば、現 在 の デー タベ ー ス検索 シス テム にお いて必要 と さ

れ るサー チ ャー と い う職種 のた めの、 デー タ ベー ス技術 者認定 試 験制 度 の確 立 に よ り、 そ

の試験 内 容 の範 囲 が デ ータ ベー ス技 術教 育 の範疇 で あ ると して 、大学 に おけ るデ ー タベー

ス技術 教 育 の範疇 を規 定す る よ うな ことにな って はな らない。(EU)

<文 献4>

Lawry,A.K.(ColumbiaUniversity):BeyondBI:InformationLiteracyinElectronicA

ge(文 献 調 査 利 用 教 育 を 超 え て:電 子 時 代 の 情 報 リ テ ラ シ ー),ResearchSterategies,

Vo1.8,No.1,PP.22-27(1990).

コ ロ ンビア大学 で は、1988年 秋 よ り、従 来 、図書館 利用指 導 と して実 施 して きた"Bib-

liographicInstruction文 献 調査 教育"を 、 よ り進 めて 人文 系 の大 学 院生 に対 して選択 科

目で はあ るが 、電 子 情 報源 の検索 技 術 、デ ータベ ー スを利 用 して の研 究手 法 の習得 な どを

含 む情 報 リテ ラ シー の ための正 規 の科 目が 、 フ ァカル テ イステ イ タ スの 図書 館員 を講 師 と

して スター トして い る。受 講生 の反 応 も良 く、積極 的 に学 生 に受 講 を勧 め る教 員 も多 く、

回を重 ね る ごとに受講 生 が増加 して い る。 その内容 を以 下 に紹 介 す る。

科 目名:ResearchintheHumanities:apracticumonresourcesandmethods.

単 位数:1.5単 位(2時 間 ×8回)

各学期 ごと に1コ ー ス 年2回 。

目標 は、 人文 科 学分 野 の専 門研 究 に必要 な書誌索 引 な どの印刷 体 の参 考 図書 類 、 およ び

年 々増 加 してい る抄録 索 引 デー タベ ー スや、 フル テキ ス トデー タベ ー スな どの新 しい電 子

媒 体 の情 報 源を熟 知 させ、 その利 用法 を マ スター させ る こと。 オ ンライ ンデー タ ベー ス

や、CD-ROM検 索 技術 の習得 。 さ らに、 パ ソ コンによ る個 人情報 管 理法 、学 術 コ ミュ

ニケ ー シ ョンの シス テ ム、 コ ン ピュー タ利 用 によ るテキ ス ト分 析研 究 な どにつ いて実習 を

ま じえ て教授 す る。 必 須課 題 と して 、各 自の専攻 か らテ ーマ を選 び 、二 次 資料 類 、CD-

ROM、 お よび、 オ ンライ ンデー タベ ー スを利用 して検索 して 、SelectedBibliography

を作 成 す る。(EU)
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〈 文 献5>

Ward,S.N.andOsegueda,L.M.:TeachingUnivercityStudentEnd-UsersAboutOnline

Searching.(エ ン ドユ ー ザ と し て の 大 学 生 へ の オ ン ラ イ ン 教 育),ScienceTechnologyLi

brary,Vo1.5,No.10,PP.17-31(1984).

学 部 、 および大学 院 で の オ ン ライ ン検 索 の教育経 験 か ら、学 生 は コン ピュー タ検 索 の プ

ロセ スの体験 によ って,情 報 検 索 の戦 略 、 フ ァイ ルの選定 、検 索 結果 な どに ついて 、検 討

・評価 した り、雑 誌記 事索 引 、件 名索 引 、 シソー ラスな ど、文 献 調査 や 、 レフ ァレ ンス ツ

ールにっ いて関心 を もち、学 習意 欲 を もっ こ とが観察 され 、結 果 的 に、 図書館 資料 の よ り

効 果 的な利 用者 を育 成す る ことにな った。

オ ンラ イ ン検 索 の実 習教育 の 目的 は、単 な る技 術 教育 で は な く、 この よ うな強 力 な ツ ー

ルの存在 す る こ と、科学 技術 情報 が記 録 され 、索 引 されて各 種 の 出版物 とな り、必 要 な情

報 を探索 す るに は、 マ ニュ アル、 また は、 オ ンライ ンの手 法 が あ る こと、 図書館 員 が そ の

プ ロセ スにっ いての有 力 な コ ンサ ル タ ン トで ある こ とを理 解 させ る ことで あ るべ きで あ り、

この教育 に よ り彼 等 は 、大 学 院 で も、実 業 界で も、個 人 の生活 で も、未来 の新 しい情 報 検

索 ヘ チ ャ レンジす るこ とが で き ると述 べ て いる。

スタ ンフ ォー ド大学 の事 例

科 目名LIBRARY:LIBRARYRESOURCESANDRESEARCHMETHODS(3Units)

学部1年 よ り大学 院 まで 、

HUMANBIOLOGY112:EDUCATIONALPOLICY

学部 上級 生 の セ ミナ ーク ラス

HUMANBIOLOGY40:PUBLICdecisionmakingregardinghumanhealth

必 修科 目のた め120-165名 が履 修 。

4人 グ ルー プで代表 の みが実 習す る。

いず れ も、端末4台 で 、実 習時 間 は、2時 間 ×2回 、DIALOGよ り、PSYCHO,SOCIAL

SCISEARCH,MAGAZINEINDEXな どの デー タベ ー スか ら、特定 テー マの文献 検索 を行 う。

サ ンホセ大学 の事例

科 目名BIOLOGY154:COMPUTERTECHNIQUESINBIOLOGY

16-20入 の ク ラスで、端末2台 、実 習 は2時 間 ×2回 、BIOSISに よ

って、 自分 の課 題 にっ いて の検索 を実 行す る。
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科 目 名PSYCHOLOGY291:METHODSDESIGNOFAPPLIEDRESEARCH

卒 業 論 文 の た め の プ ロ ジ ェ ク ト と して 、 研 究 デ ー タ や 資 料 の 、 コ ン ピ ュ ー タ に

よ る デ ー タ ベ ー ス 構 築 、 索 引 原 理 を 学 ぶ た め に 、PsychologicalAbstracts,

IndexMedicusな ど を 利 用 し て 統 制 言 語 、 シ ソ ー ラ ス 、 オ ン ラ イ ン 検 索 な ど に

つ い て 学 習 す る 。(EU)

〈 文 献6>

Hoover,D.G.andCIayton,V.:GraduatebibliograhicinstructioninERIConCD-ROM.

(CD-ROM版ERICを 使 っ た 大 学 院 に お け る 書 誌 利 用 教 育),Behavioral&Social

SciencesLibrarian,Vol.8,No.1/2,PP.1-12(1989).

ニ ュー ヨー ク市立 大 学 の レー マ ン ・カ レ ッジに おいて は、大学 院 課程学 生 のた め の書 誌

利用 教育 プ ロ グラムがCD-ROM版ERICを 含 め るまで に拡 大 して い るので あ る。

それ は、 プ ロ ジェク ト・セ ミナ ー とい う6単 位 の2学 期 にわ た る コー スで、36単 位 の

修士 課程 プ ロ グラム の最 終 コー スであ る。 この コー スは学生 に学 習 過程 の なか で、 彼 ら

が学 び、経 験 して きた ことを、 応用す る機 会 を与 え よ うとす る もので あ る。

レー マ ン ・カ レッ ジの教育 担 当者 は、 「うま く研究 問題 を解決 す る こと、図書 館 の探 索

戦略 をたて る こと、見 つ けた情報 源 を評価 す る こと、 さま ざまの タ イプの情 報 の間 の 関係

を決 定 す る こ と」 な どの複雑 さを理解 してい た。

第 一部 の書誌利 用 教育 は、教育 担 当図書館 員 に よ り行 われ、 そ の 目的 は次 の一 連 の質 問

に表 わ され る。

一文献 探索 の基 本 的 な技法 と戦 略 は何か?

一教 育 お よ び関 連 領域 の主 な書 誌的 資料 ・情報 源 は何 か?

一人 は、 自分 の情報 フ ァイル を どの様 に組織 す べ きか?

そ して 、 自分 の選 ん だ テー マの背 景 とな る情報 、他 のテー マへ の テーマ の関係 、キ イ とな

る言葉 と概 念 の定義 、 その主題 の範囲 内の 出版 物 、そ の分 野 の中 の名称 、予備 書誌 の ため

の関連 文献 の調 査 な どを行 うこ とによ り、文献探 索 の基礎 を 、印刷 物 を使 って学 び 、 この

授業 の最後 には コ ン ピュー タを使 った文献 探索 の重要 性 を認 識 す る。

第 二部 はCD-ROMを 使 ったERICの 情報 検索 で あ る。 第一 部 の授業 は、教 育 の専

門家 に よ って行 わ れ るが、第 二 部 はデ ータベ ー ス探索 に熟達 した 人 によ って行 わ れ る。
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学生 は最 初 に、 印刷物 によ る情 報検索 入門 の授業 を受 け る。RIEやCIJEを 印刷 物

によ り利 用す る実習 を行 い、 この経験 に よ り、 マニ ュ アル検 索 と コ ンピュー タ検索 の差 を

理解 し、機械 検索 の利点 と弱点 を使 い こなす こ とが 出来 るよ うにな る。

レー マ ン ・カ レ ッジで使 わ れて い る具 体 的 な検 索 問題 の事例 は次 のよ うな もので あ る。

例 え ば 「初 等学校 にお いて ア メ リカの歴 史 を教 え る際 の カ リキ ュラム資料 」。

この質 問 は3つ の別 々の要素 に分割 され る:「 ア メ リカの歴史 」 「初等 学校 」 そ して

「カ リキ ュ ラム」 で あ る。 これ らの3っ を別 々 に検 索 した経 過 は、機 械 が その結果 を別 々

の もの と して蓄積 して お き、次 に適切 な プー ル演算 子 で それ らの要 素 を組合 せ 、可能 な 限

り明確 に扱 われ る。(MT)

〈 文 献7>

Haupt,Ann-C.:OnlinebibliographicdatabasesandusereducationatLuleaUnivers

ityofTechnology,Sweden(ス ウ ェ ー デ ン の ル ー レ オ 工 科 大 学 に お け る オ ン ラ イ ン 書 誌

デ ー タ ベ ー ス と 利 用 者 教 育),IATULQuarterly,Vol.1,No.1,pp.41-43(1987).

ルー レオ工科 大学 は1971年 に設 立 され3,500人 の学生 数 を有 す る。図書 館 は研

究 と教育 に おいて積極 的 な役割 を果 たす こ とを 目指 し、17人 の職 員 が い る。

利用 者教 育 の常 設 の プ ログ ラム は、1980年 か ら始 ま り、次 の二 つ の レベルか ら構 成

されて い る。

(1)新 入生 を対 象 と した 図書 館利 用 の入 門 コー ス

(2)最 終学年 の学 生 を対 象 と した情 報検索 のた めの必 修 の主題 オ リエ ンテー シ ョ ン ・

コ ー ス

この情報 検索 コー スは、最 終学 年 にお いて16時 間で 行 われ 、1単 位 が与 え られ 、必 修

で あ る。 昨年 は220人 の学 生 に対 し、約15の グルー プに分 かれ て実施 され た。 学 習期

間中 に、検索 技術 習得 の ため20時 間 が与 え られ て い る。 図書 館 で はそ の上 に、必 要 な場

合 には、大 学 の内外 に 、主 題検 索用 の コー スを用 意 して あ る。1985年 には、大学 院 生

のた め の情 報検 索 コー スが行 わ れて い る。

教育 プ ログラムの財 源 は図書館 と研 究 プ ログラム委員 会 とに よ って分 担 され 、図書 館 は

スタ ッフの財源 を持 ち、委 員会 はオ ンライ ン検索 の費 用 を負担 して い る。 これ らは、昨 年

の実 績 で 、4万 ス ウェー デ ン ・ク ラ ウ ンに達 してい る。
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プ ログ ラムの具 体 的内容 は次 の通 りであ る。

第1講:科 学 的 コ ミュニケ ー シ ョン、情 報検索 法入 門(2時 間)。

実 務 的参 考分 析 、技 術論 文 にお け る参照 文献 の書 き方 、文 献 の配置 、主 題 の物 語

体 記述(2時 間)。

第2講:文 献探 索 法(2時 間)。

実務 的 な索 引 と抄録 の探 索法 、EngineeringIndexの 利用 は必 修(6時 間)。

第3講:オ ンライ ン書誌 デー タベ ー ス、工学 分野 のい くっか の デー タベ ー ス入 門

(2時 間)。

実務 的 な探 索 、探索 用語 、探 索戦略 、利 用 す べ きデ ー タベ ー ス、評 価 、新 しい課

題 、(4時 間)。

次 に評 価 の問題 で あ るが 、情報 検索 コー スが、主要 コー ス、事 例研究 、 あ る いは プ ロ ジ

ク トと して まとめ られ た場 合 に は、図書館 が全評 価過 程 に参加 す る ことが重 要 で あ る。学

生 は、 そ の結 果報 告 をそれ ぞ れ異 な った方 法 で提 出す る。最 も一般 的 な形 は技 術論 文 の形

態 で あ る。一 方 、学 生 はその技 術成 果 を、そ の分 野 の エ クスパ ー トであ る、企 業 の研究 者

や代 表者 に対 して 、 口頭発 表 で行 うことがで きる。通 俗 的な発 表 において は 、専門 家 で な

くと も理 解 で きるよ うに工 夫 され るた め、図書館 員 は、 この機 会 に招 かれ る。

図書館 サー ビスが ルー レオ大 学 で始 め られ た当時 は、 コ ン ピュー タ情 報検 索 は図書 館 の

日常 業務 の うちの 自然 に拡 大 して い く部分 と して考 え られ、効 率 的 な情 報業 務 の基 本 と し

て考 え られて いた 。将 来 は、 この利 用者(エ ン ドユー ザー)は 端 末 を使 って情 報検 索 を行

う技 術者 自身 とな るで あろ う。(MT)

<文 献8>

白岩謙一:実 技実践へ結んだ 「データベー ス概論」:そ の教育計画 と推進/達 成/成 果,

第27回 情報科学技術研究集会発表論文集,PP.231-244(1990)

情 報 化社 会 の進 展 と ともに、 ニー ズの高 ま った デ ータ ベー スの有用 性 を フル に活用 す る

近代 的情報 管理 技 法 の教育 に必 要 とされ る事 項 は、 システム、通 信 、情報 処理 概 念 、情 報

検索 の基 本 と運 用 、既 存 デー タベー ス とフ ァイ ルな どにっ いて の最少 限度 の知 識 と、検 索

テ クニ ック とスキル の習得 で あ る。

1990年 に ビジネ ス専 門学 校 お よびく短期 大学 で 、筆者 が実 施 した授 業 「デ一 夕ベ一
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ス概論 」 の 内容 を紹 介 し、問題 点 を列 挙 した。

コ ン ピュー タな どの機器 を利 用 して 、 デー タベ ー スか ら特定 の 目的 にか な う情報 や 、 デー

タを収集 し、活用 す る手法 を教 育 す る には、理 論 に偏 らないで 、デ モ ンス トレー シ ョンや、

実技 指導 な しに は、教 育効 果 はあ り得 な い が、 そのた め に は、機 器 の整備 、実習 に要 す る

経 費 の調 達 、教 育 の実践 モ デ ルが少 な いな ど多 くの問題 点 が あ る。

授業 開 始時 に、全 授業 、週 一 時 間十分28回 、 また は、週一 ・五 時 間14回 の教授 内容

の主題 リス トと、主要 テク ニカ ルター ム の解説 資料 を配布 して 、受 講者 に、毎 回 の授業 の

進度 と達 成意 識 を 自覚 させ る こと と、専 門 用語 の知 識 の徹底 を計 った ことが 、教育 の効 果

をあ げ る ことに役 立 った。(EU)

<文 献9>

Cooper,M.(QueensCollege,CUNY)andLunin,L.F.(CornellUniversity・):Education

andTrainingoftheInformationProfessional(情 報 専 門 職 の 教 育 訓 練),AnnualRevi

ewInformationScienceTechnology,VOL.24,PP.295-341(1989)

情報 専 門家 を養成 す るた め の教 育 ・訓練 につ いて 、1976-88年 のABI/INFORM,BIOSIS,CAS

,ScienceCitationIndexな ど15種 類 のデー タベー スを検索 して220点 の文献 リス トを作 成

した。 さ らにそれ らを大学教 育 プ ログ ラム と関与 、 カ リキ ュ ラムの展 開 と傾 向 、単 位認 定

制度 と免許 、職 業訓練 ・生 涯教 育 、雇用 問題 、専 門教 育 、教育 訓練 の 国際 的見 解 な どにわ け

て レ ビュー し、今後 の方 向 を指摘 した。

計算 機 科学 、特 に情報 システム、 デ ー タ処 理 の教 育 は、本 来 、修 士 レベル で始 め られて

いたが 、1970年 代 の半 ばか ら学部 課程 の重 要 科 目 とな ってい る。180の 情報 システ ムの課

程 があ るがそ の73%が 学 部課 程 の科 目で あ り、他 は情報 科学 の修士 課程 で の選択 コー スで

あ る。全 米 で は、現 時点 で1200以 上 の情 報 工学課 程 が存 在す るが、 この学 科 の新 卒業 生 の

需要 は徐 々 に減 少す るので 、 その規 模 も数 も少 な くな る と思 わ れ る。

カ リキ ュ ラムにつ いてTaylorは 次 の6つ の主題 を提 案 して い る。

(1)情 報 の組織 化 と検索(2)情 報環 境(3)情 報媒 体(4)シ ステム と技 術

(5)調 査方法(6)管 理

さ らに彼 は図書 館学 で は特定 組織 に と らわ れ ない全体 的 な情報 構造 の一 部 と して考 え ら

れ るので 、利用 者 とそ のニ ー ズにつ いて も重視 す べ きで あ る と規 定 して い る。
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また、BorkoとGoldsteinは 基礎 コー ス と して、 図書 館 情 報 システム、情 報 工学 、 コ

ミュニケ ー ショ ンネ ッ トワー ク、 アプ リケ ー ション ツー ル、情 報 スペ シャ リス ト概 論 な ど

の科 目を含 む モ デル カ リキ ュ ラムを作 り、既 設 また は新設 の情 報工 学 に取 り入 れ る ことを

勧 めて い る。

Tonopirは 図書館 学 の中 に次 の ものを取 り入 れ るべ きで あ る と主 張 した 。

(1)シ ステム分析 と展 開(2)デ ー タベー スと フ ァイル構造 、 デー タベ ー スマ ネ ジメ

ン トシステ ム(3)計 算 の理 論 と数学(4)シ ステ ムプ ロ グラムの作成

(5)ア プ リケー ショ ンプ ログ ラムの作 成 .

英 国 の14の 図書 館 ス クー ル(修 士課 程)で は、 カ リキ ュ ラム に情報 技術 関 連科 目を組

み込 んで い る とい う調 査結 果 も報 告 されて い る。

情報 技術 の進 歩 は、 大学 にお け るカ リキ ュ ラム を変 革 させ る推進 力 と もな って い る。例

えばパ ソ コ ン利 用 とオ ンライ ン検 索教育 が欧 米 の図書 館学 科 で増加 してお り、 ビジネ ス ス

クールや工 学専 門学 校 の カ リキ ュ ラムに もオ ンライ ン検索 を導 入 す る努 力 が な されて い る。

さらにカ リキ ュ ラム の中 に エキ スパ ー トシステ ムや人工 知能(AI)を 取 り入れ るモ デ

ル も提 案 され て い る。 図書 館情 報 学 の学 士 、お よび修士 課 程 で はDBMSや デー タベ ー ス

管理 の教育 導入 はデー タ処 理専 門 職 と図書館 専門職 とを合 併 した新 しい職 種 を開 くよい機

会 を得 るに役立 っ と予 測 され る。

調査 によ る と、 この十数 年 間 、 オ ンライ ンサー ビスにっ いて の トレー ニ ング は多 くの注

目を集 めて い る。 そ して、誰 が トレー ニ ングを し、誰 が トレー ニ ングに責 任 を持 つ か とい

う問題 が広 く討 論 され てい る。 また、 オ ンライ ンサ ー ビスによ って エ ン ドユ ーザー が広 が っ

て行 く現象 は、情 報専 門 家 でな い グルー プを情報 専門 家 の範 囲 に引 き込 ん だ と もいわ れ て

いる。情報 活動 を行 う職場 の中 で、技術 の広 が りは管理 者 に対 して実地訓 練 、内部 研修 、

自己成長 の機会 を与 え る よ う要求 す るよ うに な って きた。(SH)

〈 文 献10>

Tenopir,C.(UniversityofHawaii):EducatingFutureProfessionalSearchers:the

RoleofFormalEducation(未 来 の プ ロ サ ー チ ャ ー 教 育:公 的 教 育 の 役 割),Library

Journal,VOL.114,No.14,pp.164'-165(1989).

専 門職 系大学 院 カ リキ ュ ラムへ のデー タベー ス検索 の導 入 にっい て、筆者 は アメ リカ 図
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書館 協会 認定 図 書館 情報学 大学 院 を 、M.E.WilliamsとC.Huは 図書館 情報 学 お よび法律 、 医

学 、経 営 の各専 門職 系大学 院 を対 象 に調 査 を実施 した。

米 国 とカ ナダ の アメ リカ図書館 協 会認 定 図書館学 大学 院 の60校 す べてが 、 オ ンライ ンと

CD-ROMデ ー タベー スについ て何 らか の教 育 を実施 して いた。 こ こ10年 間 で大 き く変 化 した

こ とは、 検索法 を学習 す る学 生数 と演 習 の量 が増 加 した点 であ る。認 定校 のお よそ80%に

お いて 、4分 の3ま た はそれ以 上 の学生 が オ ンライ ン検索 を履修 してお り、CD-ROMに つ い

て も同様 で あ る。認定 校 の40%で は、学生 全 員が オ ンライ ン検 索 を履修 し、56%は 学 生全

員 に対 してCD-ROM検 索 を履 修 させて い た。CD-ROMと オ ンライ ン検索 の両 方 を学生 全員 に履

修 させ て い るの は、認定校 の34%で あ り、 カ ナダの認定 校で は71%に の ぼ って いる。

検索 の演 習方 法 に は、 オ ン ライ ン、CD-ROMの ほか に、主要 な オ ンライ ン ・システ ムの コ

マ ン ドや 特徴 を備 え た シ ミュ レー タの使 用 が あ る。過去5年 間経 費 の関係 か ら、CD-ROMへ

の ア クセ ス に制 限を設 けて は いな いが 、 オ ンライ ンにっ いて、学 生一 人 あ た り平 均4.8時

間 の使用 に制限 して い る。

Williamsら の調査 によれ ば、 図書館 専攻 の大 学院 の89%は デー タベー ス検 索 につ いて独

立 した科 目を提 供 してお り、他 の科 目に組 み入 れて いる学 校 も多 か った。 同様 に、認定校

の82%は デ ー タベー ス検索 に あて た科 目 を少 な くと も一 つ提供 して お り、 さ らに25%が 一

つ以 上 の科 目を提 供 して お り、8%が デ ー タベー スに関 す る科 目 を必 修 に して いた。 オ ン

ライ ンまた はCD-ROMデ ー タベ ー スの検 索 を取 り入れ た科 目に は、主題 書誌 、政府刊 行物 、

レフ ァ レンス、情報 の検索 と蓄積 、 図書館 自動 化 な どが あ る。 また、初級 、上級 の検 索 ク

ラスの他 、法律 、経 営 、衛 生 、非 書誌 な どのデー タベー スを扱 う専 門科 目 も設 け られて い

る。

認定 校 のす べ てが書 誌 デー タベ ー スの教育 を中心 として い るが 、Williamsら によれ ば、

83%の 大 学 が同時 に非 書誌 デ ー タベー スの教育 と演習 を実施 してい る。 また 、多 くの大 学

で デ一 夕ー ス技術 関連 の科 目が提 供 され て お り、 デー タベー ス設 計 につ い て専 門の科 目ま

たは他 の科 目に組 み入 れて教育 して い る大 学 はお よそ90%に のぼ る。

オ ン ライ ン教 育 につ いて は、DIALOGが す べて の大学 で利 用 され て お り、90%の 大学 は複

数 のオ ンライ ン ・システ ムを利用 して いた 。DIALOGに 次 いで よ く利 用 されて い るのがBRS

で あ り、50%の 学 校 で利用 され て いた。 一方 、CD-ROMシ ステ ムで は、WILSONDISC、DIAL

OGONDISCな どが よ く利用 されて いた6多 くの学 校 がCD-ROMワ ー ク ステー シ ョンとデー タ

ベー ス を今後追 加す る計 画で あ る。様 々なCD-ROMデ ー タベー スを あ らゆ る授 業 の なかで利
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用す る のが 、近 年 のデ ー タベー ス検索教 育 の主た る変 化 とな って い る。

Williamsら の調 査 によ る と、 オ ンライ ン検 索 は法学 系大学 院 に おい て よ く導 入 されて お

り、 医学 系大 学院 で も教 育 され 、 いず れ も独 立 した コー スが設 け られ て い る。 経営 学 系大

学 院 で も、 カ リキ ュ ラムに オ ンライ ン検 索 を取 り入 れ始 めて い る。

デ ー タ ベー ス教 育 は、専 門職 系大学 院 の カ リキ ュ ラムの重要 な一 部 とな って お り、今後

もそ うあ り続 け るで あ ろ う。図書 館学大 学 院 では 、多 くの異 な った システ ム とデー タベ ー

スを教 育 して お り、 この点 で もベ ンダー に よ る教 育 と異 な る。 学生 は検 索技 能 に加 えて 、

各種 デ ー タベー スの評 価技 能 も身 につ け る。 また 、 デー タベ ー スは様 々 な授 業 で扱 われ る

た め、学 生 はデー タベー ス検索 を よ り広 い文脈 の なか で学 習す る ことがで き る。(IT)

〈 文 献11>

Loughridge,B.:InformationTechnology,theHumanitiesandtheLibrary(情 報 技 術 、

人 文 科 学 お よ び 図 書 館),JournalofInformationScience,VOL.15,NO.4/5,pp.277-286

(1989).

情 報技 術 が人 文科 学 の研 究 と教 育 に浸透 して来 っ っあ り、各 種 の デー タベ ー スが作 られ

文献 検索 や デー タ検 索 が研 究活 動 の中 で行 われて い る。 デー タベー ス検 索 の ソフ トウエ ア

パ ッケ ー ジの利 用 や オ ンライ ン検索 が人文 科学 の研 究 ・教育 上 で必 須 の こと とな って お り、

図書 館 で の書誌 サ ー ビスや印刷 ・出版 へ の コン ピュータ利用 が普及 して い る現 状 で もあ る。

教 育研 究 活動 へ の情 報技 術 の導 入 が浸透 す るにっ れて多 くの専 門研 究 グルー プ、学 協 会 、

出版 物 、会 議が 生 まれ た。 コン ピュー タ利 用 を研究 す る人文 科学 の学 会 ・協会(ALLC,

AHC,CHArt,ACLT,ACH,CALL,CHumSIGな ど)が 特 に活発 で

ある。

新 しい教材 や教育 方 法 が生 み出 され 、結 果 的 に図書館 の コ レク シ ョンへ の研究 の依 存 を

弱 め る こ ととな るの で 、特 に人 文科学 分野 にお いて は大 学図 書館 の未 来 に重要 な影響 を持

つ ことが指 摘 され て い る。機械 化 され た図書 館 システ ムや オ ンライ ンカ タ ログは図 書館 や

大学 キ ャ ンパ ス その他 の コ ミュニテ ィの壁 をすで に越 して しま った。 コ ンピュー タ の進 展

は図 書館 での業 務 ・サ ー ビスに変化 を もた ら した ば か りで な く、電子 出版 ・電 子 メー ル ・

コン ピュー タ会 議 な どは別 の種 類 の"見 え ざる大 学"を 生 み出 そ うと して い る。

この よ うな情 報技 術 の発 達 が人文科 学研 究 と図書 館 のサ ー ビスや業 務 へ適 用 され る こ と
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にな って 、図書 館 の役割 や機能 が高 め られ 、図書館 員 の技術 ・資格 を見 直す機 会 を あた え

ること とな り図 書館 員 へ の専 門教 育が必 要 にな った。 図書館 情報 学科 で はカ リキ ュ ラムの

内容 を情 報技 術 、情 報管 理 な どへ広 げ るべ きで あ ろ う。

Kirkhamは 図 書館 学教 育 で は史 的書 誌学 、印刷 出版 史 、図書 館 資料 の取 り扱 い ・保護 ・

保 存 を十分 学 ん だ上 で 、情報 伝達 と情 報流 通 、情 報 源 とサー ビス ・利用 、'文献 探索 の三 つ

を中心 にす るこ とを提 案 した。 ま た、人 文科 学 の研 究者 と図書 館員 とは協 力 してEDFA

X、HUNBULの 利 用 、 オ ンライ ン検 索 、情報 検 索 ソフ トの利用 、 カ レ ン トア ウエ アネ

スの速 報 や書 誌作 成 へ の ワー ドプ ロセ ッサ の利 用 、 ビデ オパ ッケー ジの利 用 な どを学生 へ

指導 す る必要 性 も述 べ てい る。(SH)

〈 文 献12>

Sander's6n,R.M.(theUniversityofFloridaCollageofLaw):TheContinuingSagaof

ProfessionalEnd-Users:LawStudentsSearchDIALOGatTheUniversityof

FLORIDA(専 門 職 利 用 者 の 継 続 教 育:フ ロ リ ダ 大 学 の 法 学 生 のDIALOG検 索).Online,VOL.

14,No.6,PP.64-69(1990).

法律専 門職 は、既 に10年 以上 もの間 、LEXISやWestlawを 利 用 して きて い るが 、最 近

で は、DIALOGを 新 た に利用 し始 め る者 も出 て きて い る。DIALOG社 で は、法 律専 門職 に よ る

DIALO6の 利用成 果 を 明 らかにす るた め に、1989年 秋 、 フロ リダ大学 の法 学 生 を対象 にDIAL

OG検 索 のパ イロ ッ ト ・プ ロ ジェク トを開 始 した。 目的 は、LEXISとWestlawの 利用 経 験 の

あ る法 学 生 に法律 業務 遂行 にお け るDIALOGの 有 効性 を理 解 させ 、DIALOGを 法 律研 究 に組 み

入 れ る こ とにあ る。

そ の結 果 、2段 階 か らな る訓練 が有 効 で あ る ことがわ か った。 第1段 階 で はDIALOGと そ

の有用性 を説 明 し、第2段 階 で は、 デ ー タベー スの選 択 か ら検索 の実行 に至 る訓練 プ ロ グ

ラムを実施 し、 同時 に、LEXIS、IVestlawとDIALOGと の類似点 お よ び相 違 点 を特 に取 り上

げ る必 要 が あ る。学 生 は、実 際 に検索 して み るこ とで 問題点 を見 い だす ので 、訓 練後 の検

索 は重 要 で あ る。 検索 方法 を理 解 した後 に、学 生 が よ く出会 う問 題 は＼適 切 なデ ー タベー

スの選択 であ る。利 用者 によ る検索 が い か に普及 しよ うとも、 図書館 員 や情 報 専門 職 は 、

デー タベ ー スの選択 を援助す る役 割 を担 う こ とに な ろ う。'

学生 めLEXISとWest1'iwの 利用 経験 は、DIALOGの 利用 にと って概 ね有 益 で あ った が、 シ
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ステ ムの違 いが障 害 とな った。LEXIS、WestlawとDIALOGと の間 に は複 数 形 の処理 、 トラ

ンケー シ ョン記号 、演 算子 の処 理順 序 、 デー タベー スのタ イプ(前 者 は フル テ キ ス ト・デ ー

タベー ス)の 点 で大 き く異 な る。 学生 は書誌 デー タベー スの検 索方 法 を なか な か理 解 で き

ないで いた 。

今 回 のDIALOGの パ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジェク トの結 果 か ら、専門 職利 用者 の訓練 プ ロ グラム

には、下 記 の内容 を盛 り込 む よ う勧 め る。(1)シ ステ ムの性 能 と入手 で き る情報 の タイ

プ、お よ び基 本 的 な検 索 方法 を教 育す るセ ッシ ョン。(2)ヘ ル プ画面 等 を使 った オ ンラ

イ ンによ る指 導 。(3)シ ステム の操 作 と検索 例 を解説 した 資料 、利用 者 支援 のた めの電

話 サー ビス、 お よびサ ー ビス部 門 にお ける援助要 員 の確保 。(4)デ ー タ ベー ス選 択 の案

内。(5)デ ー タベー ス利用経 験 を考慮 した訓練 。(IT)

<文 献13>

Marx,B.(AUDIST,MinisteredesUniversite,France):UniversityUser'sEducationand

TrainingforOnlineRetrieva1(オ ン ラ イ ン 検 索 の た め の 大 学 利 用 者 の 教 育 と 訓 練),

Internationa10nlineInformationMeetingvol.4th,PP.447-456(1980).

フラ ンスのAUDIST(大 学科学 技 術情報 局)は 、大 学部 門の た め に科学 技 術情 報分 野 の政

策 を計 画 、実 施 した。AUDISTの 主 な活動 は、大学 の利用者 向 け に オ ンライ ン検 索 の教 育訓

練 を実施 す るこ とであ る。本稿 で は、AUDISTが1980年3月 か ら6月 まで に実施 した6回 の

教育 訓練 セ ッシ ョンの結 果 を分 析 す る。

セ ッシ ョンの 目的 は、MISTRALシ ステム に関 す る知 識 の獲得 と演 習 、 お よびQUESTEL/TE

LESYSTEMSホ ス トのデ ー タベー ス利用 で あ る。前 期 の3セ ッシ ョ ンは医学 、薬 学 図書 館 向

けにCANCERNETが 、後 期 の3セ ッ シ ョンは科 学技 術 図書館 向 け にPASCALが それ ぞれ使 用 さ

れた 。参加 者 は合計42名(1セ ッシ ョンあ た り7名)で あ り、利 用経 験 によ り4グ ルー

プに分 け、 セ ッシ ョンに参 加 させ た。

MISTRALの 訓 練 用 に4種 類 の印刷 資料 を作 成 し、参 加者 の利 用経 験 の違 い に基 づ いて組

織 され たセ ッシ ョ ンご とに配布 資料 を変 え た。 資料 は5項 目(MISTRALの 一 般 原理 、デ ー

タベ ー スの組織 、会話 の開 始 と終 了、索 引 に よる検索 、 フル テキ ス ト検 索 とそ の他 の コマ

ン ド)か らな る。

セ ッ シ ョン終 了 後 、PASCALの 非書誌 デー タベー スを対 象 に学 習効 果 の チ ェ ックが行 わ れ
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た。 その結 果、MISTRALに っい て理解 させ る必要 のあ る重 要 な特 徴 が明 らか とな った。

デー タベー ス利 用 の コス トを予 測 した が、実際 の利用 コス トは予 測 を下 回 った。 これ は、

接続 に手 間取 る ケー スが あ った こ とと、演 習 に ビデ オ ・ター ミナル を使用 したた めで あ る。

今後 の訓 練 を効 果的 に実施 す るには、以 下 の点 に留意 す る必 要 が あ る。利 用 者 の レベ ル

を正確 に把 握 し、そ れ に適 した訓練 を組 織す る こと。計 算機 科学 の入 門編 を設 け る と共 に、

データ ベー スの特 徴 につ いて よ り詳 細 な項 目を立 て るこ と。演 習 にあた って は 、検 索 主題

リス トを用意 し、十分 な端 末 台数 を確保 す る こと。 印刷 資料 は、絶 えず更 新 し、主 題 索 引

な どの表 示 や説 明 に改善 を加 え る こ と。(IT)

<文 献14>

井出嘉(東 洋大 学 社会 学部):大 学 におけ る情報教 育 システ ムの構 造;図 書 館 情報 学 の視

点 か ら,情 報科 学 論集,No.21,pp.1-10(1990).

学 生 が将 来 、そ れ ぞれの専 門領 域 で働 くと き、必 要 とす る ときに必 要 とす る情 報 を 自分

で捜 し、集 め、 それ を活 用 で きるよ う、基 礎 的知識 と技 能 を学 生時 代 に マ スター して おか

なけれ ば な らな い。 そ のた めの情 報教 育 の システ ムは、次 の リテ ラ シー教育 に よ って構 成

され る。

① 情報 リテ ラ シー(Informationliteracy)教 育:ま ず 、 この基盤 が あ る。 そ の上 に

次 の教 育 が組 み立 て られ る。

② コ ン ピュー タ ・リテ ラシー(Computerliteracy)教 育:情 報化 対 応教 育 、即 コ ン

ピュー タ ・リテ ラ シー教育 と受 け取 られ るほ ど、 注 目の的 にな って い る。

③ 図書 館 リテ ラ シー(Libraryliteracy)教 育:こ の 中に は、書誌 的 リテ ラ シー(

Bibliographicliteracy,Bibliographicinstruction)教 育 が 含 ま れ る。

情 報 リテ ラシー とは、特定 の要 求 に応 え るため に必 要 な情報 へ効 果的 に接 近 し、 その情

報 を評 価 し得 る能力 で ある。情報 リテ ラシー は、研 究戦 略 ・評 価 とい う技 能 と ツー ル ・資

源 にっ いて の知 識 とを総合化 した もの を含 んで い る。

大学 に おけ る コ ン ピュー タ ・リテ ラシー教 育 は、基 礎 的な もの と専 門分 野 の利 用状 況 に

応 じた 中 ・上級 レベル の者 が必要 にな る。

図書 館 リテ ラ シー とは、必 要 な情報 へ効 果 的 に接 近す るため に、社会 的 な情 報源 と して

の図書 館 、即 ち、図書 館 資料並 びにそ の利用 を促 進す る物 的 ・人 的 サー ビスを使 い こなす

一76一



能 力 で あ る。書 誌 的 リテ ラ シー を主体 と して 、剰 窃行為 、知 的 自由 、知 的 所有 権 の問 題等

倫理 ・理 念 的 な事柄 を も含 んで い る。 また 、大 学 にお いて学 生 が学 術 的 な レポー ト ・ライ

テ ィ ングや卒業 論文 作成 の過 程 で必要 にな る基 本 的知識 ・技 能(書 誌 ・文 献 目録 、書 誌 的

ガ イ ド、索 引誌 、抄 録 誌 、 レビュー誌 な どの書誌 的資料 、 デー タベ ー ス、光 メデ ィア等 へ

の ア クセ ス法 、 デー タ ・情報 ・文献 の検 索方 法、書 誌 デー タの記 述法 、各 種 レフ ァレンス

資 料 の活用 法等)の 習 得 に必 要 不 可欠 な リテ ラ シーで あ る。

情報 教育 は、単 に学 生 のた め にだ けで な く、大学 の教 育 ・研 究 、 経営管 理 、事 務処 理 に

関 わ る全 て の人 に必要 にな って来 た。 そ の視 点 は、情報 教育 の普 及 充実 、学 術情 報 、事務

処 理 、生涯 学 習機 関 と しての情 報環 境 の整備 で あ る。 そのた め の基 盤 と して 、情 報化 に対

す る理 解 と認識 、デ ー タベー スや ソフ トウエ ア等 の知 的資源 の構 築 、 デー タ ベー スの相互

利 用体 制 ・コ ミュニケ ー シ ョン体制 の整 備 が ある。学 内情報通 信 網 の構築 ・整 備 によ って

各 視点 か らの要 求 に対 処 し、実 効 を挙 げ よ うと考 えて い るので あ る。

情報 教育 に関 わ る コ ンサ ルテ ィ ングを行 い、 ア ドバ イ スやサ ー ビスをす る体 制 を作 り、

必 要 な ときに教 職 員 が 自己研修 で きる設 備 の用意 が求 め られ て い る。(SH)

<文 献15>

牛 島悦 子(白 百 合女子 大学):情 報環 境 の変容 と情報 リテ ラ シー教 育:ア メ リカの事例 と

日本 の大 学 にお け る対応,情 報処理 学 会情報 学基 礎研究会 予 稿1991.11.19,(1991).

オ ンライ ンデー タ ベー ス検 索 に於 け る新 機能 の増加 、CD-ROMデ ー タベ ー スの 出現

さらに、 コ ンピュー タ容量 の増 大 、文 字情 報 の入 力技 術 の高 度 化 に よ って、 古典文 学 、歴

史 な どの一 次情 報 源 の全 テキ ス トのデ ータ ベー スが急 増 し、人 文科 学分 野 の研 究 、教育 、

学習 に大 きなイ ンパ ク トを もた ら して い る。

こ う した新 しい情 報 環境 に対 応 して 、ア メ リカの大 学 で はい ち早 くデ ー タベ ー スを含 め

た電 子情 報 源 の図書 館 によ る積 極 的な収集 とその利用 指導 、 テ キ ス トデ ー タベ ー スの構 築

と利 用 、 人文科 学研 究 へ のデ ー タベー ス活用 のた めの教育 を行 な う科 目の新設 や、 デー タ

ベー ス利用 指導 のセ ッ ショ ンを実施 してい る。

わ が国 で も、多 くの人文 系 の大学 に コン ピュー タ教室 が整備 され たが 、授 業 内容 は、 コ

ン ピュー タ操作 を始 め とす る基 礎 的な情 報処理 技術 の習得 を主 と して い る。 しか し、現

在 の状 況 で は、情報 の内容 で あ る専 門主 題 に密接 にかか わ り、情 報 の生産 、流通 の システ
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ム、出版物 か らデー タ ベー スな ど各種 の電子 媒体 の情 報 の構築 、 ア クセ ス9検 索 こ利用 に

かか わ る"情 報活 用能 力 す なわ ち情 報 リテ ラ シー"教 育 を行 うべ きであ る。(EU)

<文 献16>

1(uhlthau,C.C.(RutgersUniversity):Informationskillsforaninformationsociety

:areviewofresearch(情 報 社 会 の た め の 情 報 ス キ ル:研 究 展 望),Informationreport

s&Bibliographies-,Vo1.19,No。3,PP.14-26(1988).'

情 報 リテ ラシー教 育 が不 可欠 で あ る と して、 ア メ リカの教育 現場 で有 用 な情 報技術 と、

情報 リテ ラシー教 育 プ ログ ラムにつ いて文献 を展 望 しっ っ紹 介 して い る。 情報 リテ ラシー

は、単 な る情 報 源 に関す る知 識 や、情報 を探 しだす こ とで な く、情報 を理 解 す るこ とで あ

り、 ライブ ラ リー スキルや 、 コ ンピュー タ リテ ラシー よ り、広 範 囲の 内容 に関 わ る もので

あ ると定 義 して い る。

デ ータ ベー ス検 索 は 、す で に高 校図書 館 メデ ィアセ ンター に導 入 され て お り、高 校 で オ

ンライ ンデー タベ ー ス検 索 につ いて 、そ の概念 と語 彙 、 システ ムの概 要 、求 め る情報 の探

索戦略 の作 り方 、検 索 の実 行方法 を学 び、生 涯 にわた って役 立 っ実 用的 な スキル を得 る よ

い機 会 が与 え られて い る。 ライ ブ ラ リー スキ ルを コ ン ピュー タ利用 に結 びつ け る検索 ツー

ル と して 、マ イ コ ンを使 って、情報 を選 別 し、評 価 し、組 織化 す る ことの意 図 の理 解 に役

立 てて い る。

"
1984年 に図書 館 情報 学 に関す る国 内委 員会(NCLIS)は 、"情 報 リテ ラシーの

獲 得 とは、必要 情 報 を正 し く認 識 し、入手 した の ち、明確 な説 得 力 のあ る方 法 で 、情報 内

容 を発表 す る能力 を学 ばせ る こ とで あ る"と 述 べて い る。

ア メ リカ情報処 理学 会連 盟(AFIPS)が 作成 した、SecondarySchoo1に お ける情報

スキル教育 のカ リキ ュ ラムの詳細 で は、下 記 の項 目にっ いて の学 生 の理解 を深 め る こ とで

あ ると され てい る。

(1)今 日の社会 にお け る情 報 の イ ンパ ク トと、 コン ビ三一ー一夕技 術

(2)社 会 に とって 、 また 、個 人 に とって、情 報 の効 果 的 な利用 の重 要性.

(3)人 間が 、 コン ピュー タ とそ の関 連技 術 が、 人間 と コン ピュー タが 、 どの よ うに情 報

を処理 す るか。

(4)問 題解 決 のた め に、 また は、'意思 決定 のた め に、 どの よ うに情報 を収 集す るか。
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(5)情 報 時代 に生 き るた め に、学生 の果 たすべ き役 割 と責任

最後 に関 連文 献 リス ト(75件)が あ る。(EU)

〈 文 献17>

Becker,J.:TheconceptofaUniversityoftheWorld.(世 界 大 学 の 概 念),Theinfor

mationSociety,Vol.6,No.3,PP.83-92(1989).

国際 的 な電信 電話 網 の発 展 、 さ らに、 コ ン ビ一 夕の進 歩 に よ り、遠 隔地 教 育 が可能 にな っ

て きた 。 キ ャ ンパ スを持 たず に 、単 位 や学 位 も与 えず に、教 育 情報 ネ ッ トワー クの機能 と

い う、 環境 整備 だ けを売 り物 に して1982年 に創設 され た のが、 「世 界 大学 」(University

oftheWorld)で あ る。

「世 界 大学 」 の概 念 は、J.G.Millerに よ って始 め られた もので 、E.GarfieldやM.

Kochenに よ る 「WorldBrain」 とい う考 え方 も参考 にな って い る。 その 目的 は、あ らゆ る

国 の現 存 す る教 育機 関 を連 結 し、そ の結 果 、 あ らゆ る国 の学 生 の教 育要 求 に応 え る ことが

で きる よ うに、組織 化 され た装 置 を創 り出す ことで あ った。 彼 は教 育 シ ステ ムを国際 的 な、

す なわ ち全世 界 的な見 通 しを もって考 え るべ き時期 が 来た と感 じ、 「知 識 に対す る平 等 な

ア クセ ス」 とい う原理 が 、全 て の人 々 に適 用 され るべ きで あ る とい う見解 を持 つに至 った。

世 界 大 学 は具体 的 な活動 の一 つ と して 、全 ての国 々、特 に発 展途 上 の 国 の学生 や教 師 に

対 して、 教育 資 源 を配 布 す るた め に、電子 的遠距 離通信 を利 用 す る ことを計 画 して きた。

コ ン ピュー タ支援 教育 システ ム(CAI)と ビデ オ情 報 システ ムが 十分 に完 成 して い るの

で、広 い学 問分野 にお いて 、授業 科 目 の資料 を多方 向で共有 した り、伝 達 した りす る こと

が可能 に な った。

世 界 大 学 が 目指 して い るの は、 あ らゆ る国 の学 生 が、人 的 な 、物 質 的 な 資源 を共有 す る

ため に、 そ して 、全 て の国 の教 授 か ら教育 を受 け るため に、 ア クセ スす る こ とがで きるよ

うな全 世 界 的な大 学 ネ ッ トワー クで あ る。

この 目標 に到達 す るため に必 要 な 内容 は次 の3項 目で あ る。

(1)良 質 な コー ス ゥエ ァ

(2)適 切 な教 育技 法:こ れ は接 続 可能 な広域周 波数 の国際遠 距 離通 信 ネ ッ トワー クを

含 む。

(3)ネ ッ トワー ク運営 の計 画 と管理 が 可能 な組 織
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ここで は、二 つ の重 要 な ネ ッ トワー ク(BITNETお よびEARN)が 使 われて お り、世界 中 に 、

様 々な大 学共 同研究 の情報 流通 を促進 す る こ とに役 立 って い る。学 生 の学 習環境 は、 ワー

クステー ション とパ ソ コンか ら構 成 されて お り、 それ は レー ザー デ ィス クとCD-ROM

蓄積 デー タベー スを含 ん で い る。 コ ン ピュー タの表 示装 置 は分 離 してお り単独 で カ ラー テ

レビモ ニター と して も使 え るよ うにな って い る。 この モ ニター は 、空 中 か らで も、 ビデ オ

か らで も、ケー ブルか らで も、 テ レ ビを受 信 す る こ とが で きる。(MT)
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5.受 入 側 か ら見 た

「デ ー タ ベ ー ス利 用 教 育 」

5,11nformationGatekeeperと してのサーチャーの必要性

(社)情 報 科学 技術 協会 で は、1990年 の創 立40周 年 を記念 して 「21世 紀 初頭 に お け

る情報 科学 技 術予 測 」 を テー マ と して 、 ア ンケー ト調査 を実 施 した 。調査 対 象 人員 は同協

会 の1987年 度 まで の普通会 員710名 で あ った。 この中で サー チ ャー の10年 後 の姿 、 い

わ ゆ る 「21世 紀 サー チ ャーの イ メー ジ」 について221件 回答 のが あ り、次 のよ うに三

つ に大別 で き るこ とが判 明 した 。(表5-1)

(1)エ ン ドユ ーザ ー ・サ ー チ ングの普及 によ り、"サ ーチ ャー の地位 は衰退 す る"。

(2)エ ン ドユ ーザ ー ・サー チ ン グの普及 に よ り、"い わゆ る端 末 オペ レー タは、不 要 に

な る"。 一方 、 デー タベー スの多 様化 、多数 化 によ り、 エ ン ドユ ーザ ー がデ ー タベ

ー スの内容 、利 用 の仕方 等 につ いて 問 い合 わせ るた めの コンサル タ ン トの需要 が増

え る"。

(3)デ ー タベー スの 多様 化 、多数 化 が急進 展す る とい う理 由 に よ り、"21世 紀 の サ ー

チ ャー の地 位 は向上 し、花 形 の職 業 にな って い る"。

表5-1「21世 紀 のサ ー チ ャー のイ メー ジ」(ア ンケー ト回答 結 果)

カ テ ゴ リー 回答数

衰退す る 90

二極分化す る 30

隆盛する 97

(次 項へ続 く)
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その他

⊃

4

出典:21世 紀初 頭 の情報 科学 技 術予 測(情 報 科学技 術 協会)

この表 か らみ る と、サ ーチ ャー花形 論 が衰退 論 を わず か に上 回 ってお り、二極 分化 す る

ことが予想 され て い る。

衰 退論 の根拠 と して 、 メニ ュー方 式 の出現 とベ ンダーの今 後 の努 力に よ り、 よ り使 い や

すい システ ムの開 発 が行 われ 、素 人 のエ ン ドユー ザー ・サ ー チ ャー で も使用 で きるよ うに

な る と期 待 され て い るよ うで あ る。
'

しか し、筆者 の予 測 で は二 極 分化論 で誰 で も使 え るメニ ュー方式 の システ ムが開発 され

れ るの と共 に、精密 な検索 の要 求 か ら、 サ ーチ ャー あ るい は メニ ュー方式 で は満 足 しな い

エ ン ドユー ザー が使用 す る コマ ン ド方式 は生 き残 り、 この方式 が共 存 して い くとい う見 解

を持 つ。 っ ま り、不要 に はな らな い と考 えて お'り、 どち らか とい うと花 形論 へ 賛成 す る。

その根拠 ど して は次 の6点 が考 え られ る。"

(1)例 え ば、DIALOGに はDIALINDEXと 言 うフ ァイ ルが あ るが、 「SFALL」 と した場 合 に 、

フ ァイル の数 が多 くて 、OneSehrchの 数 をオ ーバ ー して しまい あ ま り効 率 的 で な い。

また 、OneSearchに は重 複除去 機能 は検 索件 数 が極 端 に多 い と使 用 して も数 はあ ま

り減 らせ な い。 それ よ り もあ るデー タ ベー スを熟 知 した ら、 その デー タベ ー スを最

'初 か ら使 用 した方 が コス トも安 くな り効率 性 も良 い
。 またDIALOG以 外 の デー タベ ー

スか ら検 索 す る こと も多 く、 デー タベ ー スにっ いて の知識 の習熟 が必要 にな る。現

在 、米国 で5,000、 日本で も2,300と デ ー タベー スの数 は益 々増 大 し、 サ ー チ ャーで

な くて は手 に負 えな くな る。

(2)全 文 デー タ ベー スが多 くな り、近接 演算 な ど上 手 な検 索 が求 め られ て い る。 即 ち、

現 在全 文 デ ー タベー ス は新聞 ・雑 誌 が主体 だ が 、参 考 図書 な どに も領 域 を拡 大 して

い くに違 い な い。 そ して 、近 接演 算 だ けで はな く見 出 しタ イ トル に、 そ のキ ー ワー

ドが入 って い る文 献 を選 んだ方 が ヒッ ト確 率 が高 いな ど、 テ クニ ックが必要 とな る。

ここに も、 サ ー チ ャー の存 在 が重要 にな る。・

(3)PATOLISの よ うな高 価 なデ ータ ベー スの検索 を素 人 に させ た ら高 くっ く。 この よ う

なデ ー タベー スが他 に も沢山 あ る し、む しろ増 加 の傾 向 にあ る。

(4)メ ニi一 方 式 は コマ ン ド方式 に比 べ ると検 索工 数 が多過 ぎる。
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(5)シ ステム数 も増加 して お り各 々 コマ ン ドが違 う。CCL言 語 、人 工知 能 、 フ ァ ジィ

制 御 等言 わ れて い るが 、 いまだ しの感 が あ る。

(6)サ ー チ ャー に は検索 だ けで は な く、文 献 の取 り寄 せ 、翻訳 、.加工 ・分析 、 コ ンサ ル

タ ン トの能力 も要求 されて お り、 いわ ゆる、"lnformationGatekeeper"の 能 力が

必 要 と され る。 米国 の大 学 図書館 で は、 この"lnformationGatekeeper"・ とい う言

葉 が使用 されて いるが 、 それ は 「サ 〒 チ ャー+情 報 コ ンサ ル タ ン ト」 を指 して い る。

っ ま り21世 紀 にお け るサ ー チ ャー は高度 な検索 技術 、語 学 力 、 出力結 果 の加工 ・

分 析 力 、 レポ ー ト作 成 の技能 、調 査能 力 、指 導能 力等 が求 め られ 、今後 は女 性 に とっ

て有 望 な職業 と して 、成 長 し続 けるに違 いな い。

また 、 デー タベ ー ス利用 は情 報管 理部 門 や企画 ・調査 部門 等 に拡 が るだ けでな く、 パ ソ

コ ン通 信 か らのゲ ー トウェ イ方 式 に よ りあ らゆる職 場 、 それ に一 般 家庭 に も浸透 して い く

に違 い な い。 この こ とは、 エ ン ドユー ザー ・、サーチ ャー の拡 大 は もちろ ん、 さ らに この エ

ン ドユ ー ザー ・サ ー チ ャーが成 長 して 、 プ ロのサ ー チ ャー と して の資格 を持 つ よ うにな る

と予想 で きる。

5,2企 業におけるデータベース利用教育の目標:データベース検索技術者認定試験

(サーチャ・一試験)

この試 験 は1991年 で7年 目に な り、1988年 には科 学技 術庁 の認 定 試験 にな って世 間 的 に

も認 め られて きて い る。 そ の年 度別 の受 験者 数 と合格者 数(男 女 別)の 推移 は表5-.2～

3の 通 りで ある。2級 と1級 が あ り、1級 は2級 合格者 のみが受 験 で きる。2級 にっ い て

は受 験 資格 の制度 は な い。1991年 に は2級 で 、受験 者 申込者 数 が1300名 を突破 した。

「サ リダ」 な どの就職 情 報誌 に も、 この資格が紹 介 され た り、 「コスモ学 院 」 の よ うな

専 門学 校 で も正科 と して 「サ ー チ ャー講座 」 を設 け るな ど、志望 者 も増 加 して きて お り、

特 に、女 性 か らの関 心 が高 ま って きて い るよ うで あ る。

この試 験 が対 象 と して い る領域 は次 の5項 目で あ る。

(1)電 算 機 と端 末機 お よび通信 、 な らび にそれ らに関連 す る ソフ トウェア に関 す る知 識

(2)情 報 検索 を中心 と した ドクメ ンテー ション技術 に関連 す る知 識 と技 能
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(3)デ ー タベースに関す る知識 と検索技術

・デ一夕ベース一般 に関す る知識

・個 々のデータベース(フ ァイル)に 関す る知識 とその検索技術

(4)情 報の流通及 び活用 に関す る知識 と技能

(5)主 題分析に関す る知識 とその応用能力

図書館 ・情報学科のある慶応義塾大学や愛知淑徳大学では既 に行われているが、大学で

の利用教育 の成果 として、この試験を受験す ることは、効果があると思われる。

表5--2デ ータベース検索技術者認定試験受験者数 の推移(1級)

年 度 1986年 度 1987年 度 1988年 度 1989年 度 1990年 度

受験者数 90 79 80 104 120

`

合格者数(率) 19(21.1%) 18(22.8%) 19(23.8%) 20(19.2%) 24(20.0%)

合格者男女比率

15(78.9%) 6(33.3%) 11(57.9%) 11(55.0%) 16(66.7%)

4(21.1%) 12(66.7%) 8(42.1%〉 9(45.0%) 8(33.3%)

合格者

平均

年齢

全体 39.7歳 33.6歳 36.9歳 35.2歳 38.2歳

男 42.0歳 39.3歳 41.7歳 38.5歳 42.4歳

女 31.8歳 30.8歳 30.4歳 31.0歳 29.8歳

出典:1991年 度デー タベー ス検索技術者認定試験受験案内(情 報科学技術協会)
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表5-3デ ータベース検索技術者認定試験受験者数の推移(2級)

年度 1985年 度 1986年 度 1987年 度 1988年 度 1989年 度 1990年 度

受験者数 223 219 490 560 816 1050

合格者数

(率)

140

(62.8X)

125

(57.1%)

224

(45.7%)

241

(43.0%)

301

(36.9%)

354

(33.7%)

合格者男女比率

77

(55.0%)

72

(57.6%)

113

(50.4%)

115

(47.7%)

126

(41.9%)

171

(48.3%)

63

(45.0%)

53

(42.4%)

111

(49.6%)

126

(52.3%)

175

(58.1%)

183

(51.7%)

合格者

平均

年齢

全体 32.9歳 33.7歳 32.7歳 32.7歳 32.4歳 30.9歳

男 37.3歳 37.6歳 36.5歳 37.6歳 37.3歳 35.2歳

女 27.5歳 28.4歳 28.8歳 28.2歳 28.9歳 26.9歳

出典:1991年 度データベース検索技術者認定試験受験案内(情 報科学技術協会)

5,3企 業でのデータベース利用教育に必要な内容

先 に述 べた よ うに、 デー タベー スの増大 、 多種多 様化 にと もない 、ます ます サー チ ャー

を必 要 と して い るの が現況 で あ る。

サ ー チ ャーの役 割 の中心 的 な機能 は、エ ン ド・ユー ザーか らの調 査依 頼 に対応 して 、 デ

ー タベー スの代行 検索 を行 うこ とであ る。 そのた め に必要 と され るスキ ル と して以下 の こ
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とが あげ られ るが 、 これ らが 大学 たおけ るデ 一 夕ベー ス利用教 育 に取 り入 れ られ るこ とが

望 ま しい。

(1)デ ー タベー スの内容 に習熟 す る必要 が あ る。

サー チ ャー に必 要 な デー タベ ー スの知識 と して は、主題 分野 、収録情 報 の範 囲 、収録

件数 、情 報源 、収 録 デー タ項 目、 ア クセ スポ イ ン ト、 タイ ム ラグ と更新 頻 度等 で あ る。

こ の種 の こ とに関 し、例 え ばDIALOGで はブル ー ・シー トに おい てデ ー タベー スの 内容

や使 用 で きる接頭 辞 、接尾 辞 、収録 年代 等 を ガ イ ドして い る。 この ブ ルー ・シー トを

もとに、DIALOGの 中 に収録 され てい る デー タベー スの 内容 を調査 し、検索 に活 用 す る。

(2)検 索 技術 に熟 達 す る必 要 が あ る;

サ ー チ ャー試 験 の問題 に もで て くるが 、単複 の検 索 には簡 単 に トラ ンケー シ ョン(マ

スキ ング)を 使用 す るので はな く、例 え ば、猫 の検索 に はCATとCATSを 使 用 した方 が

CATALOG等 の余 計 なキ ー ワー ドを検 索 しな くて済 む。 また 、米英 語 の相違(FIBERと

FIBRE等)、 スペ ル ミス、全 文 デー タベ ー スに おけ る近 接演 算子 の使 用 、EXPAND機 能

の使 用等 の知 識 が必要 にな る。

(3)語 学 力 を持 つ こ とが必要 で あ る。
『

代 行検 索 の場合 、外 国 のデ ー タベー スの検索 依 頼 が多 い。外 国 のデ ー タベー スは メニ

ー方式 の方 が 、検索 が難 しい と思 わ れ る。サ ー チ ャー試 験 の1級 に英 語 の問題 が出題

され 、 また合 格者 には高 学歴 者 が多 く、外国 に居 住 した経 験者 もい るな どの点 か ら、

語学 力 の必要 性 を よ く表 わ して い る。

(4)検 索結 果 の加 工能力 が必 要 で あ る。

ダ ウ ン ローデ ィ ングに よ る検索 結 果 の打 ち出 し等 は当然 の知 識 であ ろ う。 さらに、翻

訳 、 コ メン トの付与＼ 調 査報 告書 と して提 供す る等 加工 技術 が必 要 で あ る。

(5)検 索 のハ ー ド、 ソフ トの知 識 もあ る程 度持 つべ きであ る。

単にサーチ・一試験のためではな く・,特興 信 ソフ トの持 ・ている離 は充分 に騙

す べ きで あ る。 先 に述 べ た ダ ウ ンロニ デ イ ング、'ア ップ ローデ ィ ング、編 集加 工 、 オ

ー トダ イヤ ル、 グ ラフィ ック等 の諸 機能 を完全 に利 用す る必 要 があ る。

(6)業 務 上必 要 な知識 な どの習 得

デ ー タベー スは生 き もの であ り、時 々刻 々変 化 して い る。 これ に対応 す る には 日々の

勉強 しか ない。常 た好奇 心 を もって対処 して い くこ とが 、 プ ロのサーチ ャーへ の道 で

あ る と考 え る。 既 たサー チ ャー業務 につ いて い る人 も この心 掛 けが重 要で あ る。 そ の
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た め には、次 の よ うな こと が あげ られ る。

① サー チ エ イ ドを良 く読 む。

デー タベ ー スの習 得 と して、 その システム に入 って い るデー タ ベー スを よ く知 悉

す る必 要 が あ る。 例 え ば、世界最 大 のデ ー タベ ー ス ・システムで あ るDIALOGに は

400種 近 いデ ー タベー スが入 って い る。 そ こで・先 に述 べた ブル ー ・シー ト考

良 く読 む こ とが重 要 で あ る。

② シス テム内 に あ るデー タベー スの案 内 フ ァイ ルの利用

例 え ば、DIALOGに はDIALINDEXと い う 「案 内 」 のた め の フ ァイ ルが あ る。 これ に

よ って 適切 な デー タベー スを探 し出 し、.OneS6archと い うマル チ検 索 の手 法 で検

索 す る。BRSのCROSSやDIALOGの ブ ルー ・シー トや ニュ一一ス レター の フ ァイ ル等 を

利用 す る。

③ デ ィス トリビュー タの講 習会 、セ ミナーへ の出席

JOISやDIALOG等 のデ ィス トリビュー タの講 習会 、セ ミナ ーに出席 して既 存 の デT

タベー スは もちろん 、新 しいデ ー タベー スを知 る。

④ デ ィス トリビュー タの ニ ュー ス レター等 を見 る。

これ らの ニ ュー ス レター には新 しい デー タベ ー スの紹介 が掲 載 されて お り、 注意

して見 て お く必 要 が あ る。

⑤ 専 門誌 を見 る。

日本 の雑 誌 で は 「情 報 の科学 と技 術」 、 「情報 管理 」 、外 国の雑 誌 で は 「Databa

seSearcher」 、 「Online」 、 「OnlineReview!な どがあ る。常 に最 新 の状 況 を

知 るた め に 「デー タベー ス白書 」 を含 め、 これ ら雑 誌 に 目を通 す ことが必要 であ

る6

⑥ 専門 書 を見 る。

「新 サ ー チ ャー入 門 基 礎編 、応用 編」 、 「図書館 ・情 報学概 論 」 、 「サ ー チ ャ

ー の時 代 」 、 「デ ー タベー ス白書 」等 の関連 書 を一 応読破 す る。

⑦ デ 「 タベ ー ス ・ガ イ .ドを見 る。

… 「オ ン ライ ン ・デ ー タベー ス ・デ ィ レク トリー ⊥・ 「デー タで 一 ス台帳総 覧 」.・

クア ドラ社 の 「DirectoryofOnlineDatabases」 等 を見 る。

⑧ パ ソ コ ン通信 のサ ー チ ャー 関連 の フォー ラム を見 る。

最近 新 しい メ デ ィア と してのパ ソコ ン通 信 の普 及 が 目 ざま しいが 、 その 中で サ ー
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チ ャー関 連 の フォー ラムが あ る システ ムはNIFTY-Serveの 「サー チ ャー倶 楽部 」

日経MIXの 「IR講 義 」 で あ る。 これ らの フォー ラム には新 しい情 報 が満 載 され

て い る。

他 に もあ ると思 うが、 この よ うな ことに習熟 したサ ーチ ャー な ら検 索依 頼者 か らの要 望

に も充分 応 え られ 、そ の役 割 を全 うで き る もの と考 え る。 また 、何 よ り もデー タベー スを

良 く習得 す るに は、知識 と して覚 え るよ り、実際 に操 作 して み る ことであ る。

5,4企 業におけるサーチャー教育の実施例

企 業 に お けるデ ー タベー スの利 用 は情報 調 査 に と って不可 欠 に な って きて お り、それ に

連 れて これ を操 作 す るサー チ ャー の教 育 も盛 ん に な って きて い る。 以下 、富 士 通(株)、

松 下電 器 産業(株)、 帝 人(株)、 大正 製薬(株)を 例 にサ ー チ ャー教 育 の実 施例 を示 す 。

5,4,1富 士通(株)の 場合

富士 通(株)で は1989年 よ り、 「デ ー タベー ス検索 技術者 認 定試 験」 に焦点 を合 わせ た

サ ー チ ャー教 育 を行 って い るが、 これ は社 内 の活性 化運 動で あ る 「EF(エ キ サ イテ ィン

グ富 士通)-92」 の一環 と して 実施 して い る もので もあ る。

そ の 目標 は1992年 まで に当社従 業員 を対 象 に400人 のサー チ ャー を育 成 す る ことに あ

る。 そ のた め には 「デー タベー ス検索 技 術者 認定 試験 」 に焦 点 を合 わ せ、実 演 も兼 ね て講

義 を行 う方法 を と って いる。1989年 ～1991年 の受 講者 数 、講義 時 間 は表5-4～6の 通 り

で あ る。 サ ー チ ャー教 育 にっ いて は当初 目標 の400人 を越 え、498人 に達 して お り1成

功 と もい え そ うで あ る。

1989年 には、 この他 に も富 士通 の図書 館 だ よ りで あ る 「技 術情 報 セ ンター だ よ り」1989

年11月 号 に 「サ ー チ ャー とは」 とい う 「デー タベ ー ス検索 技術 者認 定試 験 」 の対策 講 座 を

紹 介 して い る。
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表5-4 1989年 度富士通(株)の 受講者数、講義時間数

川 崎 ・沼 津 蒲 田 シ スラボ 関西 シス ラボ 明石地区 合計

事前

対策

講座

20人 24時 間 18人 15時 間 一 一 9人 15時 間 47人 54時 間

直前

対策

講座

20人 10時 間 一 } 12人 10時 間 一 一 32人 20時 間

合計 40人 34時 間 18人 15時 間 12人 10時 間 9人 15時 間 79人 74時 間

表5-5 1990年 度富士通(株)の 受講者数、講義時間数

川崎地区 沼津地区 情 報 セ ンター

(4ケ 所)

テキスト

配 布

合 計

事前対策講座 45人 24時 間 32人 24時 間 一 一 40人 117人 48時 間

直前対策講座 35人 12時 間 12人 12時 間 17人 8時 間 40人 104人 32時 間

合 計 75人 36時 間 44人 36時 間 17人 8時 間 80人 221人 80時 間
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表5-6 1991年 度富士通(株)の 受講者数、講義時間数

川崎地区 沼津及び情報

センター

技 術情報

セ ンター

テキスト

配布

合 計

事前対策講座 50人 24時 間 30人 24時 間 12人 36時 間 26人 118人 84時 間

直前対策講座 45人 24時 間 8人 20時 間 12人 30時 間 15人 80人 74時 間

合 計 95人 48時 間 38人 36時 間 24人 8時 間 41人 198人 158時 間

'
また 、1991年 に は次 の よ うな こ と も実 施 して い る。

(1)サ ー チ ャー の部 屋 の開設

当社 のパ ソ コ ン通信 にFBITを5月 に開設 し、 その中 に 「サー チ ャー の部屋 」 を

設 けデー タベ ー スあ る いはサ ー チ ャー について の質疑応 答 、新 しい デー タベー ス等

にっ いて の紹介 を行 って い る。 またミ 受験 対策 と して重 点 項 目の解説 も行 って い る。

(2)「 技術 情報 セ ンターだ よ り」で の啓蒙

「技 術情報 セ ンターだ よ り」7月 号 のFBITの 紹介記 事 で 、 』「サ ーチ ャニ の部屋 」

の利 用方 法 を説 明、 また9月 号 に 「情報 は こ うや って探 そ う」で サ ー チ ャー に よ る

情 報調査 の方 法 を紹介 。

(3)G-Searchの 人 工知能 化 へ の支 援

人工知 能研 究部 、VANシ ステム部 と共 同で 当社 が開発 して い るデー タ ベー ス ・シ

ステA「G-Search」 の人工 知能 化 へ の支援 を行5た 。`

サ ー チ ャー教 育 の カ リキ ュ ラム は事 前対 策講 座 と して 「サ ー チ ャー入門 講 座 」、直 前対

策講座 として、 「デー タベース検索技術者認定試験対策講座」を実施 している。勤務時間

中 に行 って お り、多忙 な人 が多 いが概 ね 真面 目に受講 して い る。1回 の講 義 時 間 は実 演 も

入 れて3時 間か ら、3時 間半 で午 後一 杯 を取 って い る。

また 、技術 情 報 セ ンターの人 には時 間外 に さ らに、詳細 な教育 を して い る。実演 も毎回

行 って い る。教 育 の内容 は表5-7～8の カ リキ ュ ラムの通 りで あ る。
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表5-7富 士通(株)の サ ー チ ャー入 門講 座 カ リキ ュ ラム

*講 義 内容 は変更 す る ことが あ ります。

週 課 目1(講 義) 課 目II実 演

DIALOG,JOIS,G-Search

第一週 ・サ ー チ ャ ・一あ れ こ れ/・JOIS入 門(ビ デ オ)/・CD-ROM入 門

/・JOIS入 門

第二週 ・CD-ROMの 実 習(85分)/・JOISの 実 習(85分)

第三週 ・情報管理概論/・ 一次情報/・ 二次情報 ・実演

第四週 ・情報 の生産 と流通/・ 情報サー ビス業務の基本機

能/・ 情報の分類 と索引

・実演

第五週 ・情 報 検 索/・ デ ー タベー ス/・ 情報 環境 の変化 ・実演

第六週 ・概 論/・ 用語 解説/・ デ ー タベー ス ・実 演

第七週 ・検 索 シ ス テ ム/・ 索 引 ・ シ ソ ー ラ ス ・実 演

第八週 ・検 索 機器 と通 信手 法/・ パ ソ コ ン通信/・ パ ソ コ

ン通 信 ・ビデ オ

・実 演

第九週 ・ニ ュー メデ ィア/・ ニ ュ]メ デ ィア ・ビデ オ

/・ 情 報 の加工 と分 析/・ 一 次資 料の手 配 と入手

/・ 著 作権

・実 演

(次項 へ続 く)
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第十週 ・情 報部 門 とサ ー チ ャー/・ 重点 項 目 の復 習

/・DIALOG入 門 ・ビデ オ

・実演

注1)対 象:デ ー タベ ー ス検索 の知 識 は な いが勉強 した い人 とそ の初 心者 で 、将来 デ ー タ

ベー ス検 索技 術者 認定 試 験2級 の受験 を希 望 す る人。

注2)講 座 の概 要:ま ず、現 在 サー チ ャー一とデー タベー スを と りま く環 境 を述 べ 、つ いで

テキ ス ト 「情 報管 理 人門 」 に基 づ きデー タベー スの基 本 で あ る、情報

管 理 にっ いて1)一 次 情 報 、2)二 次情 報 、3)情 報検 索 、4)デ ー タベー ス

等 につ いて紹介 す る。 次 に、 テ キ ス ト 「新 サー チ ャー入 門 」 に基 づ き、

1)用 語 解説 、2)検 索 シ ステム、3)索 引 と シソー ラス、4)検 索機 器 と通

信手 法 、5)パ ソ コ ン通信 、6)ニ ュー メデ ィア等 を紹 介 す る。

注3)手 法:実 演 、OHP、 ビデ オ、実 習 、復習 テ ス ト等 も入 れて わか りやす くサ ー チ ャ

ー とデー タベー スにつ いて解 説す る。

表5-8富 士通(株)の デー タ ベー ス2級 対 策講 座 カ リキ ュ ラム

*途 中時 間 は変更 す る ことが あ ります。

課 目1:テ ス トと解 説 課 目II:講 義 と実演

週 ・復 習:10分 ・テ ス ト:40分

・解 説:30分

・外部 デー タベー スとサー チ ャー試 験 ・ デ ー タ ベ ー ス

第一週 ・図書館 ・情報学 とは(30分) ・実演

・参考書 と用語解説(30分)

、

・デ ー タ ベ ー ス:1復 習 DIALOG入 門(ビ デ オ)

第二週 2テ ス トと解 説 ・検 索 シス テム

・実 演

(次 項へ続 く)
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第三週

・検 索 システム:1復 習

2テ ス トと解説

・索 引/シ ソ ー ラ ス

・実 演

第四週

・索 引/シ ソー ラス:

1復 習

2テ ス トと解説

・検 索機 器 と通 信手 法

・マ ルチ メデ ィア ・実演

(ビ デ オ を含 む)

第五週

・検 索機 器 と通信 手 法:

1復 習

2テ ス トと解 説

・パ ソコ ン通 信(ビ デ オを含 む)

・実演

第六週 ・パ ソコ ン通信:1復 習

2テ ス トと解説

・検索 事例

・実演

第七週 ・検 索 事例:1復 習

2テ ス トと解説

・一次 資料 の手配 ・入 手

・実演

第 八週

・一次 資料 の手 配 ・入 手:

・全般:1復 習

2テ ス トと解説

・検索結果の加工 と分析

・実演

第九週 ・2級 後 半 問題:解 説 ・重 点項 目の復 習(OHP)

・実 演

第十週 ・総 合 テ ス ト

・難問 の復 習

・今後 の 自 己学 習

・実演

注1)対 象:デ ー タベー ス にっい て多少 の知 識の あ る人 とサ ー チ ャー入 門講座 を受 講 した

方 。
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注2)講 座 の概要:1985～19』90年 度 の試 験 問題 に沿 った講 義 を行 い 、 その復 習 後

に実 際 の試験 問題 を解 いて貰 う。 その後,試 験 問題 の解 説 を行 う。

注3)講 義 の テー マ:1)デ ー タベー ス、2)検 索 シス テム、3)索 引/シ ソー ラ ス、4)検 索 機

器 と通 信手 法 、5)パ ソ コ ン通 信 、6)検 索事 例 、7)一 次 資料 の手配 ・

入 手等 であ る。 この他 に参考 書 の紹介 、用 語解 説 、サ ー チ ャー試 験

全 般 等 につ いて も説 明す る。 また新 しく出 て きたデ ー タベー ス新 技

術 、 ニ ュー メデ ィア等 にっい て も紹介 す る。

注4)手 法:実 演 、 ビデオ 、OHP等 の ツー ルを使 い、 で き るだけ平易 に説 明 す る。

5,4,2松 下電器産業(株)の 場合

女 子 の新入社 員 で情 報検 索業 務 を担 当 して もらう場 合 の配 属 後 の教育 と して オ リエ ンテ

ー ションで ベ テ ラ ン社 員 に よ る 「デー タベ ー ス とは」 、 「オ ン ライ ン検 索 とは」等 の教 育

を行 う。 その後 、本格 的な勉 強 と して(特)日 本 科学 技術 情報 セ ンター の情 報 検索 システ

ムであ るJOISを マ スター して もら う。配 属後 の新 入 社員 には四 か月 の課題 研修 が課 せ

られてお り、人事 主 催 の成 果発表 会 があ る。 この研修 の課題 と して 、 「JOISマ スター」

をあげて も らって い る との こ とで あ る。

その内 容 は、JOIS入 門書 によ る勉 強 、JOIS検 索 マ ニ ュア ルに よ る勉強 、JI・C

ST初 級 研修 へ の参加 、先 輩 か ら出題 され る一 日一 テー マ にっ いて のキー ワー ド選定 と論

理 式作成 お よびそ の検 索実 施 、JICST専 門研 修 へ の参加 、実 際 の依 頼 テー マの中 か ら

簡単 な テー マを選 ん で の検 索 実施 、依 頼者 との イ ンタ ビュこ一の実 践 、依 頼 者立 会 い に よ る

検索業 務 の実行 等 で あ る。

自習 、先 輩 の指導 助 言 、先 輩 のや り方 の見 習 いな どを通 して 、入社 後六 か月後 には一 日

数 件のJOIS検 索 の依頼 を殆 ど独 力 で処 理 で き るよ うにな るとの ことで あ る。 この 「六

か月で一 人立 ち」 が新 人教 育 の 目標 との こ とで あ る。

JOISさ えマ スタ ーす ればJOISの 次 に利 用 の多 いG-Search、DIALOG等 は大

体一年以 内 に任 せ られ るよ うにな るそ うで あ る。'

さらに レベ ル ア ップへ の努 力 と して は 、 プ ロの サー チ ャー と して社 内外 で 認 め られ る実

力 をつ け るよ う要望 して い る。 そ の努 力 目標 は同社 の仕 事別 賃金 制 度 にお け る上 位 の仕 事
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ランクへの挑戦、データベース検索技術者認定試験合格 、社外発表 がで きるような業務成

果などがある。 また、同社 の技術情報 グループは、松下電器 グループの中での情報活動の

中心的存在であり、その活動 の一 つとして 「オンライン情報検索研究会」を設置 し推進 し

ている。

この研究会の主な活動内容 は次 の7点 である。

(1)デ ータベー スの比較 ・研究

(2)検 索活用推進方法 の検討

(3)デ ータベー ス説 明会

(4)検 索事例 の相互紹介

(5)各 事業部でのデータベース利用 の実態調査

(6)デ ータベー ス検索技術者認定試験の勉強

(7)情 報交換

この研究会の活動成果 と しては、まずPRに よ りオ ンライン情報検索に対す る認識が高

くなり社 内での利用が増加 した ことがあげ られる、また検索担当者 の レベル もあが り、現

在メ ンバーの内13名 がデータベー ス検索技術者認定試験2級 に合格 している。

5,4,3帝 人(株)の 場合

昭和58年 よ り、研 究所 内 の オ ンライ ン情報検 索 システム の教 育 お よび管理 を担 当 し、

毎 年 研究 員 の10～20%を 教 育 し、DIALOGの 講 習 は新入 社 員教 育 の必 須科 目 と し

たた め に、 研究員 の大 部分 はDIALOGの 検索 はで きるよ うにな った との こ とであ る。

その他 、JOIS,STN,BRS,PATOLISな どの システ ムを利用 で きる人 が

多 くな った 。そ して 、各研 究室 に は、研 究 室専用 の端末 機 の管理 お よび初 心者 の指導 もで

きるサ ー チ ャー が育成 されて い る。

例 え ば、平 成元年 度 の講 習会 、説 明会 を示す と表5-9に な って い る。
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表5-9帝 人(株)に おけるオ ンライ ン情報検索講習会 および説明会

月 講 習会名、説 明会名 受講者

4 オ ンライン情報検索序論(新 入社員教育) 16

5

・

オンライ ン情報検索序論(新 入社員教育) 2

10 CD-ROM－ 公開特許(新 入社員教育) 20

11 社内技術情報 システム(TRANS)

(新入社員教育) 8

12 DIALOG基 礎(新 入社員教育) 16

1 DIALOG医 学 ・薬学 14

,

2 PATOLIS 6

3 JOIS 5

合 計 87

出典:帝 人(株)、 東京センターにおけるサーチャー教育の実際(大 前巌)

教育の成果の一例 として、検索 システムの使用頻度があが り、その結果検索料金 の使用

料の増加があげ られ る。検索料金 は初年度 の昭和58年 には約400万 円であ ったのがそ

の後、検索料金 は通信速度 の高速化および円高 により大幅に安価 になったのにもかかわ ら

ず、7年 間で約2.5倍 の1000万 円にも達 している。
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5,4,4大 正製薬(株)の 場合

社 内 サ ーチ ャーの教 育 にっ いて 、大 正製 薬 にお いて は既定 の カ リキ ュ ラムを基 に した サ

ーチ ャー教 育 は行 って い なか った。 これ は情報管 理 グル ー プが 設立 され て10年 と日が浅

く、 そ の間サ ー チ ャー の新 旧交代 が頻 繁 で あ ったた め ノ ウハ ウの 蓄積 が充 分 で なか った こ

とに よ る との ことで あ る。 そ のた めマ ニ ュアル ・レベル の検 索 が主 であ った が 、新 旧交代

があ るが故 にサー チ ャー教育 は重要 で あ り、各種 手段 によ る教 育 は適 宜行 って きた との こ

とで あ る。現在 、情 報 管理 グルー プ員 各 位 の努 力 によ って、 グルー プ内 の技術 が過 去10

年 で最 高 レベル に達 した こと もあ り、次 に述 べ るよ うな手 段 に よ りサー チ ャー教育 を行 っ

て い る。

まず 、以下 の講 習会 へ の積極 的 な参加 が あげ られ る。

表5-10大 正製 薬情 報管 理 グルー プ参加 講習会(1990年 度)

講習会主催者 講習会名

日本科学技術情報 セ ンター JOIS研 修会

情報管理講座研究会

情報省理一般研修会

情報管理専門研修会

情報科学技術研究集会

東京情報流通研究会

情報科学技術協会 夏期 特別 セ ミナ ー

技術 フ ォー ラム

ドクメ ンテー シ ョ ン シンポ ジ ウム

日本 オ ン ライ ン情 報検 索 ユー ザー会

日本医薬情報セ ンター JAPICDOC講 習会

(次 項へ続 く)
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JAPIC懇 談 会

国際医学情報セ ンター IMIC検 索講 習会

IMIC公 開講 座

丸善MASISセ ンター DIALOG講 習会

PCOMα 講習 会

・・

紀伊国屋書店 DIALOGリ フ レ ッ シ ュ セ ミナ ー

DIALOGサ テ ラ イ トセ ミナ ー

化学情報協会 STN講 習 会

CASONLINE講 習会

CASONLINEユ ーザ ー会

IMSジ ャ パ ン デー タベ ー ス講 習会

DINAセ ミナー

ソ フ ト技研 MS-DOS講 習 会

出典:大 正製薬におけるサーチャー教育の実際(藤 井信栄)

次 にOJTと して実際の情報調査による トレーニ ング、最後に勉強会 として情報検索 シ

ステム勉強会、医薬関連勉強会、検索担当者連絡会議な どを定期 ・不定期 に実施 している。

この他に も各種 マニュアルの作成、各 システムのニ ュー スレタ=の 読破、各種ユーザー会

の参加等 を積極 的に行 っている。

5,5大 学における 「データベース利用教育」への期待

今 まで の企業 にお け るサ ー チ ャー教育 の実 例 や経験 等 を通 して、大 学 にお け る 「デ ー タ
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べrス 利用教育」への期待を述べる。

既 に、図書館 ・情報学関連 の大学、短期大学あるいは学部を もっ ところでは 「データベ

ー ス検索技術者認定試験」を必ず受験するように勧めているところもあると聞 いている。

しか し、図書館 ・情報学関連の大学、短期大学あるいは学部を もっていなところで もこの

サーチ ャー教育は必須科 目となることを希望す る。

それは情報量 の増大 に対応す る情報調査の迅速 さは、 このオ ンライン情報検索 システム

あるいはオフライ ンと してのCD-ROMに よる情報検索に頼 らざるを得ないか らである。

研究者 ・技術者が研究 ・技術開発 を行 うのに先立 って、情報調査 に約70%を 費やす こと

さらに継続研究 においても約20%を 費やす事を考えると、情報検索技術の修得は必須 と

言 えるであろう。特に、理工学関連の学部では必須科 目としてとりあげる必要がある。

それでは、具体的に どのよ うな教育を希望するか というと次のよ うな ものである。

(1)サ ーチャー入門講座程度 の講義

表5-7の サーチャー入門講座カ リキュラム程度 の授業を実習 も含めて実施 して も

らいたい。特 に、図書館 ・情報学科を置いている大学では必須科 目に して欲 しい。

また理工 学 系 の学部 にお いて エン'ドユーザ ー ・サー チ ャー を養成 す る教 育 を行 って

欲 しい もので あ る。先 に述 べ た様 に、特 に検索実 技 に慣 れ て きて ほ しい。商 用 の オ

ン ライ ン情 報検 索 シ ステム は高価 で あ るので 、 オフ ライ ンで あ るCD-ROMを 使

用 して教育 して い けば よい。既 に、産 能短 期大学 等 で は検索 実 習 にCD-ROMを

導 入 して教 育 して い る。 また商用 オ ン ライ ン情 報検索 シス テムで も トレーニ ング用

の安価 な フ ァイルを提供 して い る。 例 えば、JOISで は研 修用 フ ァイ ルが あ り、

DIALOGで もONTAPの 名称 で利用 の高 い ファイ ル には トレー ニ ング用 フ ァ

イルを提供 して い る。

CD-ROMは 、有望 な デ ータベ ー ス媒体 と して普及 して きてお り、 今後価 格 も低

下 して くる もの と思 われ る。

最 近 の検索 端末 は全 部 と言 って もいい ほ どパ ソコ ンで あ る。 それ もラ ップ トップ 、

ノー トブ ック型 パ ソ コンで 検索 で き るよ うにな って い る。 こ うな って くる と出前 検

索 あ るい は出前 教育 の可能 性が 出て 来 る。 事実 、米 国 の例 で あ るが ハ ワイ大 学 図書

館 で は東 芝 の.3100eとPCビ ュ ウアー、3M社 の395オ ーバ ーヘ ッ ド ・プ ロ ジェ

クタを購 入 し、 オア フ、 マ ヌイ、 カ ウアイの3島 に散 らば って い るカ レ ッジに出前

教育 を行 っそ い る。 システ ムと して はBRSとDOW/JONESを 使用 して お り、
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600人 の学生 に1989年 に は260時 間の オ ンライ ン ・サ ー チ ングの指 導 を行 った っ

た との報告 が あ る。

(2)商 用 オ ンライ ン情 報検 索 システ ムの教 育

利用 の高 い商用 オ ンライ ン情報 検 索 システ ムの教 育 につ いて は、実 技 を含め て教 育

して ほ しい もので あ る。 その システ ム名 を表5-11に 示 す。

メニ ュー方 式 の もの は指 導 す る程 で はない が、 メニュー方式 の中 に もコマ ン ドを使

用 して検 索す るよ うにな って い る もの もあ る。

各 システ ムの特 徴、基 本 コマ ン ド、歴 史、独 特 の検索 手法 、 ク ロス フ ァイルイ ンデ

ック ス等 を しっか りと教 え る必要 が あ る。

表5-11教 育 して 欲 しい情 報検索 システ ム名

JOIS

PATOLIS

G-Serch

日 経 テ レ コ ン

BRS

DIA'LOG

ORBIT

STN

Internationa1

(特)日 本科学技術情報セ ンター

(財)日 本特許情報機構

ジー ・サーチ(株)

日本経済新聞社

MaxwellOnline,Inc.

DIALOGInformationServices,lnc.

MaxwellOnline,Inc.

(特)日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー

(3)外 部 デー タベ ー スの教 育

最 後 に外部 デー タベー スの教 育 と して は、利用 頻度 の高 いデ ー タベー スにっ い て は

収録 範 囲内容 、収 録年 、収 録件 数 、更新 時期 、 プ ロデ ューサ ー名等 の知 識 を教 え る。

外 部 デー タベー スにつ いて は最 初 の現状 の ところで述 べ たが 、 その数 は膨大 で通 産

省 で毎 年発 行 して い る 「デー タベ ー ス台帳総 覧 」 で も、 日本 で現 在使 用 で き るデ ー

タベー スの数 は約2300種 とされて い る。 しか し、そ の分野 毎 に使用 す るデー タ

100



ベー スは さほ ど多 い もので はな く、10種 位 であ ろ う。例 えば、 エ レ ク トロニ ク ス

分 野 で は外 国 の文献 だ けの検索 で あ る と、INSPEC,NTIS,CASearch,C

OMPENDEXPLUS,ConferencePaperIndexな ど に な る 。

大 学 で教 育 して欲 しい外 部 デー タベー スは次 の通 りで あ る。

① ビジネス関係(書 誌)

表5-12主 要 ビジネ ス関 連 書誌 デー タ ベ ー ス

デ ー タ ベ ー ス 名 収録 されているシステム名

1 マ ー ケ ッ トサ ー チ G-Search,C&C-VAN

2 ABI/INFORM DIALOG,DATA-STAR,BRS

3 MANAGEMENTCONTENTS DIALOG,DATA-STAR,BRS

4 PTSF&SINDEX DIALOG,DATA-STAR,BRS

5 PTSFORECASTS DIALOG,DATA-STAR

6 PTSNEWPRODUCTANNOUNCEMENT DIALOG,DATA-STAR

7 PTSMARKETING&ADVERTISINGREFERENCE DIALOG,DATA-STAR

8 PTSPROMT DIALOG,DATA-STAR,BRS

出 典:オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・デ ィ レ ク ト リー`91(東 洋 経 済 新 報 社)

② ビジネス関係(全 文)

表5-13主 要 ビ ジネ ス関連 全文 デー タベ ー ス

デー タベー ス名(関 連 分野) 収録 されているシステム名

1 DISCLOSURE(企 業) DIALOG,Colleague

2 D&BDUN'SMarketIdentifiers(企 業) DIALOG,CompuServe

3 HarvardBusinessReview(経 済) DIALOG,BRS

4 INVESTEXT(企 業) DIALOG,Colleague,CompuServe

5 NEWSEARCH(新 聞) DIALOG,BRS

(次 項へ続 く)
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6

7

8

9

0

1

り
乙

1

1

1

TradeandIndustryASAP(全 般)

A皿eriCanMenandWomenofScience(人 物)

MarquesWho'sWho(人 物)

MagazineASAP(全 般)

peterson'sCollegeDatabase(人 物 ・機 関)

COSMOS(企 業)

TSR(企 業)

BRS,DIALOG,Colleague

DIALOG,ORBIT

DIALOG,CompuServe

DIALOG,BRS

DIALOG,CompuServe,DowJohns

DIALOG,COSMOS,G-Search

DIALINE,G-Search,COSMOS

出典 ・オ ンライ

③工学関連

ン ・デ ー タ ベ ー ス ・デ ィ レ ク ト リー`91(東 洋 経 済 新 報 社)

'表5 -14主 要 な 工 学 分 野 の デ ー タ ベ ー ス

`

デー タベ ー ス名(関 連分 野) 収録 されて い る システム

1 BUSINESSSOFTWAREDATABASE BRS,data-sta

2 CERAMICABSTRACTS DIALOG,ORBIT

3 ChemicalAbstract関 連 DIALOG,STN

4 COMPENDEXPLUS BRS,DIALOG,ORBIT,STN

5 COMPUTERDATABASE BRS,DIALOG

6 CURRENTCONTENTSSEARCH BRS,DIALOG

7 ENERGYLYNE DIALOG,ORBIT

8 ENVIROLINE' DIALOG,ORBIT

9 GEOREF=, DIALOG,ORBIT,STN
`

10 INSPEC' BRS,DIALOG,ORBIT,STN

11 METADEX DIALOG;ORBIT,STN

12 NTlS BRS,DIALOG,ORBIT,STN 、

13 PASCAL DIALOG,QUESTEL/DARC

.14 P/ENEWS＼' data-star,DrALOG,ORBIT

、15

A

SCISEARCH data二star,DIALOG,ORBIT:

(次 項へ続 く)
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16iJICST科 学 技術 文献 フ ァイル iJOIS、 日 経 テ レ コ ン

出典:オ ン ライ ン ・デ ー タベー ス ・デ ィ レク トリー`91(東 洋経 済 新報 社)

④ 特 許 関連

表5-15主 要 な特許 関連 のデー タ ベー ス

デ ー タベ ー ス名(関 連分 野)

IMPADOC

CLAIMS関 連

WPl

収録 されて い る システ ム名

BRS,DIALOG,ORBIT,PATOLIS

DIALOG

DIALOG,ORBIT

出典:オ ン ライ ン ・デ ータ ベー ス ・デ ィレク トリー`91(東 洋経 済新 報 社)

⑤ 医学 ・薬学 ・生物 学 関連

表5-16主 要 な 医学関連 の デー タベ ー ス

デ ー タベ ー ス名(関 連 分野)

MEDLINE

EMBASE

BIOSISPREVIEW

収 録 されて い る システ ム名

JOIS,DIALOG,QUESTEL/DARC,STN

Colleague,data-star,DIALOG

data-star,DIALOG

出典:オ ンライ ン ・デー タベー ス ・デ ィレク トリー`91(東 洋 経 済新報 社)

外部 デー タベー スの数 の増 大 と共 に商用 オ ンライ ン情報検 索 システ ム も益 々隆盛 にな り

調 査業 務 な どの各種 業務 に不 可欠 な ツー ル にな って きた。 それ にっ れて 、 これ を操 作す る

サー チ ャー も重 要 な職業 と して世 間的 に も認 知 され て きた。今後 、 この二 つの キー ワー ド

は図書 館 業務 に も大 きな影響 を与 えなが ら発 展 して い くに違 いな い。 また 、 コ ン ピュー タ

技 術 と通 信技 術 の進 歩 も、無 人図 書館論 が 出現す るす るよ うに大 きな影響 を与 えて い る。

マ ルチ メデ ィア、ISDN、 自動 翻訳等 々の諸技 術 が今後 、デ ー タベー スに もい ろ いろ な

所 で 関与 して くる もの と思 われ る。 また忘 れて い けない ことは、パ ソコ ン通 信 か らゲ ー ト
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ウェイ方 式 によ るデ ー タベー スへ の ア クセ スで あろ う。 パ ソ コン通信 人 口が約100万 人 と

言 われ る時 代 にな り今 後 のデー タベ ー スの隆 盛 は大 きな期 待が 持て る。

このよ うな背 景 の もとに、大学 教育 にお いて デー タ ベー スの利用教 育 を正 科 と して と り

あげ るこ とが、企業 や地域 ビジネスに おけ る デー タベ ー ス利用 の機 会 を拡 げ る基 盤 作 り と

な ると思 わ れ る。
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6. 提言 「デー タ ベー ス利 用 教 育 」

の在 り方 につ い て

デ ータ ベー スにか かわ る教育 課題 は、大局 的 にはデ ー タベー スの構 築 、 デ ータベ ー スの

管 理 、 デ ータベ ー スの提供 の方 法論 にな ろ う。 この為 には、直 接 的教 授 カ リキ ュ ラム と し

て、次 の3点 が考 え られ る。1点 め は対 象 とな る情報 に特 化 した情 報収 集 、情 報解 析等 の

技 術課 題 、2点 めは システ ム ・ツール となるデ ータベー ス管 理 システ ムお よび通信 シ ステ

ム等 の技 術課題 、3点 め はデ ー タベ ース構築 お よび情報 検索 、 ユ ーザ ・サ ポー ト等 の技 術

課 題 で あ る。 これ ら直接 的教 授 カ リキ ュ ラムに対 し、基 盤 的教授 カ リキ ュ ラム と して、 コ

ン ピュー タ利用 技術 課題 お よび対象 とな る情報 源の主題 知識 が必 要 にな る。 この こ とに対

して 、わ が 国 において 、従 来 、図書館 学 もし くは図書館 情報 学 に お いて、 一部教 授 が な さ

れて きて い るが、体 系 だ った教授 はな されて こなか った。

わ が国 において 、 デ ータベ ー スにかか わ る人材育 成 にっ いて 、財 団法 人 デ ー タベ ー ス振

興 セ ンタ ーに よる提 言 が、昭 和62年 、63年 に行 われて い る。 当提 言 にお いて 、 「デ ー タベ

ー ス技 術者 」 の育成 の必 要性 が指 摘 され 、 その為 に必要 な技 術課 題 が提 案 され た。 また 、

平成3年 には、重要 な2件 の報告 が な されて い る。1件 は 日本学 術 会議 の 「情報 工学 研究

連絡 委 員会 」 か ら 「情報 工学 の体 系化 に向 けて」 とい う審議結 果 の報 告 で あ る。 この中 で、

デ ータ ベ ースに直接 的 にか かわ る教授 科 目と して 「デー タベ ース」(シ ス テム)と 「情報

検索 」 が上 げ られて い る。 さ らに、文 部省 の委嘱 に よる情報処 理 学会 の 「大 学等 にお け る

情報 処理 教 育検 討委 員会 」 か ら 「大学 等 にお ける情 報処 理教育 のた め の調査 研究 報告 」 が

な され 、 「フ ァイル とデ ータ ベ ース システ ム」 の教 授科 目が上 げ られて い る。 これ ら審議

結果 は、現 状 の情報学 の教育 体 系 を踏 まえ、21世 紀 に向 け成 す べ き カ リキ ュ ラム体系 を示

して い る もの と理解 で きる。

21世 紀 に向 けデ ー タベ ー スにかかわ る課題 の一 つ に、デ ー タベ ー スの有効 利用 の方 法論

の確 立 ・普 及が あ る と考 え る。 その中心 をなす もの と して、特 に大学 教 育 に おけ る情報 検

索技 術 を中 心 とす るデ ー タベー ス利 用教 育 の充実が あ る と考 え る。

当 調査 研 究委員 会 は 、上 記 の ことを踏 まえ、 ア ンケー ト調査 、 ヒヤ リン グ調査 、文献 調

査 を実 施 したが 、そ の結 果 を包 括 的 に検 討 した上で結 論 と して、下 記 の事 項 について提 言
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をす る。

〈提言1:デ ータベース利用教育の実施 の必要性〉

データベースの利用 は、情報入手 の基本的手段であ り、これか らの社会生活において必

須 の要件 となる。特に、社会 に巣立 ち、職を通 じ社会 の基盤を支える大学生 に対 し、デー

タベース利用の方法の知識および技能の教育 は、大学 における必須の教授事項であ ると考

え る。

この ことは、単に当素養を持つ社会人養成を目的とす るだけではな く、学生 の大学就学

期間における学習および研究 をよ り充実 させ る為 に も必要な事項 である。特に、 自学 自習

の充実、研究推進 に与 える効果 は大 きい ものと思 われる。

そこで、情報入手の効率的方法および情報 の効果的利用方法、 さらに学習 ・研究成果の

まとめ方等課題 と共 に、データベース利用教育の実施 およびその為の教授体制の確立 を早

急 に推進す る必要がある。

〈提言2:デ ータ ベー ス利 用教 育 の カ リキ ュ ラム内容 と実施 方 式 〉

上記 目的 を達成 す る為 に 、講 義 と演 習 によ り構成 され る基 礎 的必 須教 授科 目を、全 学学

生 に対'し共通科 目 と して習得 させ る必 要が あ る。教 授 内容 は、 デ ータベ ー ス利用 方法 を中

心 とす るが 、デ ー タベ ース構 築方 法 も含 め教 授す る。 カ リキ ュ ラム内容 の具体 例 を下記 に

示 す。

・ 教授 科 目の位 置付 け… 全学 的共 通科 目(必 須科 目)'

教 授科 目名(例)… 情 報管 理論 、 同演習/デ ータ ベー ス論 、 同演習/情 報検索 論 、 同

演 習

対象 学年…2学 年前 期

時 間数 …半 期2単 位(講 義1単 位 、演 習1単 位)一.'t

対 象 デ ータベ ー ス…学 術情報 …NACSIS-IR(CAT)

'商 用 デ ー タベ ース… 国内:日 経 テ レコム、JOISな ど

地 域 デ ータ ベ ー スの利 用

国外:DIALOG

但 し、当教授 の為 に は、 そ の性 格上 、例 え ば 「コ ン ピュー タ ・システ ム概論 」 的 な基礎

知 識 を必 要 とす る。 この ことか ら、例 えば 「コン ピュ 三夕 ・・シ ステ ム概論 」の様 な教 授科
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目を全学的共通科 目として、当教授科目の前 に位置付 けることが必要にな る。

上記の方式 に対 して、提言1の 考えの肯定 の基 にデータベース利用教育 の必要性を前提

として、他 に下記 の三 つの考え方があることを紹介 してお く。

(1)大 学教育では、基本的、基礎的理論を優先 させるべきであるとい う考 え方に基づ く

カ リキュラム内容 の具体例は下記のようにな る。

教授科 目の位置付け…全学 的共通科 目(必 須科 目)

教授科 目名(例)… 情報学概論/情 報科学概論/情 報管理論

対象学年…1学 年全期

時間数…4単 位

演習については、他の機会 を与え、自学 自習を させ る。

(2)学 習および研究 を推進 して行 く上で、 コンピュータ利用技術は必須であるとい う考

え方 に立脚 し、 コンピュータ利用技術の習得 を優先 させ、その中で とらえ るべ きであると

いう考え方 に基 づ くカ リキュラム内容の具体例は下記のようになる。

教授科 目の位置付 け…全学的共通科 目(必 須科目)

教授科 目名(例)… コンピュータ ・システム概論/情 報学概論/情 報科 学概論

対象学年…1学 年全期

時間数…4単 位

演習について は、 コンピュータ利用技術の基本的技能 と して、現実的 には先ずキーボ

ー ド、マ ウス等 の操作か ら導入 しなければな らないことを考えると、データベース検

索 、データベース構築(デ ータ入力)は 恰好 の対象であ るので、例えば夏休み等 を利

用 し、集 中 し行 うべ きである。

(3)必 須科 目と して全学的共通科 目として実施す るには、教員の確保、設備 の整備 、デ

ータベース利用経費等か ら現実的には困難であるという考え方 に立脚 し、教員指導の元に

図書館 もしくは学 内の コンピュータ ・セ ンタにおいて実施すべきであるとい う考え方。 こ

の為 には下記 の改革が必要であ る。

教員の確保

実習支援 を行 う図書館職員およびコンピュータ ・センタ職員の確保

〈提言3:教 育環 境 の整備 お よび必要経 費等 の十 分 な る確保 の必 要性 〉

デ ータベ ー ス利 用教 育 を実施 す る上 に おい ては、学 内 の コ ン ピュ ータ ・フ ァシ リテ ィの
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整備 以外 に下記 の フ ァシ リテ ィお よび運 用体 制(特 に、経費 お よび利用 時 間 の確 保)の 十

分 な る整 備 を必要 とす る。 これ ら事 項 は、 さ らに技 術 進歩 に呼応 し常 に更新 を必要 とす る。

(1)フ ァ シ リテ ィの充 実

自習 演習 室 の確 保

学 内 ネ ッ トワー クの充 実 …検索 専用 端 末機 の広 範 囲設 置

利 用可能 なデ ー タベ ー スの提 供

対 象 デ ータベ ース(例)学 術 情報 …NACSIS-IR(CAT)

商用 デ ータベ ー ス… 国 内:日 経 テ レ コム、JOISな ど

地 域 デ ータベ ー ス

国外:DIALOG

使 い勝手 の よ いデ ータ ベ ース管 理 シス テムの提 供 お よび十分 な る利 用 可能 な個 人用

フ ァイル容量 の提供

(2)利 用 時間 の拡大 化…24時 間 サ ー ビスの実施

(3)教 授 時間 におい て利 用 可能 な十分 な るデ ータ ベー ス利 用経 費 の確 保

(4)教 材 ・マ ニ ュアル等 の整備

〈提言4:教 員 の充足 の必要性 〉

データベース利用教育を実施す る上においては、情報活用の意義、学習 ・研究成果のま

とめ方等広範囲の基本 的、基礎 的意義の理解教育 の基に行 う必要がある。 この ことか ら、

専任教員の任用が必須要件 となる。また、十分 なる演習を行 う為 にア シスタン トが必要 に

なることか らア シスタ ント・ティーチ ャ制度の確立が必要になる。

アシスタン ト・ティーチャの確保 には、図書館職員への教育を行い、図書館職員を この

任に当てることが現実的 と考える。このことの為 に、現行図書館職員への教育の実施 およ

び司書教育課程でのデータベース利用科 目の必須化を計 る必要がある。専任教員の確保 を

含め、この ことの実施に当たっては、特 に図書館情報大学に期待する部分 は大 きい。

〈提言5:利 用者教育の継続 的実施の必要性 〉

データベース利用は、学習 ・研究 を推進 する過程の中で必須の要件とな ることか ら、そ

の利用機会の充実が必要である。 この場合、技術進歩等を考慮 し、継続的に利用者教育 を

行 うこととその為の体制整備 を必要 とする。
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当推進 には、図書館 と学内 コンピュータ ・セ ンタが協同 しその任に当 ることが良い。

(1)図 書館における利用者教育の充実の必要性

①図書館利用案内を含め新入学生 に対 し、オ リエンテー ションにおいて演習を含めデ

ータベース利用概論的教育を行 う。

②利用者か らの相談 に対応で きる態勢 を整え る。

③授業およびゼ ミ等の要請 によ り、利用教育を支援す る体制 を整 える。

この為には、上記提言4に 示す事項の実施および十分なる要員の確保が必要 になる。

(2)学 内 コンピュータ ・センタの役割

①学内データベース化 の促進および構築支援 の実施

② データベース利用 ・構築環境の整備

③ マニュアル等 の整備

〈提言61デ ータベース利用教育 システムの確立

一教授法指針検討研究会の発足の必要性 〉

大学教育 は、一定 の目的の元に教員の教授計画 において行われるべき ものであると しな

が らも、現行の教授 の中では教員個人の努力に任 されており試行錯誤の様相 が強い。本調

査 において も、データベース利用教育の必要性を認めながらもよりどころとなるべき指導

的な指針が示 されないため、教育の実現化が困難 とい う意見が多 くある。 これを解決す る

には、一定 レベルの知識 ・技能を習得 させ るための指導的教育 システムを確立 しなければ

ならない。

そのため早急 に検討委員会を発足させ、教授方法、テキス ト、教材(デ ータベー スモデ

ル、 トレーニングソフ ト、VIDEO等)の 具体的な開発を行 う必要があ る。

1991年 度の 「データベース白書」において、企業等 におけるデータベ ース検索者の過不

足にっいてのア ンケー ト結果が示 され、さらに、企業内におけるデータベース利用者養成

の実態が示 され、質的向上 の困難 さが指摘 されている。 さらに、社団法人情報科学技術

協会の 「21世紀初頭の情報科学技術予測」におけるアンケー ト結果によれば、データベー

ス ・システムの機能向上が計 られても、企業等組織 において、より高度 な情報サービスの

必要性 か ら特 にデータベース検索技術者の必要性が求め られている。

以上 の提言 に対 して、今後 さらに大学教育におけるデータベー ス利用教育を促進す るに
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は、 デー タベ ー スを提供 す る側 に以 下 のこ とを要 請 した い。

(1)教 育 向 けの低 廉 な価 格 体系 での デ ー ダベー スの提 供`

(2)教 育 用 、研修 用 と して の オ ンライ ン用 サ ンプル ・ソフ トやCD-ROMの 開発 と提

供

特 に 、下 記 の点 が あげ られ る。

① 人文科 学 の データ ベ ー スの構 築 と提供

② 画像 ・映 像 を含 むマ ル チ メデ ィア ・デ ー タベー スの構 築 と提 供

③ オ ンライ ンデ ー タベー ス検索 システ ムな らび にCD-ROM検 索 ソ フ トの標 準化

(3)教 育 用 システ ムの テキ ス トな ど教 材 の整備

既 に、全 国 公立 高校 の98%(22,791校)が コ ンピュー タを設 置 し、 ここ数 年 の内 に 中学

校 、 さ らに小学 校 へ と普及 して い く状 況 に あ る。 これ に よる コ ン ピュー タ利 用 の教 育効 果

を もとに、 デー タベー ス利 用 は これか らの社会 にお いて一 つの イ'ンフラ と して必須 の機 能

とい え る。 この ことは、特 別 の技術 を取 得 した者 だ けが利用 す る機能 で は な く、誰 もが利

用 で きる もので なけれ ばな らな い。 その為 に は、情報 利用 とい う本 来 の 目的 か ら、大 学 の

場 で の デ ータベ ー ス利 用 た関 す る体系立 った教育 の実 施 と提 供 す る側 の条 件 整備 が早 急 に

行 わ れ な ければ な らな い ことは、 自明 の ことであ る。
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記入者名大学名調査票 ①

新設予定科目についてお答え下さい。1-5.

開設予定年度 専攻種類 選択/必修 科 目 名 単位数 所 属 学 部 名 学 科 名 対象学年 受講学生予定数

口1年

ロー般教育 唖 口2年
口3年

[博 門 口必」修 口4年

口1年

ロー般教育 蹴 口2年
口3年

[博 門 〔泌修 口4年

口1年

ロー般教育 唖 口2年
口3年

[博 門 [泌修 口4年

ゴ1年

『 般教育 蹴 口2年

口3年

口専 門 口必修 口4年

口1年

口已般教育 蹴 口2年
口3年

[博 門 [泌 修 口4年

,

口1年

亡}一般教育 []選択 口2年
口3年

口専 門 口必修 口4年

口1年

ロー般教育 口選択 口2年
口3年

口専 門 口必修 口4年

口1年

ロー般教育 口選択 '
口2年
口3年

口専 門 口必修 口4年



r

付録1 ア ンケー ト調 査 票① ～③

調査票 ①

大学全般向け設問

1-1.現 在データベース利用教育を行っていますか。

口はい

口いいえ→1-3へ

1-2.デ ータベ一一ス利用教育をどのような場で行っていますか。

口授業で(担 当教員には調査票②をお渡 し下さい)

口情報センター(コ ンピュータセンター)で(担 当教員には調査票②をお渡し下さい)

口図書館で

口その他(場 面:)

1-3.デ ー一夕ペース利用教育に関する科目の新設予定があ りますか。

隠 鷺 る]・-4へ

口ない →1-6へ

1-4.学 内でデータベース利用教育に関して検討されている委員会がありますか。

口ある(具 体的名称などをお教え下さい。)

名称:()

口ない

大学名 記入者名

1-5.新 設予定の科目にっいてお答え下さい。(裏 面にご記入下さい)

(見本)

開設予定年度 ⌒ 科目名 単位数 所属学部名 学科名 対象学年 受講学生予定数

ロー般教育

口専門

選択

必修

口1年

口2年
口3年
口4年

1-6.デ ータベース利用教育についてご意見をお聞かせ下さい。



調査票 ⑳ 大学名 記入者名

2-9.デ ー タベース利 用教育 にあた って利用 して いるデー タベ ースにつ いて お答 え下 さい 。

[オ ンライン]

サ ービスシステム名 デー タベ ース名 利用形態 利用端末数 マニュアル 備 考

1・2 3・4 台 市 ・オ
、

1・2 3・4 台 市 ・オ
画 ・ ・

;=;顎
.

台 市 ・オ

・….・

1・2

.

3・4

.

台
■ ■ ・.

市 ・オ
・鍔 ・.....・ ㊥. ● ● ● ● ■■ ・・ 吟・・

.● ■ ●● ● ・・ ...

1・2・3・4 台 市 ・オ

1・2・3・4 台 市 ・オ

*利 用形態→1.外 部の オ ンライ ンデー タベ ースにア クセス2.導 入 デー タベ ース を学 内LANで 使用

3.導 入デー タベース を研究室 のマ シン上 にテス トデー タ として使用4.そ の他(備 考欄 に ご記入下 さい)

*マ ニ ュアル→ 市.市 販 の もの を使 用 オ.オ リジナルに作成

[電子出版物]

名 称 形 態 利用端末数 マニュアル 備 考

1・2・3 台
■ ●.….・..

市 ・オ
● ・

1・2・3 台 市 ・オ

1 2・3 台 市 ・オ

●● ●●● ●● ■■ ・●・ ●●

..・

1 2・3 台 市 ・オ

一

「

止

1 2・3 台 市 ・オ

● ・… 吟・

1 2・3 台 市 ・オ
,魑

*形 態→1.CD-ROM2.電 子 ブ ック(EB)3.そ の他(備 考欄 に ご記入下 さい)

*マ ニ ュアル→ 市.市 販 の もの を使用 オ.オ リジナル に作 成

[オ リジナル ・デー タベ ース](各 種論文 デー タベー スな ど)

名 称(概 略) 件 数 利用端末数 マニュアル 構築方法 備 考

() 件 台 有 ・無 1・2

■■.右

() 件 台

..

有 ・無

・・….

1・2・

() 件 台 有 ・無 1・2

■領■●●●・.

()

■ ・

件 台 有 ・無

● ・

1・2

・・

、

*構 築方法→1.外 部のデ ータ を利用 して作成2.学 内デ ータのみで作成.



調 査 票 ⑳ 【科目単位にお答え下さい】

データベース利用教育担当者向け設問

2-1.現 在、教えていらっしゃる科目概要についてお答え下さい.

専 攻 種 類 ロー般教育 □専門 □その他

選 択/必 修 口選択 口必修(選 択必修を含む)

科 目 名

単 位 数

所 属 学 部

学 科 名

対 象 学 年 口1年 口2年 口3年 口4年

'91年度受講生数

2-2.授 業内容についてお答え下さい。(で きれば授業内容を記された資料をご同封下さい)

口講義のみ 口講義と演習

2-3.授 業の時間数をお答え下さい。

1科 目1回 分授業 で年間 回行 う

2-4.講 義のみの場 合、演習を行わない理由をお答え下さい。

2-5.テ キス トとして何をお使いですか。(複 数可)

口市販図書(書 名:

ロプリント(

ロビデオ(タ イトル:

口OHPロ スライド

ロその他(

2-6.演 習を行っている場合、演習の受講対象者は

口金受講生[}一 部希望者のみ

出版社:

・

)

)

)

)

.

大学名 記入者名

.演 習の年間経費はC91年 度)

例)100万 円～120万 円の場合:、 線部分で範囲を表わす

0円50万 円100万 円150万 円200万 円以上

熈
こ

範囲をお示めし下さい

0円50万 円100万 円150万 円200万 円以上

.演 習場所は

口普通教室 口研究室 ロコンピューター教室

口演習教室 口図書館 口情報センター(]ンピュータ一世ンター)

口そめ他()

.デ ータベース利用教育にあたって利用しているデータベースについてお答え下さい。

(裏面にご記入下さい)

0.学 生の反応をお聞かせ下さい。

1.デ ータベース利用教育科 目に関連し必要と考えられる科目名または内容および、スタッフ等に
ついてご意見をお聞かせ下さい。

2-12.デ ータベース利用についてご意見をお聞かせ下さい。



調査票 ⑳ 図書館名 記入者名

'3-3 .利 用 して い るデ 一一タベ ー ス につ い て お 答 え下 さい 。

[オ ン ラ イ ン]

サー ビスシステム名 デー タベー ス名 棚 形態 利用端末数 マニ1アル 料金 備 考

1・2・3 台 市 ・オ 1 2

.・..・

1・2・3 台 市 ・オ
三

2
...・・. …...・ ・ ・

1 2・3

...

台 市 ・オ 1 2
・ ●・● ●・ ・●・ ・

1

.

2・3 台

・

市 ・オ 1 2

「;=; 台 市 ・オ 1 2
..・ ・

1・2・3 台 市 ・オ 1 2

*利 用形態→1.外 部のオ ンライ ンデー・・タベー スにア クセス2.導 入 デー タベ ース を学 内LANで 使用

3.そ の他(備 考欄 にご記入下 さい)

*マ ニュアル→ 市.市 販の もの を使用 オ.オ リジナルに作成

*料 金 →1.利 用者 負担 で徴収2.公 費 負担

[電 子 出版物]

名 称 形 態 利用端末数 マニュアル 料金 備 考

1・2・3 台 市 ・オ 1・2

■ ●●・ ..● ■ ●● ・

1・2・3 台 市 ・オ 1・2

元

・・

2・3

.・

台 市 ・オ 1 2

・.● ・…

1 2・3 台 市 ・オ
●■ ■ …

1

.売

2
●■.・

.・.

1 2・3 台 市 ・オ 1 2

*形 態→1.CD-ROM2.電 子 ブ ック(EB)3.そ の他(備 考欄 にご記入下 さい)

*マ ニ ュアル→ 市.市 販 の もの を使用 オ.オ リジナル に作成

*料 金→1.利 用者 負担で徴収2.公 費 負担

[オ リジナル ・デー タベ ース](図 書館 の蔵書情報や卒業 論文 デー タベース な ど)

名 称(概 略) 件 数 利用端末数 マニュアル 構築方法 料金 備 考

() 件
亘

有 ・無
●右'..・....鵠

1・2

■● ■ ■ ・

1・2

■ ・ ■■ ・

() 件 台 有 ・無 1・2 1・2

● ■ ●・ ■■ ・■・

() 件 台 有 ・無 1・2 1・2

.

()

・ ….・ ・

件 台 有 ・無

….・ ・.・

1・2

・

1・2

・..・ 巳幻

*構 築方法→1.外 部の デー タを利用 して作成2.学 内デ ータのみ で作成

*料 金→1.利 用者負担で徴収2.公 費 負担



r

調査票 ⑳

図書館向けの設問

3-1.デ ータベース利用教育を行っていますか。

口はい

[コいいえ→3-7へ

3-2.対 象者は

'口 教職員

口全員が対象 口希望者のみ

口学生

口全員が対象 口希望者のみ

口その他(対 象者:

3-3.利 用しているデータベースについてお答え下さい。(裏 面にご記入下さい)

3-4.利 用者への周知は

白している

[]図書館報

口図書館利用案内

口その他(

口していない

3-5・.デ ータベース利用教育はどの様な方法でなさっていますか。

口入学時のオリエンテーション

(所要時間 分/回)

口定期講習会

(回/年 、所要時間 分/回)

E]随時

(所要時間 分/回)

口資料配布のみ

口その他(方 法:・

)

)

)

図書館名 記入者名

3-6.受 講者の反応についてお聞かせ下さい.

3-7.図 書館におけるデータベース利用教育についてご意見をお聞かせ下さい.



付 録2ア ン ケ ー

1,調 査票① 大学全般向け設問

調査表①回答校種別一覧(学 校単位)

四年制 短 大 合 計

国 立
回答率

65

67.7%

24

58.5%

89

65.0%

公 立
回答率

23

59.0%

33

61.1%

56

60.2%

私 立
回答率

204

54.8%

233

47.6%

437

50.7%

合 計
回答率

292

57.6%

290

49.6%

582

53.3%

ト集計結果一 覧

調査表①回答校種別一覧(調 査票単位)

四年制 短 大 合 計

国 立 153 24 177

公 立 23 33 56

私 立 207 233 440

合 計 383 290 673

1-1.現 在 デ ータ ベー ス利 用教 育 を行 って い ますか(有 効 回答 数673)

は い:182

い いえ:491

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

55

8

64

6

3

46

61

11

110

合 計 127 55 182

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

97

15

145

19

30

185

116

45

330

合 計 257 234 491

1-2.デ ー タ ベー ス利 用 教育 を どの よ うな場 で行 って い ます か

(複 数 回答

授業 で:126

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

37

4

41

5

1

38

42

5

79

合 計 82 44 126

有効回答数248)



情 報 センター(コ ンピ ューターセンター)で:27.

図 書 館 で:78
L

そ の他:17

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

・'13

1

9 4

13

1

13

合 計 23 4 27

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

16

5

34

1

3

19

17

8

53

合 計 55 23 78

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

9

1
'5

2

9

1

7

合 計 15 2 17

1-3.デ ー タベー ス利用 教 育 に関す る科 目の新 設予 定 が あ ります か(有 効 回答数673)

構 想 と して あ る:77

具 体 的 にあ る:24

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

12

3

27

1

34

13

3

61

合 計 42 35 77

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

4

1

12

1

6

5、

1

18

合 計 17 7 24



な い:536

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

130

16

156

21

32

181

151

48

337

合 計 302 234 536

無記入:36

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

4

4

13

3

2

10

7

6

23

合 計 21 15 36

1-4.学 内で デー ベー ス利用 教育 に関 して検討 され て い る委員 会 が あ ります か

(有 効回答 数673)

あ る:39

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

8

1

14

4

12

12

1

26

合 計 23 16 39

な い:263

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

66

6

79

9

10

93

75

16

172'

合 計 151 112 263

無 記入:371

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

76

12

120

13

19

131

89

31

251

合 計 208 163 371



1-5.新 設予 定 の科 目 にっ い てお答 え下 さい(有 効 回答 数673)

あ り:48

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

9

2

20

2

15

11

2

35

合 計 31 17 48

無記入:625
四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

141

17

193

24

29

221

165

46

414

合 計 351 274 625

1-6。デー タベー ス利 用教 育 につ い て ご意 見 をお聞 かせ下 さい(有 効 回答 数673)

あ り:247

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

61

6

67

7

8

98

68

14

165

合 計 134 113 247

な し:426

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

89

13

146

.19

21

138

108

34

284

合 計 248 178 426



2,調 査票②(データベース利用教育担当者向け設問)

調査表②回答校種別一覧(学 校単位)調 査表②回答校種別一覧(調 査票単位)

四年制 短 大 合 計

国 立
回答率

37

38.5%

5

12.2%

42

30.7%

公 立
回答率

5

12.8%

2

3.7%

7

7.5%

私 立
回答率

56

15.1%

60

12.2%

116

13.5%

合 計
回答率

98

19.3%

67

11.5%

165

15.1%

四年制 短 大 合 計

国 立 109 9 118

公 立 11 5 16

私 立 105 84 189

合 計 225 98 323

2-L現 在 、教えてい らっしゃる科 目概要 についてお答え下さい

〈専攻種類 〉 一般教育:50

(複 数回答

有効回答数329)

専門:236

そ の他:26

無記入:17

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

10

2

18

3

17

13

2

35

合 計 30 20 50

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

84

8

73

5

5

61

89

13

134

合 計 165 71 236

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

4

18 4

4

22

合 計 22 4 26

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

11

・1

2

1

2

12

1

4

合 計 14 3 17



〈選択/必 修 〉 選択:169・

(複数回答

有効回答数342)

必 修:149'

無記入:24

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

57

5

54

4

4

45

61

9

99

合 計 116 53 169

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

46

5

49

4

3

42

50

8

91

合 計 100 49 149

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

12

1

8

1

2

13

1

10

合 計 21 3 24

2-2.授 業 内容 に つ いて お答 え下 さい(有 効 回答数323)

講義 の み:46

講義 と演習:258

無記入:19

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

21

2

10

2

11

23

2

21

合 計 33 13 46

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

77

9

90

5

5

72

82

14

162

合 計 176 82 258

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

11

5

2

1

13

6

合 計 16 3 19



2-5.テ キ ス トと して何 を お使 いです か(複 数 回答 有効 回答数467)

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

30

3

41

1

2

41

31

5

82

合 計 74 44 118

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

47

8

56

2

4

50

49

12

106

合 計 111 56 167

市販 図書:118

プ リ ン ト:167

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

6

18

1

19

7

37

合 計 24 20 44

ビデ オ:44

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

22

5

26

1

1

16

23

6

42

合 計 53 18 71

OHP:71

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

5

1

3 4

5

1

7

合 計 9 4 13

ス ラ イ ド:13

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

22

15 17

22

32

合 計 37 17 54

その他:54

 

「



＼

2-6.演 習を行っている場合、演習の受講対象者 は(有 効回答数323)

全受講生:218

一部 希 望者 の み:38

無記入:67

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

64

8

72

6

5

63

70

13

135

合 計 144 74 218

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

15

14 9

15

23

合 計 29 9 38

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立

私 立

30

3

19

3

12

33

3

31

合 計 52 15 67

2-8.演 習場所は(複 数回答 有効回答数358)

普通教室:30

研究室:40

コ ン ピ ュ ー タ ー 教 室:153

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

12

1

6

1

10

13

1

16

合 計 19 11 30

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

17

3

16 4

17

3

20

合 計 36 4 40

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

27

3

65

1

4

53

28

7

118

合 計 95 58 153



演習教室:46

図書館:26

情 報 セ ン タ ー

(コンピ ューターセンター):37

そ の他:26

.四 年 制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

16

3

13

1

13

16

4

26

合 計 32 14 46

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

10

1

7 8

10

1

15

合 計 18 8 26

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

24

1

8

2

2

26

1

10

合 計 33 4 37

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

11

8

3

4

14

12

合 計 19 7 26

2-9.デ ー タベー ス利 用 教育 にあた って利 用 して いるデー タ ベー スにっ いて お答 え下 さい

オ ンライ ン:173

電子出版:76

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

63

9

56

6

39

69

9

95

合 計 128 45 173

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

18

3

39

2

14

20

3

53

合 計 60 16 76



オ リジナルDB:89

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

34

3

25

1

3

23

35

6

48

合 計 62 27 89

2-10.学 生 の反応 をお聞 かせ 下 さい(有 効 回答数323)

あ り:207

無記 入:116

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

68

3

69

2

3

62

70

6

131

合 計 140 67 207

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

41

8

36

7

2

22

48

10

58

合 計 85 31 116

2-11.デ ー タベー ス利用 教育 科 目に関連 し必要 と考 え られ る科 目名 また は内容 お よび、 ス

タ ッフ等 にっ いて ご意 見 を お聞 かせ下 さい(有 効 回答 数323)

あ り:166

無 記入:157

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立

私 立

54

5

51

3

4

49

57

9

100

合 計 110 56 166

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

55

6

54

6

1

35

61

7

89

合 計 115 42 157



「

2-12.デ ー タベ ー ス利 用教 育 につ いて ご意 見 をお聞 かせ下 さい(有 効 回答 数323)

あ り:179

無 記入:144

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

67

,6

41

6

5

54

73

11

95

合 計 114 65 179

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

42

5

64

3

30

45

5

94

合 計 111 33 144



3,調 査票③(図書館向け設問)

調査表③回答校種別一覧(学 校単位)

四年制 短 大 合 計

国 立
回答率

63

65.6%

16

39.0%

79

57.7%

公 立
回答率

24

61.5%

33

61.1%

57

61.3%

私 立
回答率

208

55.9%

210

42.9%

418

48.5%

合 計
回答率

295

58.2%

259

44.3%

554

50.7%

調査表③回答校種別一覧(調 査票単位)

四年制 短 大 合 計

国 立 114 18 132

公 立 26 33 59

私 立 234 210 444

合 計 374 261 635

3-1.デ ー タ ベ ー ス 利 用 教 育 を 行 っ て い ま す か 。

は し、:208

い い え:427

(有効回答数635)

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

64

12

93

5

6

28

69

18

121

合 計 169 39 208

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

50

14

141

13

27

182

63

41

323

合 計 205 222 427

3-2.対 象 者 は(有 効 回答数357)

教 職 員:173
四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

57

11

77

5

5

18

62

16

95

合 計 145 28 173



学生:184

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

60

10

82

5

5

22

65

15

104

合 計 152 32 184

3-3.利 用 して い る デ ー タ ベ ー ス に っ い て お 答 え 下 さ い

オ ン ラ イ ン:256'

電子 出版:213

オ リ ジ ナ ルDB
.:197

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

80

12

119

7

5

33

87

17

152

合 計 211 45 256

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

53

11

104

4

5

36

57

16

140

合 計 168 45 213

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立

私 立

71

8

77

7

4

30

78

12

107

合 計 156 41 197

3-4.利 用者 へ の周知 は(有 効 回答数635)

して い る:205

図書館報:67

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

63

12

92

4

5

29

67

17

121

合 計 167 38 205

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

31

1

29

1

2

3

32

3

32

合 計 61 6 67



図書館利用案内:126

そ の他:106

して いな い:15

無記 入:415

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

44

4

53

4

3

18

48

7

71

合 計 101 25 126

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

32

10

48

2

14

32

12

62

合 計 90 16 106

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

4

6

1

1

3

5

1

9

合 計 10 5 15

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

47

14

136

13

27

178

60

41

314

合 計 197 218 415

3-5.デ ー タベー ス利用 教育 は どの様 な方 法 で な さ って い ます か(複 数 回答
有 効 回答数321)

入 学 時 のオ リエ ンテー シ ョン:77

定期講習会:40

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

21

2

37

3

1

13

24

3

50

合 計 60 17 77

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

〉

13

6

16

1

1

3

14

7

19

合 三十 35 5 40



随時講習:120

資料配布のみ:32

そ の他:52

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

46

7

53

2

1

11

48

8

64

合 計 106 14 120

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

9

1

14

3

5

9

4

19

合 計 24 8 32

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

17

5

22

1

1

6

18

6

28

合 計 44 8 52

3-6.受 講生 の反 応 につ いてお聞 か せ下 さい(有 効 回答数635)

あ り:135

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

44

10

59

3

1

18

47

11

77

合 計 113 22 135

無記入:500
四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

70

16

175

15

32

192

85

48

367

合 計 261 239 500



3-7.図 書館 にお け るデー タベ ー ス利用 教 育 につ いて ご意 見 をお聞 か せ下 さい

(有 効 回答 数635)

あ り:315

無記入:320

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

75

14

119

8

9

90

83

23

209

合 計 208 107 315

四年制 短 大 合 計

国 立
公 立
私 立

39

12

115

10

24

120

49

36

235

合 計 166 154 320
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